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令和元年６月南伊豆町議会定例会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                      令和元年６月４日（火）午前９時３０分開会 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 町長の行政報告 

日程第 ５ 一般質問 

───────────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１１名） 

     １番  渡 邉   哲 君      ２番  比野下 文 男 君 

     ３番  加 畑   毅 君      ４番  谷     正 君 

     ５番  長 田 美喜彦 君      ６番  稲 葉 勝 男 君 

     ７番  清 水 清 一 君      ８番  漆 田   修 君 

     ９番  齋 藤   要 君     １０番  渡 邉 嘉 郎 君 

    １１番  横 嶋 隆 二 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 岡 部 克 仁 君 副 町 長 橋 本 元 治 君 

教 育 長 佐 野   薫 君 総 務 課 長 渡 邊 雅 之 君 

企 画 課 長 菰 田 一 郎 君 地方創生室長 勝 田 智 史 君 

地域整備課長 飯 田 満寿雄 君 商工観光課長 齋 藤 重 広 君 
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町 民 課 長 髙 野 喜久美 君 健康増進課長 山 田 日 好 君 

福祉介護課長 髙 橋 健 一 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 長 

大 野 孝 行 君 

生活環境課長 高 野 克 巳 君 会 計 管 理 者 髙 橋 由 美 君 

───────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局長 佐 藤 禎 明   係 長 内 藤 彰 一   
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会宣告 

○議長（齋藤 要君） おはようございます。 

  議員の皆さんは選挙前の最後の議会でございますので、頑張って質問をしていただきたい。 

  傍聴の皆様方には本日は大変ご苦労さまでございますが、よろしくお願いします。 

  それでは、定刻になりました。ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しております。 

  これより令和元年６月南伊豆町議会定例会を開会します。 

  本町では５月１日より10月末までの間、クールビズを奨励しておりますので、よろしくお

願いをいたします。上着の脱着については各自の判断でお願いいたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程説明 

○議長（齋藤 要君） 議事日程は印刷配付をしたとおりでございます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議宣告 

○議長（齋藤 要君） これより、本会議第１日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（齋藤 要君） 日程第１、会議録署名議員を指名いたします。 

  南伊豆町議会会議規則の定めるところにより、議長が指名をいたします。 

   １０番議員  渡 邉 嘉 郎 君 

   １１番議員  横 嶋 隆 二 君 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（齋藤 要君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りをします。今定例会の会期は、本日から６月５日までの２日間としたいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、会期は本日と６月５日までの２日間に決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（齋藤 要君） 諸般の報告を申し上げます。 

  平成31年３月定例会以降開催をされました行事は、お手元に印刷配付したとおりであり、

各行事に参加をしましたので、ご報告します。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎町長行政報告 

○議長（齋藤 要君） 町長より行政報告の申し出がありましたので、これを許可いたします。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） おはようございます。 

  令和元年南伊豆町議会６月定例会の開会に当たり、平成31年３月定例会以降の主な事項に

ついて行政報告を申し上げます。 

  １、石廊崎オーシャンパークの取り組み。 

  ４月１日待望の石廊崎オーシャンパークが開園いたしました。石廊崎再生に向けたこれま

での取り組みは決して平たんなものではありませんでしたが、これまでご尽力くださいまし
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た関係者各位のご労苦に改めて感謝の意を表します。係争の和解を経て、土地取得が完了し、

平成28年度から本格的な改修工事に着手いたしましたが、これら財源には過疎債３億9,000

万円、観光施設整備事業補助金１億5,000万円を活用し、既存温室等解体、アクセス道路と

駐車場整備、休憩所再整備などで総事業費は７億5,000万円となりました。駐車場では普通

車100台、大型バス10台、二輪車20台が収容可能で、本町を代表する観光地として来訪客に

十分対応できる施設規模を有しており、休憩所内には観光案内、土産物販売、軽飲食コーナ

ーを設け、ジオパークビジターセンターも併設されるなど、伊豆最南端の魅力ある景観を肌

で感じていただける癒しの空間を提供しております。当該休憩所の運営においては、指定管

理者から南伊豆町観光協会が委託を受けており、オーシャンパークを基点とした南伊豆町全

域の魅力を情報発信しながら伊豆半島を代表するランドマークとしてその役割を確かなもの

とするため、関係する諸団体とのさらなる連携強化に期待を寄せております。 

  なお、南伊豆ジオパークビジターセンターでは、ジオガイドが常駐し、施設内での解説の

みならず、ミニガイドツアーも実施する中で一般立入禁止エリアをガイドつきで案内する特

典つきの商品なども提供されるなど、通常では目にすることのできない場所からの伊豆半島

特有の海岸美や灯台周辺の絶景美に好評を博しているとのことであります。 

  また、グランドオープンに先駆け３月28日には土屋優行副知事、森竹治郎県議会議員をお

迎えし、関係者60名のご臨席のもと、竣工式を挙行いたしました。同式典では土屋副知事、

森県議から石廊崎オーシャンパークに寄せられる期待の大きさや伊豆南部のさらなる活性化

への思いが込められたご祝辞を賜り、これからが新生石廊崎の真のスタートであるとの思い

を新たにしたところであります。加えて、石廊崎オーシャンパークの命名者である秋田市在

住の吉田慶嗣様をご招待し、記念品を贈呈いたしました。吉田様ご夫妻には完成した施設や

新生石廊崎の景観をご堪能いただきました。 

  開園初日となる４月１日には石廊崎区主催のオープニングセレモニーが挙行され、伊豆半

島内の観光関係者のほか、南伊豆町公認アンバサダーの永藤まなさんも駆けつけてくれまし

た。当日は午前中の駐車場無料開放などから多くの来訪者でにぎわったほか、開園に合わせ

た灯台敷地が通年開放されたことを記念して、南崎認定こども園の園児や来訪者によるバル

ーントスなどが催され、イベントに花を添えていただきました。このほか、先着200名にと

ころてんの無料サービス、先着100名にはいろう男爵記念グッズを無料配布いたしました。

今年はゴールデンウイークが10連休となり、多くの来園者が見込まれたことから、駐車場誘

導体制の強化を図るとともに伊豆漁協、湯の花直売所からの協力を得て産直市が開催され、
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南伊豆の特産品をアピールすることができました。10日間の入込来園者数で約１万6,200人、

休憩所内での土産物販売や軽飲食の売り上げでは約400万円と報告を受けております。今後

も年間を通じてさまざまなイベントを企画し、石廊崎オーシャンパークを核とする南伊豆の

魅力発信に努め、より多くの来園者獲得に向けて取り組んでまいります。 

  ２、光通信網の早期整備に向けて。 

  光ファイバー通信網未整備の64局、65局、67局については、町内における情報通信格差の

是正を目的として事業着手いたしました。当該事業においては、平成28年度に実施した62局

エリア光通信網整備事業と同様に選定された通信事業者に事業費の一部を補助金として交付

するものであります。事業者選定に向けては厳正な審査を踏まえ、「南伊豆町光ファイバー

網整備事業費補助金交付要綱」の一部を改正し、「南伊豆町光ファイバー網整備事業審査委

員会設置審査要領」の一部を改正し、「南伊豆町光ファイバー網整備事業審査委員会設置審

査要領」、「南伊豆町光ファイバー網整備事業審査委員会審査要領」を新設いたしました。

また、４月22日から５月17日まで事業者の公募、５月28日にはプレゼンテーションなどの審

査会を経て、事業者を決定いたしました。このため、６月上旬から事業者による工事着手、

今年度中には町内全域において光ファイバー網が整備される予定であります。 

  なお、令和２年１月から２月ごろには対象地区において加入説明会を予定しておりますの

で、加入促進に向けた協力体制を図りたいと考えております。 

  ３、中学校の空調整備について。 

  昨夏の全国的な高温気象は正に災害ともいえるほどの猛暑が続き、全国で熱中症から体調

不良を訴える児童生徒が多数見られました。本町では昨年６月に３小学校の空調機器が完備

され、快適な環境のもとでの授業の実践など、猛暑から子供たちを守れたことは周知のとお

りであります。懸案でありました中学校への空調整備では、南伊豆東中学校では既に全普通

教室である３教室へ設置が完了し、南伊豆中学校でも学校休業日を主として設置工事が進め

られ、今月下旬には全普通教室５室に設置が完了する予定であります。このことから町内の

全てのこども園、小中学校において猛暑や寒さから児童生徒を守れる保育、教育環境が整い

ました。早期の空調整備にご尽力を賜りました本議会並びに関係各位にこの場を借りて心よ

り感謝を申し上げます。 

  ４、商工観光振興の確認。 

  （１）ふるさと寄附の動向。平成30年度、ふるさと寄附の総額は１億7,224万8,198円とな

り、過去最高を記録した前年度の４億8,314万961円から約64％減となりましたが、これらの
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主要因としては返礼割合の変更と過度な返礼品競争などの影響によるものと推測されます。

また、返礼品の品目割合では、イセエビ、サザエ、干物などの海産加工品が４割、野菜、果

物等の農産物で３割、ふるさと感謝券は３割となっております。本町では昨年４月から返礼

割合の見直しに係る総務省通達に基づき、返礼割合を５割から３割に変更いたしましたが、

本年３月の地方税法等の一部を改正する法律制定に伴い、新たに制定された「ふるさと納税

にかかわる指定制度」の基準に即した中で、６月以降も返礼品メニューの新規開発に努める

とともに、パートナー企業の積極的な募集など、更なる受入体制の強化に取り組んでまいり

ます。 

  （２）みなみの桜と菜の花まつり。「第21回みなみの桜と菜の花まつり」の来訪者数は、

昨年度の18万1,000人を上回る21万2,000人となり、前年度対比では17.1％の増となりました。

今年は年末年始の天候も比較的穏やかであったことから、桜や菜の花の開花も順調に推移し、

まつり当初から多くの来訪者でにぎわう中、人力車での花見遊覧やボランティアによる抽選

会など南伊豆ならではのイベントとして定着してまいりました。今後も同まつり実行委員会

や関係諸団体との連携強化をもって、さらなる集客に努めてまいります。まつり期間中にボ

ランティアとしてご参加いただきました皆様には、この場を借りて厚く御礼を申し上げます。 

  （３）静岡デスティネーションキャンペーン。３月31日、伊豆急下田駅において土屋副知

事、熱海市、伊東市、賀茂地区６市町の首長のほか、圏域観光関係者が一堂に会し、盛大に

オープニングイベントが挙行されました。当該期間中においては本町でも青野川ふるさと公

園や弓ケ浜でのスカイランタンナイトin南伊豆、ユウスゲ公園ではスターライトaiaiのほか、

入間、千畳敷へのウオーキングツアーなど、自然を生かしたイベントが好評でありました。

また、10連休の入込状況では、石廊崎オーシャンパークで１万6,200人を超えたほか、銀の

湯会館においても5,072人を数えるなど多くの来訪者でにぎわいました。 

  （４）駿河湾フェリーの運営。昨年５月の株式会社エスパルスドリームフェリーによる駿

河湾フェリー運航事業の撤退表明を受けて、地域に大きな経済波及効果をもたらす重要な社

会インフラであり、海からの景観を楽しむ公共空間の確保が必要不可欠であることから、

「環駿河湾観光交流活性化協議会」を構成する静岡県及び３市３町による協議を重ねた結果、

本年４月にはフェリー運航継続のための新組織として「一般社団法人ふじさん駿河湾フェリ

ー」を設立いたしました。その後、２カ月の事業調整期間を経て６月１日新組織による運航

が始まり、土肥港にて関係市町の首長及び議長、観光関係者によるウェルカムセレモニーが

開催され、清水港から乗船された来訪客のお出迎えを行いました。今後も駿河湾フェリー利
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用者拡大に向けて取り組んでまいりますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

  以上で、令和元年６月定例会の行政報告を終わります。 

○議長（齋藤 要君） これにて行政報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（齋藤 要君） 日程第５、これより一般質問を行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 漆 田   修 君 

○議長（齋藤 要君） ８番議員、漆田修君の質問を許可いたします。 

  漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） それでは、通告に従いまして出納閉鎖後の決算地方公会計制度と、そ

れから一般町民からの議会の場での質問要請の２点ほどございました。その２点は介護保険

関係と石廊崎オーシャンパーク関係です。どうぞよろしくご答弁のほどお願い申し上げます。 

  それでは、最初の出納閉鎖後の決算地方公会計制度についての質問に入らせていただきま

す。 

  例年ご承知のとおり５月末です、４日前ですが、出納閉鎖をもって前年度予算の決算処理

に入ります。今の統一的な会計基準による地方公会計の制度が進められ、平成27年より３年

間の公会計の移行期間を経て、次の議会です、９月議会をもって本格的な地方公会計の運用

となるわけであります。私は平成29年９月議会で公会計制度の援用について一般質問してお

りますが、当時は総務省の統一基準に基づく会計手法への自治体側の考え方や、現財務会計

システム開発もとのＴＫＣの変更プロポーザルに対しての質問が主たるものでありました。

次の９月決算議会から一般会計についても具体的に複式簿記化に対応した財務４表、これは

後ほど説明しますが、財務４表や各種の財務分析がなされるものと思慮されるが、５月の出

納閉鎖という節目でもあり、最初に一連の会計制度の始動概況と当局の制度に対する認識ま

たは見解を賜りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  まず、始動状況についてでありますが、当町では総務省が提示する統一的な基準による財

務書類の作成については日々仕訳方式を採用しているため、理論上では５月末の出納閉鎖を

経て複式簿記化に対応した財務４表が作成され、これらに基づく各種分析がなされるところ

でありますが、現状はその段階に至っておりません。この原因としては、先般策定した固定

資産台帳のデータを現公会計システム提供もとのＴＫＣシステムに移行にあたり、データの

不備や移行エラーが多数発生したため、ＴＫＣとの協議、調整などでその処理に不測の日数

を要しているためであります。現在では処理作業の見通しがついたため、開始貸借対照表の

作成、建設仮勘定扱いとしている資産の登録を経て、財務４表を作成していくこととなりま

すが、専門業者への委託も視野に作成しております。 

  次に、制度に対する認識でありますが、新地方公会計制度とは発生主義、複式簿記といっ

た企業会計的要素を取り込むことにより、資産、負債などストック情報や現金主義の会計制

度では見えにくいコストを把握し、自治体の財政状況等をわかりやすく開示するとともに、

資産、債務の適正管理や有効活用といった中長期的な視点に立った、自治体経営の強化に資

するものであると認識しております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） ありがとうございました。 

  実は、総務省は平成29年の９月に各自治体にその作業を要請して以来、実は３年間もある

わけです。ＴＫＣ側にも移行のスケジュールに対する寛容度が薄らいでいたという当時の背

景があったとは思うのですが、実際私どもが、実は次の９月の決算で、実は財務４表を見せ

られて、そして議会側としてのチェック機能を果たすべくもとになる資料なんです。ですか

ら、現況はどうしても資産関係については資産台帳の３表ですね、については非常に各自治

体も非常に苦慮されていると思います。 

  結局、決算、その裏にある背景には決算統計しなければならない、従来の現金主義であれ

ば決算カードにそれぞれの数値を乗せまして、同一自治体との比較を常に財政計画上どうな

のかという観点から分析するのでありますが、そのようなことで、実は議会側にも非常に９
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月決算ということもありまして、非常に切迫しているわけです。ですから、当局は、今町長

が現況についての説明をされましたが、これは早急にやっていただきたいと思います。これ

は後ほど、１の５のところでも質問いたしますが、今回、決算の公会計制度については非常

に細かく、非常にディテール化された質問をしたつもりでおりますが、特に総務課長その１

の５については、詳しく説明してください。次に行きます。 

  今の現況はわかりました。次に、町長が先ほど申し上げました現金主義と発生主義への橋

渡しである、建設公債主義の及ぼす、財政法及び地方財政計画法の準拠に対する認識であり

ます。 

  町長は非常に設問としては非常に難解でありますが、前問の答弁で述べられたように、町

長が述べられたように、かつて地方自治法に基づく財務報告は現金主義会計による決算であ

りました。地方自治体は予算によって厳しい事前統制を受け、議会の役割の中心が予算審議

である実態も、実はそこから来ているわけです。ですから、衆議院の予算委員会、これは非

常に重要視されております。参議院は決算委員会でありますが、そういう意味でスライドさ

れて、地方自治体も全く同一であるということを申し上げておきます。 

  そして、歳出予算は歳出権限の付与であり、その統制によって財務状況の悪化を未然に食

いとめています。事前統制のための予算は現金主義会計が適しているので、決算も当然なが

ら現金主義であり、その収支はなんのことはない繰越金なんです。繰越金であります。繰越

金がプラスということは、年度末に資金が不足しなかったことを意味し、民間企業でも資金

が不足すると支払いができないので、資金繰りをつけることは重要であります。 

  しかしながら、資金繰りがつくことと財務内容が健全であることは、同じではないという

ことです。実質収支比率とか、そういう静態分析の各比率がそれを如実にあらわしていると

思います。借り入れに伴うその元本償還や、資産の取得に伴う減価償却など１年間で完結し

ない財務活動がワンイヤールールとしてあるからであります。その反面、会計制度は１年間

であり、年度ごとの収支の健全性を判断するために発生主義会計が必要になるのであります。

これは、町長の先ほどの答弁のとおりであります。 

  そこで、現金主義会計の健全性に注視するだけでなく、発生主義会計の健全性を同時に保

つために借り入れの制限が必要になるのであり、そのような中考えられたのが、建設公債主

義による借り入れの制限であり、我が国の財政法も地方財政法もそれに準拠して、寄ってい

るのであります。建設公債主義は財政会計のあり方というよりも、財政健全化のための経験

則だが、現金主義会計と発生主義会計の橋渡しをしています。そのような伝統に塗り込めら
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れた知恵を探ることが、近年の改革論議にありがちな浅薄な議論として今大いに取り上げら

れておりますが、その浅薄さに陥らない秘訣と言われております。 

  そこで、要旨、質問要旨１の２の建設公債主義の及ぼす財政法及び地方財政計画法の準拠

に対し、当局はどのように認識しているのか、２番目にお答えください。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  議員ご指摘のとおり現金主義会計と発生主義会計の健全性を確保するため、地方債の借り

入れに当たっては予算書にその限度額を計上し、議会の承認をいただくことになっていると

認識しております。大型事業の実施に当たっては、財源の確保と世代間負担の公平性の観点

から、過疎対策事業債の活用を最優先としており、普通交付税額の不足分を国と地方から借

り入れることで、負担する臨時財政対策債も毎年起債しております。これら元金の償還は、

１年間では完結せず、後年度に影響を及ぼし、発生主義会計の健全性を悪化させる要因とな

るため、交付税措置率の高い地方債を借り入れの対象とし、その借入額や償還年数は保有基

金残高や公営企業会計及び一部事務組合の償還状況など、いわゆる財政健全化４指標の動向

を見きわめた上で設定するなど、健全な財政運営を行ってまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） 答弁ありがとうございました。 

  次に、通告の３番目ですが、固定資産の台帳管理です。これも台帳３表と言っております

が、固定資産台帳、それから基金台帳とか、公有財産台帳、この３つが３表です。ですから、

それと公共施設の適正管理システムとの連動と財務計画の基本認識についてに議論を進めた

いと思います。 

  ３年間の経過措置後、一般的に地方公会計は活用の時代に入ったと説明されています。そ

れは、特に東京都が非常に先発自治体でありますが、それは統一的な基準の導入によって、

必須となった。固定資産台帳の整備を契機に、公共施設等の適正な管理を進めるための見通

しを立てることを意味しています。本格的な人口減少社会の到来と投資的経費の伸び悩みか

らすると、広域化を含めた公共施設等の維持管理の発想は不可欠であります。そこで、私は

さきの３月議会で公共施設適正管理推進事業計画に基づく事業費の策定と、交付税措置とい
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う観念から質問しましたが、この問題は公共施設の適正管理という言葉でくくれない側面を

保持しております。この発想の趣旨は発生主義会計の収支から、今まで見えなかった財政悪

化の原因を探るといったものでは必ずしもないのであって、それはむしろ、自治体財政健全

化法の将来負担比率など、健全化判断比率に求めるべきであります。 

  改めて問いますが、固定資産台帳管理、先ほど言いました３台帳の管理です、と公共施設

適正管理システムとの連動による自治体財政健全化法の健全化に対し、どのような対応と見

解を持っているかお答えを、ちょっと難しいのですが、お答えをお願いしたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  本町の固定資産台帳については、まもなく整備される状況にありますが、財務端末である

ＴＫＣシステムとの連動が完了しておりません。既存の町有施設を現状維持とするのか、ダ

ウンサイジングして更新をするのか、あるいは廃止なのかといった管理方針を決定していく

上で固定資産台帳の活用は必要不可欠でありますので、固定資産台帳と財務システムの連動

を速やかに進め、公共施設の適正管理に努めてまいります。 

  なお、管理方針の決定においては、財政健全化法に基づく将来負担比率などを考慮し、事

業の平準化と適切な財源に基づく実効性のある計画を策定してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） 非常に難しいポイントでありますが、ご答弁ありがとうございました。 

  次に、公営企業会計法の法適応について、特に資産と費用の関係です、についての質問を

させていただきます。 

  さきの要旨１の３の質問で明らかなように、その一方では発生主義会計の意義が地方公会

計以上にあるのは、地方公営企業法の法適用の拡大であります。今現況は水道事業会計しか

公営企業会計の適用になっておりませんが、それは下水道であるとか、そういった事業も対

象の視野になってくるであろうと思われます。 

  そこで、公営企業の場合には当該企業の収益で賄うべきでない費用相当額、これはどうい

うことかというと建設改良費とか設備投資ということを意味しますが、それらについては一

般会計から繰り出すことを前提に、それ以外は料金収入等で回収する独立採算制が求められ
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ております。その場合に重要なのは、地方公営企業会計の費用の把握であります。適切な料

金の設定のためには、発生主義会計の導入による原価償却費の補足が不可欠となります。４

年前から営業外収益で計上しなさいという会計基準が変更となりましたが、そういったこと

がオーストラージされているということなんです。そこで、一般会計、発生主義会計の重要

性は一般会計もさることながら、公営企業会計ではより重要であって、総務省が下水道や簡

易水道事業において法適用を進める理由も、実はそこにあるのであります。これは百も承知

だとは思いますけれども、町長。 

  そこで、自治体関係者はそのことを十分踏まえていただきたいと思います。特に下水事業

の場合、非適用の段階では繰り出しに対してそれほど厳しいことは言わないが、法適用にな

れば厳密な意味での繰り出し制限が係るとの見方もされることが多いが、それは誤解であり

ます。法適用の拡大の要請は、繰り出し制限をかけるものというよりも費用を補足すると同

時に資産を把握して、一般会計と同様にインフラ施設等の適正管理に、先ほど私、３番目で

質問しましたね、そういう適正管理を促す意味があり、発生主義会計の必要性は地方公営企

業会計ではより強いと言われています。そこで、この問題に対する当局の見解をお答えくだ

さい。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  公営企業を取り巻く経営環境は、人口減少等に伴うサービス需要の減少や施設等の老朽化

に伴う更新需要の増大等により、急速に厳しさを増しております。このような中、公営企業

が必要な住民サービスを将来にわたり安定的に提供していくためには、公営企業会計の適用

により資産を含む経営状況を比較可能な形で的確に把握した上で、中長期的な視点に基づく

経営戦略の策定等を通じ、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上等に取り組むことが必

要であると考えております。特に、将来にわたり持続可能なストックマネジメントの推進や、

適切な原価計算に基づく料金水準の設定は、今後の公営企業の基盤強化に不可欠な取り組み

であり、これらの取り組みを進めるためには公営企業会計の適用により得られる情報が必須

であると認識しております。これらの観点のほか、国が求める令和５年度までの取り組み期

間などから、本町でも令和２年度より本格的な取り組みを予定しており、集落排水を含む下

水道事業では令和５年度から公営企業会計に移行する予定でおります。また、簡易水道事業

については現行の運用体制や将来展望を考慮し、簡易水道を使用している行政区との連携を
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図りながら、早期に対応してまいりたいと考えております。 

  内容、経費等の詳細については担当課長から説明させます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 生活環境課長。 

○生活環境課長（高野克巳君） 公営企業会計化に係る内容及び経緯について説明させていた

だきます。 

  現時点の予定でありますが、公共下水道事業特別会計、子浦漁業集落排水事業特別会計、

中木漁業集落排水事業特別会計、妻良漁業集落排水事業特別会計の４特別会計について令和

２年度から令和４年度の３カ年かけて移行する予定であります。移行に対する経費ですけれ

ども、４事業会計合わせてですが、固定資産調査、固定資産評価業務として約2,000万円、

移行支援業務として約860万円、公営企業会計システム構築で約460万円、３カ年の合計で約

3,320万円程度かかると見込んでおります。簡易水道事業については、町長の答弁にありま

したとおり、今後区と協議しながら進めてまいりたいと考えています。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） ありがとうございました。 

  令和２年から令和４年度の３カ年で移行が完了ということですね。わかりました。一生懸

命またお願いしたいと思います。 

  次に１の５の項に移ります。 

  実は、決算の地方公会計制度の実はこれがメーンなんです。メーンの質問になります。当

初は町長答弁の中においては日々仕訳とＴＫＣの作業のおくれ、実際にはおくれですよね。

おくれがその要因として複合されて、実際のスケジュールどおりには行っていないというこ

とであるが、一応質問の中では一応、このように１から１の５の３まで設定しましたので、

知り得る限りで結構ですが、ご答弁をお願いしたいと思います。 

  本題に入ります。昨年の９月議会と同様の質問をしておりますが、改めて申し上げると地

方公共団体における財務書類等の作成に係る投資的な基準を設定することで、これは効用が

書いてあるだけなんですが、１番目として発生主義と複式簿記の導入、２番目が固定資産台

帳の整備、これは総資産台帳です。３番目はＰＤＣＡの中の最後のＣＡに該当すると思うん

ですが、比較可能性の確保を促進すると。これは、質問の１と６に重複すると思うのですが、
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そういったことが設定されております。この３点につき総務省が全ての都道府県と市町村、

47都道府県と1,741の市町村にその活用を要請したんです。平成29年に。ですから、実は３

カ年は実態としてはそれぞれの自治体に与えられたテイクオフの期間であるというような捉

え方でよろしいかと思うのですが、そこで、投資的な基準による財務書類は、私は財務４表

と実に言っておりますが、貸借対照表、それから行政コスト計算書、純資産の変動計算書、

資金の収支計算書、ＢＳ、ＰＬ、ＮＷ、ＣＦという表現をしておりますが、総務省のほうが、

それが財務４表であります。これは既に担当部局のほうがこういう書類をお渡ししてありま

すね。ですから、これが実際の４表の関係の数値が、どれが移行されて貸借しているかとい

う、これが一つのサンプルになろうかと思います。これが図表１として担当部局にはお渡し

してあります。 

  主な項目と認識の要旨はちょっと長くなりますが、簡単に端折りますが、標準的な統一化、

それから資産評価、財務書類の様式、税財源の配分徴収、それから報告の主体、先ほど町長

も言いました情報、公共団体の一部事務組合、広域連合、そういったものが主体となります。

そして、純資産とその変動です。それから７番目は純行政コスト、これはさっき言いました

ＰＬに該当するものです。そして、出納整理期間、それから固定資産等の形成、そして今回

質問しようとして、１の５の１で質問しようとしております特定の時期です。これは改めて

細かく言います。昭和59年以降の備忘価格１円、有形固定資産の評価基準は取得原価、不明

なものは再調達原価、道路等の土地は地方債の償還期間の30年を考慮して59年以前は備忘価

格１円に統一されたということです。実際はもっとマニュアルによりますと非常に細かく記

述されておりますが、まとめるとこういうことなんです。そして、台帳整備済み、整備中、

これは東京都、平成29年９月以前に東京都が先発自治体として既にこのシステムを開発して

運用しておりました。その自治体に対する手当はどうしますかという表現があるんです。11

番目に。そして、この中でちょっと端折りましたが、この中で10番について予算要求単位で

ある款項目細節事業別、施設別の総資産の洗いがえについて、どのような経過で資産評価及

び固定資産台帳の手引がこちらに、手引あります。総務省の手引というものがあります。こ

れが、これについてどのような経過で評価づけをしたのか、ご説明をいただきたい。ちょっ

と、話すと町長、話すと長くなるので、ちょっと、まとめてください。１のものについてで

す。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 



－16－ 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  まず、資産の洗い出しについてでありますが、土地家屋については公有資産台帳、町道の

未登記部分については土地の補助簿である道路台帳を利用しました。また、重要物品につい

ては備品台帳を活用し、総務省が規定する１品目当たりの取得価格は50万円以上のもの、美

術工芸品については200万円以上について洗い出しを行いました。その後各課、局、室ごと

に公認会計士との協議を経て、総資産の確定といたしました。 

  次に資産の評価についてでありますが、公認会計士との協議に基づき、取得価格、再調達

価格の確定が難しくかつ平成27年以前に取得したものについては備忘価格の１円とし、平成

28年以降に取得したものについては財務情報を活用し、取得価格で評価いたしました。また、

施設及び備品については総務省が規定した耐用年数を固定資産台帳システムに初期設定して

おりますので、毎年の資産評価替えがシステムにより自動で行われております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） ありがとうございました。 

  総務省の指定のマニュアルの中では、資産評価及び固定資産台帳整理の手引として非常に

細かくうたっております。ですから、全部を拾い上げて、例えば備品台帳の中のそれぞれの

カテゴリー別に分けて分類し得る最小単位のカテゴリーに分けて、その中をまた、さっきの

条件を複合させて、そこからすくい出してこれはこうですよ、これは１円ですよ、これは再

調達価格ですよということを１個１個、１品ずつやらなければならないという非常に膨大な

作業が実はその裏にあったということなんです。ですから、そこが私も十分理解しておりま

す。そういうことで、なるべく早く９月議会に間に合うようにお願いしたいと思います。 

  次の質問に移ります。 

  予算編成と日々の仕訳についてでありますが、実はこれが非常に難しいです。現行の現金

主義会計でも同じことは言えますが、予決算額の対応額の埋め込みの問題なんです。新統一

基準では埋め込まれる側の予算体系と、日々発生する支払い伝票、負担行為伝票も一部入り

ますが、その会計のアップデートがうまく合致するかの課題であります。予算側の事業区分

と日々仕訳側の説明コード及び仕訳コードの問題であるが、つまり予算を立てる段階から仕

訳変換表に沿って予算科目体系を設定しておく必要があります。マニュアルのほうでは全て

予算会計科目コードというのは設定されております。それから、財務会計の歳入歳出データ
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の仕訳コードが１対１で割り振られ、資金仕訳変換表に即して全て自動で仕訳データに変換

されて効率化に資することになるのであります。そして、各自治体共に、ここが一番の苦慮

するところなんです。本町の場合はどのようなメカニズムで予算側の款、項、目、細目、事

業コード化をしたのか、また、日々仕訳側では節、細節、説明コード及び仕訳コードを図っ

たのか、そこをご説明ください。簡単に端折ってもらっても結構です。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  ご指摘のとおり予算の細々節にどの仕訳コードを紐づけるかが、日々仕訳の実施していく

上でも最も重要であり、最も時間を要するところであります。本町では平成29年度から日々

仕訳を実施しておりますが、平成29年度当初予算を配当する時点で他市町やＴＫＣから情報

収集を行い、財政係が全ての細々節に仕訳コードを１対１となるよう割り振りました。この

ため、伝票を作成する時点で全ての仕訳が自動化されるシステムとなっております。 

  なお、予算コードなど従来から細々節を細かく設定してありましたので、特段の変更は致

しておりません。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） ありがとうございます。 

  実は、仕訳、日々仕訳の一つのパターンを申し上げますが、ほかの部門の方は何を話して

いるのか全くわからない状態ではまずいのでありますので、実は住民税の調定と収入のこと

を一つだけちょっと挙げてみます。 

  仮に２月３日に調定が500万あった。そして、３月３日に収入が450万あったと。こういう

場合の仕訳をちょっと申し上げますが、２月３日、ＢＳの未収金というんですか、バランス、

貸借対照表の未収金500、そして貸方、ＮＷの税収等を500と貸方で上げます。そして、３月

３日の収入伝票ではＣＦです、キャッシュフローの税収等の収入が450、そしてＢＳで当初

計上した500を消さないといけませんから、貸方でＢＳ未収金の450、こういう形の仕訳を

日々の支払伝票もしくは収入伝票で上げる必要があるんです。これは、単一仕訳であります

が、実は複合仕訳というのがありまして、先ほど町長が言いました、当初から予算もこれは

仮勘定にするのか、あるいは修繕費にするのかということは予算策定段階で既にわかっては
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おりますから、そういう複合仕訳の発生もあるということなんです。ですから、会計学の知

識がなくても、あらかじめ予算策定側でそういうことを設定しておけば、普通の事務員さん

でもそれが可能になるということなんです。効率化を上げるというところであります。こう

いったことが日々仕訳と言っております。ですから、これは町長も言われたとおり、ある一

定のスケジュールにのっとって作業は進んでいるよということであります。ただ、今の段階

では、この時点では私は安心はしております。 

  次に１の５の３の、要旨１の５の３、総資産台帳システムと財務会計システムの連携、こ

れについての質問をいたします。 

  全ての伝票が法会計の複式仕訳が自動的に行われる仕組みと同時に、資産となる支出の場

合や備品登録が必要な場合は、総資産台帳に内容を登録し、必要に応じて固定資産台帳、公

有財産台帳、備品台帳を抽出して作成できるようになるのであります。つまり、予算策定段

階で資産取得のための支出か、費用支出とするための支出か、私、先に申し上げましたが、

その説明コードにおいて１対１で特定し、資産となる支出として整理されたものは支出命令

書を起用する際に資産台帳の登録が必須となります。支出命令を起票する際に重要なことは、

複式仕訳において当該物件が完成し使用できる本勘定です、となるのか未完成状態の建設仮

勘定となるのかを事前に知っておくことであります。それが資産台帳に登録する物件は工事

請負費だけでなく、建設業務委託料などの複数科目から成る場合が多いからであります。そ

の工期が１会計年度及び、要するに一般で現金主義で言う繰越明許です、１会計年度を超え

る建設中の道路など、完成前の有形固定資産への支出を仮に計上しておくための勘定科目で、

完成した時点で本勘定に振りかえる。合わせて減価償却の対象となるものであります。本町

の場合、その費用の認識、測定はいかがなっているのかお答えください。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  本勘定または建設仮勘定とするかの判断については、担当部署の判断にゆだねるところが

大でありますが、基本的な考え方としては、供用開始となるまでに複数年を要する案件につ

いては、年度ごとに工区が決まっている場合は単年での資産登録とし、工区などで工事内容

を分けることが不可能なものについては、一時建設仮勘定で処理し完成時点で本資産登録を

行っております。伝票作成時点で自動的に仕訳ができるシステムとはなってはおりますが、

予算要求の時点で資産取得のための支出か、費用処理のための支出かを誤ると、正しい日々
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仕訳が成立いたしません。このため、職員一人一人が日々仕訳の意味を十分理解し、予算要

求の段階から適切に対応することが肝要であると考えます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） ありがとうございました。 

  今申し上げました枝の１から３までが、この地方公会計決算の制度についてのメーンであ

りますが、おおむね答弁の裏に隠された要件を類推しますに、これは総務省の統一基準が裏

に見え隠れしておりまして、ただ、スケジュール的に遅れているということの認識でよろし

いんでしょうか。それだけ、ちょっと担当課長でも結構です。 

○議長（齋藤 要君） 総務課長。 

○総務課長（渡邊雅之君） お答えいたします。 

  ご心配をかけて申しわけございません。現在平成28年決算を反映した開始貸借対照表を作

成することが、まず重要な１点目であります。これに向けまして、固定資産台帳を作成する

時点でデータ欠損とかがありまして、うまくＴＫＣの基幹システムへの吸い込みができませ

んでした。そこのところをＴＫＣと協議をいたしまして、今回ＴＫＣの全面バックアップを

取りつけましたので、今年度かけましてこの辺を整理をし、とりあえず29年の日々仕訳の反

映、そして30年度の日々仕訳の反映をもって31年度末までには29年度及び30年度の財務４表

の完成を急ぎたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） ありがとうございます。 

  ぜひ、それをお願いしたいと思います。 

  次に、それが出来上がったよと、そしてあと、９月議会は否が応でもその財務４表が出て

きますけれども、議会側もそれに対応しなくてはいけません。ですから、議会の場で財務４

表を分析しながら、当局と町長発信をしなければいけないんです。３ヶ月後には。ですから、

そういう時期的なものも迫っておりますので、議会人としては、これは絶対に理解しなけれ

ばいけない必須項目であると思います。ですから、そういう意味で当局側もその全体的な移

行スケジュールを間に合わせるような努力をお願いしたいと思います。 



－20－ 

  次に、できあがったものとしての、その財務書類の分析の視点と活用方法はいかがか、そ

の観点の議論をちょっとさせてください。 

  全ての地方公共団体が平成30年度までに作成しなければならない財務書類は、連結財務書

類であります。特会も含めてね。連結財務書類であります。私たち議会人はこれらの財務書

類を活用して、当該団体の３Ｅです、経済性、効果性、効率性やＶＦＭは含めません、の観

点で分析評価をして広く公表することが望まれております。一般的には財務４表を用いて、

次の６ポイントの分析が可能となりますが、その視点として、視点の図表の２というのを、

手書きの資料のものですが、これはお渡ししてあります。図表の２、要するに財務書類分析

の視点ということで渡してあります。それがどういうことかと言いますと、資産の形成度、

将来世代に残る資産はどのぐらいあるか、２番目は世代間の公平性です。現代と将来の負担

は適切か、それから持続の可能性、健全性です、どのくらい借金があるかということ。そし

て効率性、そして弾力性、自立性、自立性は受益者負担の水準はどうなっているかというこ

となんです。財務書類の活用方法は行政内部の活用と行政外部での活用が、総務省のマニュ

アルの中に実は掲載されております。当局には図表３として手書きのこの書類を渡してあり

ます。その中で、特に内部活用について、本町なりにそしゃくした見解または認識をお答え

ください。前提は、人口減少が進行する中で限られた財源を賢く使うことにつなげるという

ことが前提でありますが、内部についての見解、ご認識を承りたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  新会計制度導入の最大の目的は行政コストなどの財務情報の明確化と既存施設の適正管理

をもって行財政改革の推進を図ることであります。令和２年度までに全国の自治体で個別施

設計画の策定が義務づけられている現状を踏まえ、資産全てを耐用年数経過時に同規模での

更新を仮定し、これらの算定費用をベースとして適正かつ相対的な投資のあり方を検討して

まいりたいと考えております。新公会計制度のもとで作成される財務書類は固定資産台帳の

整備化と相まって従前のものより精密なものとなり、施設ごとの経営状況を如実に反映した

ものになります。現時点では策定には至っておりませんが、その内容を分析し、公共料金の

改定のほか、将来的な施設のあり方を考える上で極めて重要な資料とするなど、活用の効果

は大きいものと期待しているところであります。 

  以上です。 
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○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） 答弁ありがとうございました。 

  マクロ的な視点とミクロ的な視点です。実は答弁としてミクロ的な視点の重要度、優先順

位の高いものが２、３ご答弁いただいているのかなと思っておりますけれども、それは町長、

承知済みですよね。あえてこういう大まかな総括的な答弁になったということですね、いい

ですね。そこで、質問書の一番下のところに実は３Ｅの原則というものを書かせていただき

ました。ちょっと時間があるので読みますが、行政活動の実績は経済性掛ける効率性掛ける

効果性なんです。経済性、これはエコノミーのＥですが、費用を単位行政量で割ったもので

す。効率性、エフィシエンス、これは活動量を費用で割ったもので、いずれもＥがつきます。

そして効果性、エフェクティブネス、これもＥがつきます。目標達成度をその活動量で割っ

たものが行政活動の実績として行政評価上の数値として羅列された。ただ、単年度の数字が

出ているんです。これは時系列でその自治体の数字を、推移を勘案して評価しなければいけ

ないという、そういう３Ｅの数字の特性があるわけです。それから同一自治体、同一規模自

治体との比較も当然あります。これは決算カード等でも分かりますが、そういったことを分

析しながらやっていただきたいと思います。 

  時間も時間ですので最後の質問になりますが、広義の公監査包括目的の展開、ちょっとこ

れは非常に難しいんですが、私もよく理解し切れませんでした。その専門書を読んで、会計

学の専門家でも多分これは理解する人は非常に少ないと思うのですが、最後の質問となりま

すが地方公共団体の住民の税金の支出については前述のとおり、前に述べたとおり行政活動

にかかわる経済性、効率性を実現し、行政成果の有効性の評価と同時に統一会計基準による

財務書類の適正性とコンプライアンスです、準拠性、の業績結果の評価、監査を受け、専門

な言葉が並んで申しわけないのですが、これを議会の場、または監査の場を通じて住民に開

示することによってパブリックアカウンタビリティー、公的説明的責任が履行されるのであ

ります。別紙の関係書類、実は当局にはお渡ししてあります。こういった書類が図表４とし

て渡してありますが、公監査包括目的の展開の10段階というものを事前に手渡しております

が、この件について簡潔に当局はどういう認識をされますか、公監査について。公監査の包

括目的ですけれども、どういう認識をされているのか、それをお答えいただけますか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 
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○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  公監査とは正確性及び真実性の観点から、財務諸表監査のみならず法規準拠性監査及び業

績監査を含む包括監査であり、近年特に公監査の特徴である業績監査の重要性が注目されて

いますが、現行制度においては都道府県、指定都市、中核市に義務づけられ実施されている

と認識しております。現在本町では義務づけられている例月出納検査、決算審査、定期監査

を実施しているところでありますが、任意監査となる業績監査等においても公的説明責任の

面から重要であると考えますので、調査、研究を図ってまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） ありがとうございました。 

  この問題はちょっと私も難しいなと思うんです。実は、平成16年、確か岩田町政のころで

したが平成の第１回目の市町村合併がありました。当時議会側では行財政改革特別委員会と

いうものをつくりまして、委員会をつくりまして議員なりに研究したのですが、当時私の分

担したのが行財政改革のための行政評価システム、これは読むと約60ページぐらいございま

すが、その中で非常に細かく、これは当局にもお渡ししましたね。ですから、お渡ししてあ

ります。こういったことも先ほど言いました図表４の中の一つとして、これが行政評価とい

うことがこの中でうたっております。行政評価のまとめの中には、一番最後のページですが、

地方自治体の行政評価システムの導入が自治体の行財政運営の効率化、減量化に矮小化され

てしまわないためにも、政策評価は究極の目的とする意味で、理想は住民共生型、政策形成

のためには自治体行政の水準を官庁指導型の行政管理から官民協調型の行政経営でさらに住

民主導型の政策経営へと展開していくことであるという具合にレポートを最後にまとめまし

た。当時私がまとめました。しかし、それが岩田さんは、合併は失敗したのでありますが、

そういったことで議会は常に政策提言をして、当局側にそういう努力をしていたということ

だけは理解していただきたいと思うのです。 

  一連の答弁、ありがとうございました。今こそ私たちは公経営監査の観点で分析評価して、

これを住民や利害関係者にこういうことを説明し、活用しなければならない時期に来ており

ますということを述べながら、次の要旨２の問題に入らせていただきます。 

  次の要旨２は、これは一般町民からの議会に質問してちょうだいよと言われたことをまと

めました。第１番目は介護保険事業と自治体の関与ということでありますが、さきの予算委
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員会で、これは予算委員会でも質問しましたが、先般の改正介護保険法改正により、介護保

険の保険者である町は第７期事業、１年、３年を１事業のスパンとして捉えておりますが、

第７期事業として自立支援や重度防止に取り組むため、計画の中に取り組み内容及び目標を

記載することとし、合わせて県が保険者支援を行うことを法律上位置づけ、都道府県が策定

する介護保険事業支援計画に具体的な支援内容や目標を書き込んでもらうよう義務づけたの

でありました。そういう背景が法改正があった背景がその当時ありました。今回この質問を

することとなった背景は、一般住民からの先ほど申し上げました個別要請があったからであ

ります。それは、要介護３以上でその該当者の子供たちも現生活拠点が遠隔地で、なおかつ

年金収入も国民年金、多少預金はありますが、介護施設の居宅サービスを受けるには相当な

経済負担で困っており、一方では介護保険料が年々高くなる、このような中で保険者である

町は何とかならないかという趣旨の相談でありました。私は知り得る限り、100％正確かど

うかはわかりませんが説明をしました。施設運営主体は自治体でなく社会福祉法人でなけれ

ばできないことや、相談者の年金額をもって満足できる可能性の高い特養施設は待機待ちと

なることが多いことなどを説明しました。個別に担当部局に質問し、答えればいいのでござ

いますが、議会の場で改めて問います。この案件について当局の正確な答弁をお願いし、伝

えたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  町が居宅介護運営の主体になれるかということについてですが、その中でも特に施設介護

運営についてお答えさせていただきます。 

  施設運営について公立で実施している自治体は県内ではありません。その理由としては、

直営で実施する際には施設整備に係る費用、運営に係る費用経費など、財政負担が非常に大

きいことが挙げられます。公営、民営にかかわらず、運営上において静岡県の指定を受け、

介護保険法による基準を満たすものでなければなりませんし、施設入所の優先順位等につい

ても介護保険法に準じたものになっております。町の施設待機者の状況ですが、平成31年１

月１日現在の調査で、特別養護老人ホームの待機者が60名おり、そのうち６割が老人保健施

設等の施設に入所をしており、４割が居宅で待機している状況です。特別養護老人ホームは

部屋のタイプや入所者の介護度により自己負担額に差がありますが、一般的に多床室のほう

が利用料が安いため、多床室タイプの施設に申し込みが集中する傾向があります。 
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  次に、特別養護老人ホームに入所する際の基準ですが、介護度、経済力、介護力、住所地

等を点数化し、各施設で入所判定を行い、申し込む順ではなく、重度な方から優先に入所す

る仕組みとなっています。ただし、特例的に要介護２以下であっても入所可能な場合もあり

ます。また、入所者の所得等により低所得者に対し食費や居住費の上限額を設定し、減免す

る制度もございます。在宅での介護や施設入所の費用負担等に苦労される皆様には、介護保

険制度上もさまざまな対応をしておりますが、高齢化や独居高齢者の増加が多い町としてど

のように支援していくかが課題となっております。町民の皆様からの介護保険制度の説明、

相談については福祉介護課窓口にて随時受け付けておりますので、お気軽にお立ち寄りいた

だくようご案内いただければと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） ありがとうございました。 

  次の質問の答弁まで先にいただいちゃったのですが、これは先ほどの担当の課の窓口にお

願いすれば、ペーパーでもらえるわけですね。そういう説明は、そうですね。では、そのよ

うにさせていただきます。これは、２の１の２はここで省略します。 

  次に、最後に石廊崎オーシャンパークの進入道路等についての質問をさせてもらいます。 

  平成31年４月から、先ほども行政報告でありましたが、オープン後の約３週間目ですが、

実はある方から私のところに言ってきたのですが、オーシャンパーク見学に行った人と久し

ぶりに見た石廊崎の景観はさすがだと。岩崎産業の閉園後、車で近くに行けたのはまことに

よかった。ただ、行きも帰りもそうであるが、オーシャンパーク進入道路の途中目につく鉄

骨のさびついた、あの建物は何とかならないかということで、早速私、翌日に行ってきまし

た。確かに、言われてみると非常に気になる施設でありました。東伊豆町の別のある方から

言われたのですが、つるし雛の絵をその会場とかそういうところも見えないように、大きな

パネルで覆ったというようなことをしたと言っていたんです。ですから、それをすっかりそ

もままということではありませんが、進入道路の左側数十メートル、高さ２メートル余りの

あの辺に菜の花と桜まつりのカラープリント絵とか、もしくは伊豆七島、眺望の伊豆七島の

絵である、そういうものをもって隠せないか、また、合わせて当該物件の所有者等にも働き

かけて撤去かたをお願いするなどのお考えはありませんか。側聞によりますと町長、岩崎産

業の会長ですから、会う機会がちかじかあるように聞きましたので、その場でもそういうこ
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とをお話していかれたらと思います。 

  もう一つ、実は言われたことがあるのですが、オーシャンパークのレストランのメニュー

の件です。地場産品、特に海産物の二次加工等による新メニューの開発等の考え方はありま

せんか。これは石廊崎の方に言われました。例えば、地場産の天草からところてんをつくる

ような、弓ヶ浜でやっております何とかラーメンってありますよね、上に海老が乗った。そ

ういうものであるとか、そういったメニューに変えない限り、普通の一般の観光客にカレー

とかラーメンとかチャーハンでは困ると。二度と来ないという、ですから、その辺の町の関

与が非常にしにくい部分があろうかと思うのですが、手放した以上、そういったことも合わ

せてお答えをいただきたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  ご指摘の廃墟物件については、ご承知のとおり、元係争相手の所有地内に存在しておりま

す。長い調停期間を経て平成25年度に用地を取得が完了し、平成28年度から再開発事業に着

手する中、県道からの侵入の工事に係る隣地協議のほか、景観確保に向けた各種交渉を試み

てまいりましたが、これまでの強固な拒否姿勢は変わらず、事態の解決には至っておりませ

ん。その後においても侵入路の完成時あるいはオーシャンパークグランドオープンに際し、

現地確認を求めるもののなしのつぶてでございます。 

  今後石廊崎オーシャンパーク整備においては周辺の緑化や管理棟の新設など、継続事業も

多々残されており、廃墟物件の撤去依頼といった交渉から関係が悪化した場合、当該事業計

画が停止することも危惧されます。本町を代表する観光地、景勝地としては早期に解決した

い重要な課題でありますので、今後も慎重にことを進めながら適切な環境整備に努めてまい

りたいと考えております。先日、ちょっとある会で東京に行ったのですけれども、東京でど

うも事前の噂というか、予想というか、その岩崎さんの社長が来られるのではないかと、そ

れを国会議員の先生が会わせるような、その話まで行ったのですけれども、なんせ一会場

5,000人もいて、5,000人の中から一人の方を探し出すというのがなかなか困難で、１時間ぐ

らいしかいなかったものですから、お会いすることはできませんでした。また、今担当課の

ほうからも常に連絡をとっていただいて、いつでも社長が東京に来られるときは会いに行く

というスタンスでおりますので、もうしばらく時間がかかるかもしれませんけれども、お待

ちいただきたいと思います。 
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  また、レストランメニューに関しましては、考え方もいろいろありますけれども、まだと

りあえず２カ月の運営ですので、当初はどういう形で売り上げを伸ばすかというところも模

索しておりましたので、今の形で進めてきました。いろいろと私もそういう思いはありまし

たけれども、できれば海産物ですとかそういうものも提供することが可能であればと思いま

すけれども、逆に町内のほかにもおいしい海産物を提供するお店があるので、そちらも利用

してもらうということも踏まえ、そして今、レストランで働いている方々とも以前お話をし

たキンメのおろし方をいろいろ勉強して、ご自身たちで努力されているということも聞きま

したので、今後の進みぐあいを、運営方針をまた皆さんでいろいろとご協力をいただきなが

ら、アドバイスをいただきながらお客様に対していいものが提供できればと思いますので、

もうしばらくお待ちいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 漆田修君。 

〔８番 漆田 修君登壇〕 

○８番（漆田 修君） 時間になりましたので、以上で終わります。 

○議長（齋藤 要君） ここで漆田修君の質問を終わります。 

  ここで11時まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時４７分 

 

再開 午前１１時００分 

 

○議長（齋藤 要君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 谷     正 君 

○議長（齋藤 要君） ４番議員、谷正君の質問を許可いたします。 

  谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） 通告によりまして２つほど質問をさせていただきます。 
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  まず、第１番目の質問でありますが、最近ではこれがテレビ、それから新聞等、記事とし

て出ない日はありません。また、今月の末の６月28日、29日、大阪におきましてＧ20サミッ

トの首脳会議が開催される予定であります。それに先立ちまして６月15日、16日には持続可

能な成長のためのエネルギー転換と地球環境に関する関係閣僚会合が長野県の軽井沢で開催

される予定です。これはＧ20サミットの閣僚会議であります。それから、安倍総理は４月22

日から25日まで、このＧ20サミットの前置きですか、連携強化成功に向けて幾つかテーマが

あるのですが、テーマのすり合わせのために欧米主要６カ国の歴訪も行って、当然この海洋

汚染の関係は議題となったということが報道されております。 

  これは今問題になっております海洋汚染や海洋マイクロプラスチック等をテーマとしてこ

のＧ20サミットに議題としての安倍総理の意思のあらわれと考えている報道がございます。

また、あとで述べますが、今町長と副町長をお見受けしますと、ＳＤＧｓの国連のバッチを

胸におつけしているものですから、これにつきましても後ほどお話を伺いたいと思います。 

  それも踏まえて一般質問をさせていただきますが、南伊豆町はご存じのように伊豆半島最

先端に位置して西は日本一深い駿河湾、東は相模湾が、最先端の石廊崎は黒潮が西から流れ

る太平洋に接して、その海岸線は南伊豆町だけで57キロに及び、また、古来から海上交通の

要所でその歴史的な産物というのは、先ほど同僚議員からもありましたが石廊崎等に遺跡や

文化財として多くのものが存在しているところであります。また、この海岸線につきまして

は南伊豆町、松崎町、西伊豆町とともに昭和12年６月15日に国指定の名勝伊豆西南海岸に指

定されて一級の観光地として特別な地にあり、また最近では伊豆半島ジオパークとしてユネ

スコから指定されて観光客等が県内外から来訪しているというようなことになります。また、

伊豆七島、駿河湾や神子元島周辺は南伊豆町の漁業の特徴であります日帰り漁場の漁場にな

っているのですが、この漁場につきましては近海では日本一の漁場といいましても過言では

ないと。その産出された魚介類は、地元よりほかに首都圏の台所であります築地、現在の豊

洲へ出荷され、その日帰りキンメや伊豆半島のスルメイカ、イセエビは広く首都圏を含む関

東圏に伊豆ブランドとして定着されております。 

  また、昔台湾で航空機事故でお亡くなりになりました作家の向田邦子先生がそのエッセー

の中で、伊豆下田のイカを使ったいわゆる塩辛というのも書いてもあります。近年ではまた、

国のインバウンド施策での外人観光客の誘致や、昨年度からのＪＲ６社との、それから指定

自治体や地元関係企業との合同企画で皆様が見たことがあるかもしれませんが、女優の吉永

小百合さんの出演のＤＣ、それから第二の黒船と言われた伊豆急行の開通、それから現在は
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第三の黒船と言われています伊豆縦貫道の開通が目に見えてきたと。これにつきましては、

伊豆半島の地元の私たちだけではなくて、観光面での完成も変化の兆しが見えているとのマ

スコミの記事があります。 

  そこで町長、副町長に事前に南伊豆の海洋汚染とか海岸漂着物の現況の写真ですが、これ

は昨年の10月の台風24号の海岸漂着物の写真を事前に提示してありますが、それらを見た感

想をぜひ、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  この写真の資料の提出をありがとうございました。これは大変大きな問題であると思いま

す。今、全国的にＳＤＧｓのマイクロプラスチックを初め海洋汚染というのが大変問題にな

っておりまして、プラスチックごみが海外に輸出されているということ、中国が拒否をした

ためにマレーシアですとかフィリピンで大変大きな問題になっているということです。我々

日本から出たごみも大変海外に渡っているということで、我々日本人として自分たちがやは

り、モラルを持った対応をしなくてはいけないと感じております。 

  この写真を見る限りですけれども、やはり海から、外洋から流れてきた浮遊物というのも

多々あるとは思うのですけれども、やはり河川から流れ下ったものが海で砕けてというとこ

ろもあるかと思います。先ほど申したとおり、我々山のほうに住む人間、里山に住む人間も、

やはり日ごろからそういうごみが、捨てようと思って捨てている人というのはわずかしかい

ないと思うのですけれども、風で飛ばないように、台風などで風で飛んで、それが河川を下

っていくということも考えられるでしょうし、さまざまなことをやはり、住人一人一人が気

をつけなくてはいけないのかなというふうに感じております。 

  ５月12日ですけれども、下田多々戸浜で第41回の黒船サーフィン大会がありましたけれど

も、そのときに環境省のほうの方と、それから勝俣環境大臣政務官が来ていただきまして、

多々戸浜のマイクロプラスチックを拾うというビーチクリーンという行事がありました。そ

れに私も参加させてもらいましたけれども、本当にもう米粒よりも小さいプラスチックの破

片というんですか、それをみんなで拾って、サーフィンをやった後の大会に参加した選手、

それからご家族の方、応援の方の皆さんで多々戸浜をきれいにしたという経過がありますの

で、南伊豆町でもまたそういう事業ができればと考えております。何にしても、地域の人た

ちがしっかりとごみを出さない、正しいごみの処理をするということが、これが大事だと思
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いますので、海岸清掃も含めた中で地域の住民の方には、やはりまた周知をしていきたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） 今町長の答弁の中で南伊豆の山からというんですか、それに限らず海

だけではなくて山からというような話も、それについても青野川を見ますと、大雨が降りま

すとＦＲＰも軽いのが流れたりというのが、それが風だと波で岩に当たって、それが砕けて

というのは、そういうのも一面はあるかと思うのですが、その中で、資料の中に直径が５セ

ンチから10センチぐらいの化学製の黄色いロープだと思うのですが、これらというのは化学

製品なものですから、よく自然のことを議論するのに土にかえるという発想の言葉を聞くの

ですが、これらの化学組成についてはなかなか自然サイクルでは浄化されないというような

ことがありまして、これが具体的には南伊豆町の漁業というのが日帰り漁業のほうなんです

がキンメだとかそのスルメイカが主なんですが、それらをスクリューでときどき巻き込んだ

りしているということがあるものですから、それらの対応というのは、原因が南伊豆町では

恐らくないと思うのですが、ただ漂着してきた市町については、そこで処理しなければ当然

海岸が汚れているというのですか、流入人口が増えた中で観光客の方が海岸が汚れていると

二度とこないよというような認識にもなると思うのですが、それらについて大きな考えの中

で観光地としてどのような形で解決、なかなか解決というのは当然難しいと思うのですが、

今までのそういうものに対する南伊豆町の対策、これについては私も役場にいたものですか

らある程度の昔の海中クリーン作戦とかというような銘打ってボランティアダイバーを募り

まして、その人たちの協力のもとに海中に沈んでいるゴミ等の廃棄物、そういうものを拾っ

たというような事実があるのですが、それと最近ですと小学生を含んだ海岸陸上ボランティ

アの方々に海岸を清掃していただいているというようなことがありまして、一定の効果とい

うんですか、そういうものは確かに見受けられるのですが、それらの抜本的な対策の検証と

いうのですか、先ほど来申し上げます南伊豆町だけで57キロの海岸線があるものですから、

なかなか要領を得ないとは思うのですが、それらの検証を行ってきたのか、また現在どうか

というのをお聞かせ願いたいです。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 
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○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  本町における海岸漂着物、海中浮遊物に対する対策としては、不定期でありますが海中ク

リーン作戦のほか夏季対策における環境美化運動や海水浴場の清掃事業に係る補助金交付な

どが挙げられます。海中クリーン作戦においては平成６年度に実施してから運営主体などが

変わっているものの、海に特化した環境意識の醸成を図りながら継続した取り組みが浸透し

ており、所定の成果は上がっているものと認識しております。また、台風時による漂着物処

理などで処理が難しい事案等については、地域の自助努力にもご理解をいただきながら適切

な処理に努めているところであります。 

  現状においては海岸部で定期的な事業展開は実施しておりませんが、台風や高波の発生後

は海岸地区から情報提供や漁港施設等の安全確認など、職員による目視での状況確認を実施

しております。また、本町では５万7,455メートルという長い海岸線を有していることから、

その実態の全てを把握することは難しいのが現状であり、海中浮遊物の有無についても職員

等による存在確認は不可能であることからも、漁業関係者や関係団体などからの情報提供に

頼らざるを得ません。 

  一方で、海水浴場など観光客の訪れる場所では比較的きれいな状態で管理されており、こ

れらは議員ご指摘のとおり地区の方々による清掃活動など自助努力によるものと認識してお

ります。漂流物や浮遊物の処理は発見し、回収処理する以外に効果的な対処方法がありませ

んが、地域によっては高齢化などから清掃作業等が困難な状況にもありますので、環境省や

静岡県からの指導やご支援、駿河湾を囲む広域的な自治体連携などの取り組みをもって実行

性の高い施策の推進に努めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） 今町長の答弁の中で、集落である程度のというのを今までやっていた

ということなんですが、ご存じのように限界集落だとか消滅自治体だとかというような中に

南伊豆町が入っているということ、それからその海岸集落の中で、確かに集落の中にお住ま

いの方はいるので、日帰り漁業とか沿岸漁業とか地先漁業を営んでいるのですが、何せ高齢

化が非常に進んでいる中で、集落任せではなかなか限界があるし、汚れる一方だと思うので

すが、それらを踏まえた中での考えというのは、現時点ではお持ちですか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 
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〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  各集落の対応については、現時点では町としては予定等はしておりません。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） 今町長の答弁で、いわゆる海岸線にある程度、いろんな漂着物が来て

いるということは認識していると、それから過去に海中クリーン作戦とか海岸清掃というの

をボランティアで行うことをやっていたと、それから集落任せで現時点では考えていないと

いうことなんですが、これは町長、副町長もご存じだと思うのですが、この問題については

南伊豆町、静岡県、大きく言うと日本だけではないと思うのですが、少なくとも南伊豆町の

いわゆる軒先というのですか、それだけはある程度の認識を持って清掃というんですか、そ

ういうものをやるべきだと思うのですが、その中で南伊豆町単独でそういうものを行動を起

こしてやる南伊豆町の細々とした予算の中では、当然環境の負荷に対する事業費というのは

膨大なものになると思うのですが、南伊豆町が加入しています広域連携会議とか、これは静

岡県の土屋副知事が音頭をとってやって、それからまた、賀茂郡の円卓会議とかというよう

なものがあると聞いているのですが、それらにこの伊豆半島の市町が抱える問題として問題

提起なり行動を起こすような考えがお持ちなのかお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  環境省所管の美しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及び環境並びに

海洋環境の保全に係る海岸漂着物等の処置等の推進に関する法律の施行を受けて、静岡県で

は海洋漂着物対策地域計画を策定し、海岸漂着物対策の基本的な方針や重点区域関係者の役

割分担や相互協力に関する事項などをもって環境保全に向けた取り組みを進めております。

なかでも海岸漂着物の発生、抑制に関する事項として、周辺国に起因した大量の漂着、漂流

物という事例もある中、静岡県においては山、川、海へとつながる水の流れを通じて海岸に

漂着するものが主体であることから、海岸を有する地域のみならず全ての地域において共通

の課題であるとして国、県、市町、県民や民間団体との連携による効果的な取り組みが進め

られております。 
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  議員ご指摘のとおりその多くは自然に溶け込む物質ではありませんので、環境に与える有

害性は顕著であり、自治体が単体で抜本的な解決策を導き出すことは極めて難しいと思いま

すが、環境省の循環型社会形成推進基本法に基づく中で、地方公共団体に求められる役割を

踏まえ、海岸漂着物の根源となる廃棄物等の発生抑制に努めていかなければならないと考え

ております。賀茂圏域内６市町においては全ての市町で海岸部を保有し、その海岸美と自然

環境を観光事業の柱としておりますので、共通課題として認識を深め、連携強化のもと環境

保全に向けた情報発信にも積極的に取り組んでまいりたいと考えます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） ご答弁いただいたのですが、その中でたびたび今問題になっておりま

す海洋汚染の問題につきましては、町長、副町長が胸につけていますＳＤＧｓの関係で、こ

れは持続可能な開発目標という形で2030年までの15年間で、その目標を達成するというよう

な形で、その国連の大きな運動という形の中で、その17の目標の中でつくりまして、その中

の14番目がいわゆる海の豊かさを守る、それから15番目が陸の豊かさ、森の豊かさを守ろう

というようなキャッチフレーズと聞いています。 

  そういう中で、具体的な話として169部門があるということで、これにつきましても話は

前に戻るのですが、Ｇ20のサミットの中でも日本国が議長をやるものですから、これを全然

知らないよというような姿勢はとらないというような方向を私は考えているのですが、そう

いうものを含めた、残念ながら静岡県はＳＤＧｓのプラットフォームの中には静岡県の名が

入っていなくて、浜松市と静岡市しか入っていないのですが、南伊豆町が入るということは、

当然人員とか事業費とかの問題がありますが、それは現時点では不可能と思うのですが、そ

ういうものを踏まえて積極的に広域連携会議だとか円卓会議、それから大きな問題となれば、

また県のほうでは、別な組織をつくろうというような考えが出てくるかと思うのですが、そ

んな中で南伊豆町賀茂郡の市町、ただいま町長が言いましたように全部の市町が海に面して

いるというような事情がありまして、またいわゆる観光立町、観光立市ということ、それか

ら同じように近海漁業だとかというような、地先漁業だというような状況は共有していると

思うのですが、それらについて提案を、いろんな場において声を上げていただきたいと思う

のですが、その辺の考えというのはもう一回お聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 
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〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  当然のことながらみんなで各市町の皆さんと、これは進めていかなくてはいけないなとい

うふうに思っております。 

  議員が大変ＳＤＧｓについていろいろお勉強をされているようですが、私もここ数カ月は

このＳＤＧｓのことをそんなには勉強していないのですけれども、かなり興味を持っていま

していろいろ研修会も行ったりしている中ですけれども、確かにこれは、もう国連規模の話

ですので、国連の第７代事務総長のコフィ・アナン氏、それから第８代のパン・ギムン氏と

伝わってきてのＳＤＧｓということで、これは歴史があります。2007年から始まっているこ

とですので大変歴史がありますので、当初はＳＤＧｓというよりもＭＤＧｓといって、ミレ

ニアムということでしたので、持続可能なというよりも、ミレニアムな開発ということでや

ってきました。その中では飢餓とかそういう問題が、学校に通えない子供たちをというのが

一番メーンだったのですけれども、今はもう17の目標と169の細かい内容をということで、

先日行った講演でも、できれば17の項目をすべて達成するように努力をしましょうというお

話がありましたけれども、なかなか17の項目を達成するというのは難しいですし、片山大臣

とお会いしたときも、片山大臣もこういうのを目標にしようよというお話もいただいていま

すので、南伊豆町が入るということかどうかはまたちょっと別問題としても地域を挙げて、

大きく言えば美しい伊豆創造センターを初めというんですか、伊豆半島全体でこれは考えて

いかなければと思いますので、そのような運動をしていきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） ぜひ、それはお願いします。今町長の前の答弁の中で、環境政務官の

勝俣先生、それから余り皆さんご存じないかと思いますが、環境副大臣が浜松市のほうの出

身の城内先生で、それから地方創生の関係が片山先生なものですから、ある程度静岡県の中

でつながっているのかなという感じがするものですから、そういう形の中で私の聞いている

ところによりますと、「声を大きくして出してくだい」というような方向性があるものです

から、それはぜひ、お願いしたいと思います。 

  これで次に移ります。 

  今後の具体的な行動、活動をどのように考えるかということなのですが、ご存じのように
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皆さんに聞きますと主要産業が観光だよと、その基礎となるのは一次産業である農業、漁業

だよというようなお話をするのですが、このいわゆる海洋プラスチックとかそういうものを

追っていきますと、イセエビ漁だとかいわゆる海岸のノリだとかヒジキだとかワカメ等に多

大な影響が起こると思うのですが、実はもう起こっているかもしれないです。それから、弓

ケ浜で卵を産みますウミガメ等についてもレジ袋が胃の中に入っていたというようなことも

マスコミではあるのですが、それらについて考えというのですが、当然先ほど集落、ある程

度の集落任せで現時点ではいっているというようなことがあるのですが、今現在日本での記

事を見ますと、まだまだ大きな運動にはならないのですが、ボランティアというのですか、

自然保護の関係でごみ拾いツアーだとかという、いわゆる自分たちがお金を出して泊まって、

海岸のいわゆるそういうごみを拾うというようなツアーもあるそうです。これは何か聞くと

ころによりますと、近年その交流が深化しています杉並区の方も、何か行動を起こしている

というようなことがあります。それから、もう一つは資金の関係で、別な件で私は前に質問

したのですが、クラウドファンディングだとか、それからもう一つはふるさと納税、それか

らもう一つは作家の曽野綾子先生が前に理事長を、今やっているかはちょっとわからないの

ですが、日本財団というのが、前に笹川良一先生がつくりまして、具体的には田町にあるの

ですが、それらの中にその海洋事業の関係の補助金があるというようなことを聞いておるも

のですから、それらを含めて考えて事業を進めるというような考え、それからもう一つは現

在作成中の南伊豆町の総合計画の中に、こういう環境保全のものを具体的に入れる考えはな

いのかというのをお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  ＳＤＧｓは議員のご説明にもありましたように加盟国193カ国により17項目の国際的な目

標を掲げ、そのゴールを目指すとしたものであります。当然ながら我が国においても各省庁

にわたりその取り組みが求められるものであり、環境省においても第５次環境基本計画の基

本的方向性においてＳＤＧｓの考え方を活用し、環境、経済、社会の統合的向上を具体化す

ることなどが示されております。また、身近なところでは５月14日の静岡新聞で御殿場市の

推進本部発足記事を目にいたしましたが、環境、社会、経済の調和のとれたまちづくりに率

先して取り組むとしており、全市を上げてその達成に貢献すると宣言されておりました。 

  これら持続可能な開発目標は基礎自治体の大小にかかわらず、その取り組みが求められる
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ものと解します。例えば飢餓、貧困、教育、健康、福祉などでは日々日常の行政運営におい

て町民の皆様から求められる行政課題も含まれておりますので、その達成目標を高く掲げ、

海、陸の豊かさを守るなどの地域課題や特性を生かした新たな取り組みなどに向けて地域の

方々との共通認識の醸成に努めなければいけないと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） ありがとうございました。 

  それでは、次の災害拠点病院の現状とその指定等の考え方についてお伺いします。 

  災害拠点病院につきましては、地震、津波、台風、噴火等の災害発生時に災害医療を行う

医療機関を指定する病院であるというような形で規定されています。その中で、基幹災害医

療センターは、各都道府県に原則１カ所以上、それから地域災害医療センターは二次医療圏

ごとに原則１カ所以上とされております。これにつきましては1995年の阪神淡路大震災を受

けて、同年の４月に阪神淡路大震災を契機とした災害医療のあり方に関する研究会の報告を

踏まえて設置が提言されました。 

  厚生労働省は平成８年の５月10日の日に「災害時における初期救急医療体制の充実強化に

ついて」というような局長通達を出して、災害拠点病院の条件としては、「建物が耐震耐火

構造であること」、「資器材等の備蓄があること」、「応急収用をするために営業できる場

所があること」、それから「応急医療資器材、自家用発電機や応急テント等により、自己完

結ができること」、これは外部から補給が滞っても簡単にその機能が失われないというよう

な形、それからもう一つは、一番大事なのは、「近接地にヘリポートの確保が可能であるこ

と」というような形があります。それを踏まえた中で2011年に東日本大震災が勃発したので

すが、そのときにはまだ、耐震不足の病院もあったというような報道もあります。ただ、こ

れにつきましては私も認識不足だったのですが、津波の被害を受ける恐れのある海抜の低い

ところ、これは俗にいう津波浸水区域だと思うのですが、そこに立地している病院であって

も災害拠点病院の指定を受けているというところも現実的に日本ではあるよというような報

道もありました。 

  静岡県では2018年４月１日現在で22のいわゆる災害拠点病院を指定しているのですが、い

わゆる二次救急圏であります賀茂医療圏、賀茂地区ではいまだ災害拠点病院の指定がなされ

ていません。それを踏まえて質問しますが、そのいわゆる災害拠点病院の候補地というんで
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すか、候補の病院というのは東伊豆町、河津町、下田市、西伊豆町にこれは４つの二次救急、

それから二次救急に準ずる病院が存在すると考えておるのですが、それらを踏まえて賀茂医

療圏の現状と認識、これは南海トラフ大地震による津波は伊豆半島南部の市町に確実に襲来、

これは近県も予想して津波の被害や人的被害や建物を含む構造物の被害や、山体崩壊や土砂

崩れの危険性が伊豆半島南部は指摘されています。これを踏まえた中で、伊豆半島南部の賀

茂医療圏は三方を海に囲まれて急峻な山地や海岸近くまで迫ってきているのですが、早急に

災害拠点病院の指定、構築が必要と考えますが現時点での町長の考え、必要性等を含めたお

考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  静岡県内の二次医療圏において災害拠点病院が指定されていないのは賀茂医療圏のみであ

ります。今後30年以内に70から80％の確率で発生するとされる南海トラフ巨大地震のほか、

近年多発する集中豪雨や大規模化する台風被害等の惨状を鑑みれば、賀茂医療圏においても

広域的かつ迅速な医療救護活動が展開可能な災害拠点病院の必要性は強く感じております。

賀茂圏域における災害拠点病院の候補といたしましては、二次救急医療機関である下田メデ

ィカルセンター、康心会伊豆東部病院、伊豆今井浜病院、西伊豆健育会病院の４病院になろ

うかと思われます。先ほど議員からもご指摘のとおり国で求める災害拠点病院には指定要件

があり、特に運営体制での災害派遣医療チームＤＭＡＴの確保のほか、派遣体制においても

極めてハードルが高い諸要件が求められております。このことから圏域内への災害拠点病院

の必要性は感じておりますが、その指定に向けては病院側の意向も含めて大変厳しいのでは

ないかと認識しております。 

  健康増進課長から補足答弁をさせますので、ご了承をいただきたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 健康増進課長。 

○健康増進課長（山田日好君） 災害拠点病院の指定等についてご説明をさせていただきます。 

  災害拠点病院の指定要件につきましては、平成29年３月31日に一部改正されております。

指定要件における運営要件としましては、24時間緊急対応し災害発生時に被災地の傷病者等

の受け入れ及び搬出を行うことが可能な体制にあること、災害発生時に被災地からの傷病者

の受入拠点にもなること、災害派遣医療チームＤＭＡＴを保有し、その派遣体制があること、

災害発生時に他の医療機関ＤＭＡＴや医療チームの支援を受け入れる際の待機場所や対応の
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担当者を定めておく等の体制を整えておくこと、救命救急センターもしくは第二次救急医療

機関であること、地域の第二次救急医療機関とともに定期的な訓練を実施すること、また災

害時に地域の医療機関への支援を行うための体制を整えていること、ヘリコプター搬送の際

には同乗する医師を派遣できることが望ましいとなっております。 

  この運営要件では、町長からもお伝えいたしましたがＤＭＡＴを保有するための医師数の

確保やその派遣体制を維持するための設備とスタッフの確保は非常に高いハードルとなって

おります。また、現状において災害拠点病院に指定とされている病院は三島総合病院を除き

全て250床以上の大規模な病院でありまして、公立病院の中でも旧町立病院である共立蒲原

総合病院、榛原総合病院、市立御前崎病院、菊川市立総合病院、公立森町病院、市立国民健

康保険佐久間病院などで指定されている医療機関はありません。賀茂医療圏内では下田メデ

ィカルセンター144床、伊豆今井浜病院も減床しておりますので指定要件で指定されるＤＭ

ＡＴを編成するのは極めて厳しい状況であります。また、施設及び設備関係においても各種

の条件が設けられており、病院敷地内にヘリコプター離発着所を有することなどでは、周辺

住民の同意も必須とされ、施設整備等に伴う財政的負担も大きな課題とされております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） 確かに現時点ではなかなか賀茂医療圏の中で指定というのは難しいと。

そういう形で22番目のものが、たしか伊東市民病院でしたよね。そういう形の中で、伊東市

民病院というのは伊東市が単独で運営しているというような形があるものですから、確かに

財政的な面というのはあるとは思うのですが、その病院のそういうものにつきましては、一

つの考えとして行政の需要とか要望とかではないのだよと。いわゆる一般住民が事故に遭っ

たり、病気になったり何かあったときのものだということで、非常に厳しい言い方をすれば

行政はそういうものを、安心・安全のためにそういういわゆる制度があるのであったらある

程度考えるべきだというような考えもあると。 

  もう一つは昨年の12月14日に安倍内閣は防災減災国土強靭化のための３カ年緊急対策とい

うのが、この間、2018年から2020年の３カ年でおおよそ７兆円の対策を打ち出したと。その

中に防災のための重要インフラ等の機能維持というようなものがあるということで、その防

災のための重要インフラ等の機能維持のために救助救急医療活動等の災害対応力の確保とい

うような大きなくくりがあるものですから、先ほど来何回も言っていますように町単独では
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なかなか声は届かないということの中で、広域連携会議なり円卓会議なりの中で、当然そう

いう中には県のほうとしては副知事がトップになっておるものですから、賀茂健康福祉セン

ターなんかも当然話を聞く立場にあると思うのですが、そういう場に、それから賀茂郡の町

長会の場で声を上げていただきたいと、そう思っておるのですが、町長、行動の姿勢という

のを考えてあればお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  災害拠点病院の認識は先ほど述べたとおりでありまして、町内には病院施設はありません

が、可能であれば圏域内に指定要件を満たす医療機関があれば大変ありがたいと考えており

ます。災害発生時においては地域防災計画で定める医療救護計画に基づく中で、南伊豆中学

校内に開設する救護所を核として静岡県や救護病院と連携しながら重傷者は広域搬送、患者

輸送で対応し、中症者は患者輸送救護病院での受け入れ対応としており、そのためにも各関

係機関とのシステム構築や実践的な訓練に取り組んでいく必要があると考えております。 

  なお、以前には病院組合の運営会議あるいは同組合会議において災害拠点病院の指定に向

けた協議、検討がなされ、当時の共立湊病院指定管理者への要請も行われましたが、対応不

可能という回答をもってその後は協議は行われていないということでありました。このよう

な経緯を踏まえてなのかわかりませんが、町長会において災害拠点病院についての議論は行

われておりません。また、機会があれば町長会の中でそのようなことを議題にしてもいいか

と思いますので、そういう機会が次の町長会のときに議題としてちょっと上げさせていただ

きたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） これにつきましては、確かにその後の経過の中の現町長が、そういう

ものは町長会の議題には上がっていなかったというような今答弁をいただいたのですが、こ

れにつきましては先ほど来申し上げていますように在住している住民だけではなくて、この

伊豆半島南部の地政学的な話をしますと、夏季、いわゆる夏なんかはその何倍もの流入人口

がありまして、俗にいう首根っこを押さえると脱出もできないというような言葉は悪いので

すが、そういう場所なものですから、ある程度域内での大げさかもしれないけれども、自己
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完結型の医療体制というものが必要だと思うのですが、その中で当然災害が起きたらもう、

病院についてもアウトであるというような現状ですと、なかなか観光客もバックとしてのそ

ういう安心・安全のものが伊豆半島についてはできていないような考えが出ていると思いま

す。これは、いわゆるエージェント等についても、お年寄りの方も途中ツアーに送り込むと

いうような話の中でいきますと、病院だとか徒歩圏内にそういうものがあるかということが

一つのこっちへ派遣する、送り込む条件もあるというような形も聞いているものですから、

それらを踏まえた中でお願いをしたいと思います。 

  それで、ちょっとこれは今までの町長も答弁の中でご無理かと思うのですが、この圏域で

すと先ほどの町長の答弁の中で東伊豆、河津町で比較的耐震のあるような病院が一つありま

すよと。下田、南伊豆ですと下田メディカルがありますよ。それから西伊豆については西伊

豆松崎町で西伊豆病院がありますよという形の中で、災害が起きたときのことを考えますと、

東海岸の場合ですと下田メディカルを指定にしても、いわゆる縄地のああいう地形の中では、

あれが崩れたらメディカルは来れないよと。下田南伊豆はどうにか、今までの震度５とか６

ですと下田までは南伊豆から行けるという話の中で、西伊豆、松崎については婆娑羅峠が壁

になるよというような声も聞くものですから、できれば不可能かどうかというのは検討して

いただきたいのですが、賀茂医療圏に１つではなくて３つぐらいの災害拠点病院というよう

な考えを、町長会なり何なり広域連携の中でお話を願いたいと思うのですが、それらについ

ては先ほど現在そういうものをやっていないというような話があるのですが、それはぜひ、

声を上げていただきたいと思うのですが、町長のお考えがありましたらお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  災害拠点病院は静岡県による認可指定によるもので、賀茂医療圏内の４病院がこれらの指

定を受けていただけるよう切に希望するものでありますが、現実的には病院の機能や施設規

模などから、災害拠点病院の指定は極めて難しい状況にあると危惧しております。しかしな

がら、南海トラフ巨大地震等で孤立が予想される本町においては迅速かつ広域的な医療体制

の確立が極めて重要であると考えます。このことからも賀茂医療圏域の市町が一体となり、

静岡県や圏域医療機関との連携を強化することが求められておりますので、広域連携会議や

病院組合の運営会議あるいは町長会においても圏域内の災害拠点病院の設置への働きかけに

努めてまいりたいと思います。合わせて、本議会からのご支援につきましてもご理解を賜り
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ますようよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君。 

〔４番 谷  正君登壇〕 

○４番（谷  正君） 町長答弁をいただいたのですが、ご存じのように伊豆縦貫道が最終地

点、下田の一工区はともかくとして、とりあえずの南伊豆下田に一番影響があります敷根イ

ンターまでのある程度の先が見えているというようなお話も聞くものですから、その敷根イ

ンターまで伊豆縦貫道が来れば、南伊豆下田にとりましては伊豆下田メディカルというのは

当然近接するものですから、そういうものを踏まえた中、いわゆる広域連携会議とか町長会

とか円卓会議の中で声を大きく、ぜひお話を願いたいと思います。 

  これをもちまして私の質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（齋藤 要君） 谷正君の質問を終わります。 

  ここで昼食のため午後１時まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時５１分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（齋藤 要君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 長 田 美喜彦 君 

○議長（齋藤 要君） ５番議員、長田美喜彦君の質問を許可いたします。 

  ５番、長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） 通告に従いまして、質問をいたします。 

  今回は、高齢者の足の確保の考えと、観光客誘致のための考えで質問をさせていただきま

す。 

  初めに、高齢者の足の確保の考えということで伺います。私はこの問題、何度となく質問
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をしておりますが、余り解決の方向には進んでいないように思います。少子化対策は、今ま

で以上に進める必要があるのはもちろんのことですが、少子化のために、高齢者の増加は避

けられません。南伊豆町は、広く交通不便の中山間地域にあります。買い物や通院の足の確

保には必要不可欠であります。 

  現在は、高齢者による交通事故が多発しております。身近では田牛で観光客にぶつかる事

故が、そして、石部では駐車場から転落の事故がありました。毎日のように高齢者による事

故のニュースが入っております。町民の一部の人たちは、免許の返納を考えているとのこと

ですが、やはり交通の便が悪いのでなかなか手放せないということであります。 

  そこで、現在運行しています町の送迎車の使用状況をお聞きします。わかりましたら、地

区別の人数を教えていただきたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  平成28年度から公共交通空白地解消事業として、なのはな号の運行を開始いたしました。

これは自主運行バス路線の交通空白地を抱える地区の中で、要望があった場所に１名分の車

椅子スペースを含め９人が乗り合えるワゴン車を、循環バスとして週に１回、あるいは月に

１回程度運行するものであります。これまでに３路線で延べ800人を超える利用者があり、

路線バスや自家用車等の交通手段を持たない高齢者世帯の方々にご利用いただいております。

内訳でありますが、青野線では、１週間に１便の運行体制で、平成30年度の１年間では延べ

440人、１便平均約4.4人となっており、吉田線では月に１便の運行体制で、年間延べ利用者

数40人、１便平均で約1.7人のご利用となっております。平成29年度に運行を開始した一條

線では、１週間に１便の運行体制で、年間延べ利用数361人、平均3.5人の方にご利用いただ

いております。また、一條線の経過地である上賀茂区の一部が、交通空白地となっており、

バス停追加のご要望を受けましたので、本議会にて条例改正のご審議を賜りたくお願いいた

します。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） 今聞きましたら、今度上賀茂地区の一部ですか、それはそれなりに

いいんですけれども、まだまだ送迎用の運行は町の一部となっております。まだ、空白地域
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がたくさんあります。その点につきまして、町ではどのような考え方を持っているか伺いた

いと思います。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  なのはな号運行に当たりましても、地域からの要望をいただいた上で、実施することとな

っております。また、これまでは３路線運行してきたところなんですが、３路線中１路線で

は、使わないのでうちのほうは回らないでいいですという声もいただいたところでございま

す。したがいまして、本数を走らせた網の目状にしましても、現状ではやはり地域等で組織

をつくっていただいて、定期的に乗っていただくということも考えていかないと、継続がで

きませんものですから、そういった状況を各地域の皆様とお話し合いを続けながら、路線を

決定していく予定でおります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） これ聞きますと、週１便ということですよね。それですと、やっぱ

り１週間に１遍ぐらいということですと、間が空きますので、やはり週に２便だとかやはり

それくらいのものでもいいんではないかなと思うんです。それはそれでいいんですけれども、

今度、今、下田市で試験的に行っておりますＡＩを使ったオンデマンドタクシーというやつ

が、説明会があったと聞きます。これは、人工知能を使ったタクシーでありますけれども、

下田市で試験的にやっているものとは、目的が違うんですけれども、そういうものをひとつ

取り入れて、町ではやったらいいんではないかなと思っています。これをどのように考えて

いるかを伺いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  下田市内では、本年４月から伊豆旧下田駅周辺で、有人運転のデマンドタクシーの試験運

行が始まっており、Ｉｚｕｋｏという人工知能、ＡＩを活用したスマートフォンアプリで申

し込めば、試乗可能な状況のようであります。これらの取り組みは第１段階ということであ

りまして、時期を見て第２段階となり、無人運転に切りかえられていくとのことであります。 
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  本町では、一昨年度、国交省の無人運転試験事業に手を挙げましたが、交通インフラの課

題などから不採択となった経緯がございます。今後の自動運転技術の躍進に期待しながら、

その動向を見守りたいと考えております。 

  また、有人タクシーについても、現状で運転士の確保のめどが立たず、交通事業者からも

今後のＡＩ、自動運転の普及に期待を寄せているとのことでありました。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） いろんな方法があると思うんですけれども、私は、前から質問して

ました、デマンド方式の導入を含めて検討していくと言っておりましたけれども、結局同じ

ようなもの。これは、どういうような考えを持っていますか、現在。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  デマンド方式につきましては、基本的にはニューヨークでありますとか、ロンドンであり

ますとか、都市部を中心に発達してきているところでして、都市部のほうではウーバーとい

う形で、もう一般的な状況になっています。この状況なんですけれども、やはり、１人世帯

のご老人が多い地域でバスが走っていない地域等で、お話を聞いたりすると、なかなかこう

いったものは使いにくくて、それならばタクシーを、タクシーも使いにくくて、基本的には

近所の人に送ってもらっているから、それでいいよということで大体終わってしまう状況で

ありまして、年齢層の問題もあろうかとは思うのですけれども、そういったことが普通に、

携帯といいますか、そういったものが使えるであったり、乗り合いが普通という状態をつく

り上げていくには、ちょっと一朝一夕には、かなり時間をかけていかないと、これまでの、

何十年もその人たちがやってきた文化という中で、なかなか乗り合いのころの方々というの

は、お亡くなりになっている年齢かと思うので、その次の自家用車、マイカーが流行ってき

たころの方々が、80歳ぐらいになってくるということについては、なかなか難しい問題があ

るなと考えてるところですが、今、どちらにしても自動運転を取り入れていかないと、タク

シー会社も運転士、バス会社も運転士が足りないという状況のようでございまして、道路の

幅の問題であったり、整備も並行して考えながら、少し時間をかけて検討していきたいと思

っております。 

  以上です。 
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○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） 南伊豆町というのは、大分広い地域でありまして、やっぱり山間地

域、いろいろな不便が生じていると思います。ただ、その中で、やはり、高齢者が、その中

で、そこでどうしても免許証を手放したくないというのが現状なんですよね。ですから、私

が考えますには、やはりそういう不便な地域であっても、私の地区なんかでも、やはりバス

に乗るところまで歩いて行くのに１キロ以上あるというような地域はあります。そういうと

ころにいろいろやっぱりそういうところも買い物行ったり、それをしたりする人たちのため

には、やはり周回バスとかそういうものの考え方はないのかなと思うんです。というのは、

一條を回って青市のほうへ来るとか、いろんな方法はあると思うんですけれども、そういう

周回バスのような考え方はないでしょうか。というのは、大分この乗り合いバスを、要する

に東海バスは、本数は、山間地は大分減っているんですよね。石廊崎線は今度はオーシャン

パークができたおかげで、少しは本数がふえているんでしょうけれども、そういう点につい

ては、どのような考え方を持っているのか、それぞれお聞かせをください。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  町の現状でございますが、公共交通会議の決定をもとに、町が交通事業者に自治体自主運

行バスの運営を依頼し、町から依頼を受けた交通事業者が陸運局の許認可を受けた上で、

5,000万円から6,000万円程度の公費をもって、下田石廊崎線以外の各路線バスを稼働させて

おります。また、これら自主運行バスと循環型コミュニティバス等との同時稼働については、

認められておりませんので、周回バスの導入に際して、自主運行バスを廃止する必要があり

ます。 

  さらに、廃止に伴い削減される経費をもって、小回りの利く周回バスを配備するとなれば、

町単独で陸運局の許認可が必要となり、交通公社的な組織を立ち上げることが必須とされて

いることから、本町の財政規模や人口規模では賄いきれない財政負担が求められることにな

ります。このため、当面なのはな号の運行により、自主運行バス空白地域の利便性を高めつ

つ、路線の拡大をもって、地区要望にお答えしてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 
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〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） この問題は、私たちも今に高齢者になって、今も高齢者ですけれど

も、年をとってハンドルが握れなくなるということは、やはり社会との孤立もふえますし、

ですから、いろんな方法はあると思うんですけれども、結局、北海道のタクシー会社なんで

すけれども、要するに荷物の運搬と一緒にやっているところがあるということは聞きました。

そういう視点も踏まえながら、運輸会社とタクシー会社と一緒になってこういうものが出来

ないかという思いと、もう一つは、やはり高齢者の足を確保ができれば、免許証の返納にも

つながり、交通事故も多分減ると思うんですよ。その点について、今後何かもう少しよい方

策を考えていってほしいなと思うんですけれども、それはどうでしょうか。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  よい方策ということでございますけれども、やっぱり地域柄、地域性の問題ございまして、

東京都内では、もう20代の若者から自動車を持つという習慣がないものですから、乗り合い

自動車、公共自動車の利用なわけですね、ふだん。ただ、当町、南伊豆町といいますか伊豆

南部につきましては、もともと線路もないという状態だったものですから、どうしても皆さ

ん自家用車で動くと。そして、どうしてもマイカーを離せないという、個人個人様の思いの

問題がございまして、これに強制権等がございますれば、そこの制御が効くのだとは思いま

すけれども、返納の問題につきましては、やはり自主という言葉が冒頭にも付きます。その

ところをどうしていくかということについては、ちょっと現状ですと、町の財政規模の無理

をした上で、インフラを揃えて全部が解決できるということではなさそうなものでございま

すから、ちょっといろいろなバランスを考えながら、時間をかけて見ていきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） わかりました。今後何かうまい方策がありましたら、それでぜひ考

えていただきたいと思っております。 

  次に、観光誘客のための考え方でございます。 

  昨年30年度は、観光施設等の入り込みは、前年度比96％か97％ということでありました。

今年度は、ＪＲのキャンペーン中であり、長い連休がありました。先ほどの町長のほうでも、

行政報告でもありましたが、オーシャンパークのほうは、入り込みが大変よいということだ
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ったということであります。町内の方たちに聞きますと、何か物足りないのではないかなと

いう言葉が返ってきました。今後、観光誘客には、どのような取り組みをしていくのか、今

後、町の方向性を伺います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  本年４月から６月までの開催期間をもって、静岡県・県内全市町、観光事業者及びＪＲ６

社が協働して、日本最大規模の観光キャンペーン、静岡デスティネーションキャンペーンが

実施され、これらをＰＲするための新しいパンフレットやＳＮＳを活用したイベントが展開

されております。デスティネーションキャンペーンの成功はもとより、この活動を通じて、

最新の観光ニーズや、より効果的なＰＲ方法などを検証することで、今後の観光施策に生か

してまいりたいと考えております。 

  また、本年４月からグランドオープンした石廊崎オーシャンパークや、伊豆半島ジオパー

クの主要なジオサイトでもある奥石廊崎や千畳敷でのメディア露出により、伊豆半島を訪れ

る人の流れも変化してきていると確信するところでありますので、今後も美しい伊豆創造セ

ンターを初め、伊豆半島ジオパーク、伊豆西南海岸観光推進協議会など、周辺市町と連携し

た中で、更なる誘客活動に取り組んでまいります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） 今の町長の言われたことですけれども、石廊崎オーシャンパークの

ことなんですが、もう一度伺いたいのは、これから、どのような方向性で誘客をしていくか

ということを伺いたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  石廊崎オーシャンパークにつきましては、先日来新聞発表がありましたとおり、連休中で

１万6,000人程度で、現在ですと、４月で１万5,000人を超えた入り込み、そして、５月でも

１万5,000人を超えた入り込みとなっております。10日間で3,000台車がとまっていただくと

いう地点もございまして、基本的には、当初４月１日オープンに当たって、地域指定管理予

定者、今、指定管理者ですけれども、石廊崎区が組んだ財政計画についても、5,500万円程
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度のところですけれども、それを上回る方向では推移しているところでございます。売りは

と言われると、もう、伊豆半島の先っぽだからというそこに賭けております。自然公園だか

らということに賭けております。 

  ただ、本年度、緑化スペースの野外音楽堂的な部分は、完成に至りそうですので、来年当

初辺りに向けて、コンサートイベントであったり、こうした若者が一気にぱっと集まってき

て、そして、泊ってくれるというというようなことも、ちょっと仕掛けていきたいなとは思

っておりますけれども、基本的には現状の無理にロケットスタートはしない、無理に広げな

いということの中で、１年間は回していきながら、来年度に向けて、いろいろな計画を積ん

でいくといった状況でございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） やはり、これから私が思うのには、石廊崎一度行ったからもういい

やと言うなら、これから、もう一度行ってみたい、泊ってゆっくりしていきたいというよう

な観光客を誘致するという方向性を持ってお願いをしたいです。それはなぜかというと、や

はりあそこへ行って海を見るだけでは、どこでも海はありますから、先端は石廊崎ですから、

半島の先端ということだけで、お客が集まるかというと、やっぱりそれは少し無理なんでは

ないかと思います。同僚議員からも、あそこで花を植えたらというような話もありました。

ただ、私も文化財の関係もありますし、いろいろな面で大きな縛りがあります。それは十分

にわかっております。ですけれども、どういうものが花が植えられて、どういうものが植え

られるかということを、環境省にでも相談していったことがありますか。それを伺います。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  植生可能な花卉類につきましては、環境庁自然保護官事務所であったり、また、設計コン

サルさん等にも確認をしているところでございます。ただ、町民ワークショップ等をやって

いたころにつきましては、大学の先生方にもお伺いした中で進めてきているところでござい

まして、幾つかの花卉類の名前は出てきておるところではございます。ただ、現状それをど

れだけ植えて、管理していくというところまでを考えますと、ちょっと管理体制のほうが、

そこまで熟成しているかどうかというと、まだ１カ月、２カ月しかたっておりませんので、

もう少し、そこも状況を見ながらということになろうかと思います。 
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  今のところは、石廊崎、伊豆の先端を目指してといいますか、堂ヶ島であったり、下田に

泊まっていただくお客様が、ちょっと泊まる前の一イベントということで、泊まっていただ

く方に、まず嫌な思いをさせない、そのためにどうするかということにも時間をかけなけれ

ばいけないものですから、今しばしお待ちいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） それもいいんですけれども、やはり下田に泊まらないで、南伊豆に

ちゃんと一泊してもらって、石廊崎を見てもらうという方向性に持っていってもらいたいで

すね。その中で、私も植物、いろいろ調べてみました。在来種で潮風に強いものといいます

と、藪椿とか、そういうものしかないんですよね、花の咲くものとしては。そこで、結局鉢

植えで置いてもいいものか。要するに鉢で植えておいて、在来種ではないものを、いいのか。

要するにプランター的なもので植えて、花を１年中見られるような花を置いてもいいものか。

そういうのものの考えがあるのか。そして、そういうものがいいのか悪いのかということを、

環境省のほうに問うたことはありますか。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  開発に当たりましては、環境省の法律、文化庁の法律が全てだったものですから、そこは

常にやっておりました。その中で鉢植えのものを置きながらというような提案もしながら、

指定管理者予定者とも相談をしながら進めてはおったところでございますけれども、言い訳

になって申しわけないんですけれども、やはり、何にしても、今まで動かしたことのないも

のを動かすということに、今、携わっているという身としては、一生懸命になっているとこ

ろでございます。その中で、例えばこれはもう、収支的に明日にでも締めなければならない

という状態が見えるようであれば、起死回生のそれでも何かをやらなければということにな

りましょうけれども、現在、何とかそれは上回っているところなものですから、訓練期間と

いうところが真意ですけれども、そういった時間も少し見させていただきたい、そう思いま

す。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 
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○５番（長田美喜彦君） わかりました。考え方は大体、先のめりになっていくのかなという

ようなことで、考えましょう。ですと、やはり皆さんにも来て、春夏秋冬のいろんなものが

目に入って、伊豆に来てよかったなという方向性を持って考えていってもらいたいと思う。 

  次に、前回、私は一般質問の中で、夏の弓ケ浜禁煙条例という質問をいたしました。これ

もひとつ、誘客につながるんではないかなと思いますので伺ったんですが、そこで、先ほど

同僚議員が質問された、マイクロプラスチック、たばこのフィルター、要するに、海に入る

と溶けないということで、その点についても、やはり同じことではないかなと思っておりま

すので、やはり、夏の弓ケ浜の海水浴客の禁煙条例を、ひとつお願いしたいと思っておりま

すので、その点、町長、どのように進んでいますか。 

  以上で。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  弓ケ浜海浜浴場の禁煙条例については、慎重に対応させていただきたいなと思います。今、

議員がおっしゃられたように、タバコのフィルター、これが、マイクロプラスチックと同じ

ように海で溶けないということで、３月に伊豆漁協の総代会がございまして、そこでご挨拶

をさせていただいたんですけれども、やはり、その漁業者、それから、遊漁者、海に携わる

人たちも、タバコを海に捨てるということはないと思いますけれども、そういうことは、お

客さんであるとか、周りにそういう人がいたら、注意してくださいと。絶対させないでくだ

さいというような話をさせていただきました。当然我々も、先ほどの話にもあったように、

海から全てではなく、川から流れるものというのもあります。その多々戸浜での、マイクロ

プラスチックのごみ拾いをやったときもそうですけれども、皆さんはマイクロプラスチック

というプラスチック片を拾うんですけれども、私はタバコのフィルターも一緒に拾ったんで

すけれども、やっぱりポイ捨て、その辺に側溝に捨てたりとか、川に捨てたり、いろんなと

ころに捨てるということ事態が、海につながるということですので、まずマナーを守る、モ

ラルがある行動をとっていただくということが大事だと思います。それに向けて、当然です

けれども、禁煙がどの程度弓ケ浜でなされるのかということも、いろいろ検証しなきゃいけ

ないと思いますので、少しお時間をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 
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〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） とりあえず、なるべく早く前に進めていってもらいたいと思ってい

ます。よろしくお願い申し上げます。 

  次に、Ｗｉ―Ｆｉの件で伺います。 

  下田市は10カ所ぐらいに無料Ｗｉ-Ｆｉを設置したと聞いております。現在は町では何カ

所ぐらいに無料のＷｉ-Ｆｉ設置しておりますか。それを伺っておきます。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  町内におけるＷｉ-Ｆｉの設置状況でありますが、町有施設への設置場所は役場庁舎、健

康福祉センター、銀の湯会館、道の駅「下賀茂温泉 湯の花」の４施設となっており、加え

て観光客受け入れ環境の充実による一層の誘客促進を図るため、平成29年度には南伊豆町観

光客受入環境整備事業補助金交付要綱を制定し、町内の観光施設や宿泊施設及び飲食店等に

おけるＷｉ-Ｆｉ整備や、多言語表記のほか、便器の洋式化、駐輪施設の設置についても、

整備に取り組んできたところであります。同補助金の内容としては、Ｗｉ-Ｆｉ整備では、

機器購入費及び設置工事費に対して、補助率３分の２で上限20万円までとし、実績では、平

成29年度が３施設、平成30年度が５施設と、計８施設に補助金を交付いたしました。今後も

町ホームページや、広報「みなみいず」などを介し、当該補助金のＰＲに努め、観光客の受

け入れ環境整備の推進に努めてまいります。 

  また、Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備に向けては、防災拠点及び災害発生時の情報伝達手段の確保

にもつながることから、本町の情報通信政策面からも早期に取り組む必要があると認識して

おります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君。 

〔５番 長田美喜彦君登壇〕 

○５番（長田美喜彦君） ありがとうございます。 

  今現在、外国からのお客さんが大変多いです。ですから、この場合は、Ｗｉ-Ｆｉの役割

というのは、宣伝効果もあり、大変大きなものだと思っております。ぜひとも、今後も何カ

所かやはり弓ケ浜にもつけまして、いろいろな観光地に、それを設置していただきたいと思

っております。ぜひともこれは、早急に、やはり、進めていただきたいなと思います。よろ
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しくお願いを申し上げまして、これで私の質問を終わります。 

○議長（齋藤 要君） 長田美喜彦君の質問を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 比野下 文 男 君 

○議長（齋藤 要君） 続きまして、２番議員、比野下文男君の質問を許可いたします。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 通告書に従い３件の質問をさせていただきます。 

  まず、１番目です。 

  石廊崎オーシャンパークについてです。平成15年に閉園となった石廊崎ジャングルパーク

は、紆余曲折ながら、16年目となる本年４月１日に、指定管理者である石廊崎区を管理運営

し、一般社団法人石廊崎オーシャンパークとしてオープンいたしました。長期間の工事と多

額の投資により、ほぼ完成に至り、基幹産業である観光立町南伊豆にとって、大型連休等の

相乗効果もあり、入り込み客数は上々で、将来に明るい展望が開けつつ、大いに期待されて

いることは周知のとおりです。しかし、この地域づくり推進事業には、約10億円という大規

模な工事費が投入されたが、町民から、この資金使途について、何にどのくらい費やされた

のか詳細がわかれば教えてほしいとよく聞かれることがありました。それだけ町事業への関

心を高く持っておられる。今後の繁栄を願っているからです。町長の行政報告にもありまし

たが、もう一度、個々の工事内容、費用等に、私自身が正確性に欠けるため、用地取得を含

め、温室解体、道路改良、休憩所等工事などの使途明細そして、この財源の内訳について伺

いたいと思います。万単位でお願いします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  調停に基づく中で、平成25年度中に取得した約29ヘクタールの土地代金は、２億2,500万

円であります。また、再開発事業に伴う工事費については、大きく分けて、廃墟解体、駐車

場造成及び道路敷設、休憩等建築の３事業となります。廃墟解体では産業廃棄物処理も含め

て２億5,000万円、駐車場造成及び道路敷設工事に約３億円、休憩所等建築工事には約２億

円であります。合計額で約７億5,000万円となりまして、これらの財源といたしまして、静
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岡県観光施設整備事業補助金で１億5,000万円、補助残のうち、３億9,000万円に過疎債を充

当し、不足額の２億1,000万円が町の自主財源となっております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 一般財源として借り入れはしていませんか。どうなんですか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  特にございません。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 今は国・県からの補助金が１億5,000万円ですよね。過疎債が３億

9,000万円、起債ですね。これも起債ですよね。それで、取り崩しが特財、要するに基金の

取り崩しがこれ幾らですか。してませんか。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  一般財源と申しましても、基本的には、観光債といったような、基金という貯金してあっ

たものの取り崩しでございますので、この一般財源と申しますのは、観光に関する基金、そ

してふるさと寄付金のいただいたお金を充てている状況でございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 理解いたしました。 

  この返済原資は、町民からの税金です。町民目線に立って、社団法人である石廊崎オーシ

ャンパークの運営に、行政側の監視並びに指導等にも私は期待しております。 

  次に、その２としてお伺いいたします。先ほども同僚議員から一部質問がありました。以

前同僚議員から、当公園の入り口に隣接する岩崎産業所有の廃墟の建物について、非常に景

観が悪く、何とか撤去を願うなり何かで覆うなり、その交渉は行われたのかの質問に対し、

担当課長からは、相手代表に面談を試みるも、再三拒否され、大変苦慮されているとの答弁
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でした。町長も同質問に対し、平成29年に所有者とコンタクトをとる努力をいたしたが、係

争相手ということもあり、解決には至っていないと。開園までの残り期間の間に、何とか対

策を考えたいとの答弁でした。開園後、町内外の来園客からは、あの場所も町有地と思って

いる方がおられ、中には多額の解体設備投資により、その費用までが捻出できないかという

皮肉な声も聞かれ、私は弁解に大変苦い思いをいたしました。国立公園第１種地で、法律上、

当時の建設への許可は大変厳しい審査の末に建てられたと聞いております。そして、現状廃

墟となり、環境悪化の状況にあっても、残念ながら取り壊しへの法的な強制力はなく、所有

者の許可なしでの撤去は大変厳しいと聞いております。 

  あれから６カ月以上が経過し、当然ながら町長にも、町民からの非難や苦情が入っている

ことと思いますが、この間、町のトップとして、相手方へのアクション等は行なわれたのか。

それなりの行動を進められたのか、町長に伺います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  平成29年度当初の交渉内容では、進入路付近の方法等について協議を求めましたが、拒否

され、既存廃墟構築物の撤去については、具体的な話すら受け入れてもらえておりません。

同年以後においても、進入路の整備やオーシャンパークグランドオープンのときにおいて、

現地確認を依頼するものの、ナシのつぶてでございます。いずれにいたしましても、係争相

手であることから、強権的に動き、再度係争状態に陥ってもいかがなものかと危惧いたしま

すので、今後も粘り強く時間をかけながら、対応してまいりたいと思います。 

  私のところには、特段建物に対する非難ですとか苦情というのは入っておりません。ただ、

要望として、何とかならないのかなということは言われますので、それは相手方の所有物で

すので、今後努力して何とか土地を購入するなり、解体をさせてもらうなりという要望はし

ていきますというふうにお答えしておりますので、議員もそのような町民からのご意見があ

った場合には、そのように対応していただければと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 町長の考えはわかりますが、やっぱり１回や２回ではなくて、交渉

も、何回も交渉することが大事です、ここへきて。既に町長が答弁で発言されて、何とか開
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園までにと約束しているわけでしょう。それからもう２カ月、やはり、町民、来園客は、皆

さんがこれに対してすごく早くやってもらいたい希望を持っているわけですよ。やっぱり自

然消滅するのを待っているのか、ここで指をくわえて待っていて黙っているのか。そうでは

なくて、町長の行動を、私は示してもらいたい。そういうことを思っています。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  何にしても相手が会っていただけないもので、会社の入り口で待っていて会っていただけ

るなら、何度でも会社に通うんですけれども、なかなかこういう報道が入っているところで

細かいところも言えないところもありますけれども、やはり相手があることですので、慎重

に事を進めたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 観光立町南伊豆として、誇りをもって、誘客に尽力されている各関

係団体の方々に、町民の思いを考えたことがありますか町長。何を躊躇されているんですか。

今のは答弁になりませんよ、私には。どうなんですか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  答弁にならないと言われてしまうと、これ以上言いようがないんですけれども、何にして

も、係争相手であった先方の企業さんと、会って話をしないことには進まないことでありま

すので、他人の敷地内に、それこそ元の駐車場に入ることさえも今はできない状態ですので、

そして、ご存知のとおり、何度も議会にも説明しているとおり、木で隠したり、看板で隠し

たりということができないという、そういう和解条件ですので、なかなか手を出せないとい

うのが現状の今の町の対応です。ただ、以前の答弁として、開園までに何とかしたという、

その気持ちは当然持っておりました。ただ、その努力が足りなかったかもしれないですけれ

ども、やはり先方に会うことができない、まして、社長は鹿児島県のほうにいらっしゃると

いうことですので、そう簡単には会いに行けないということもありますので、その辺のとこ

ろは粛々と進めさせていただきたいと思いますので、ご理解はいただきたいと思います。 
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  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  今、町長直接の答弁ございましたけれども、担当課といたしまして、企画課のほうも、町

長の命を受けて、当然鹿児島、岩崎産業とのコンタクトも試みは行っております。実際のと

ころ、進入路800メートルをつくるに当たりましても、調整を図りまして、その際に、やは

りいろいろございまして、工事が３カ月とまってしまったという事態がございました。その

３カ月を取り戻すのに相当な苦労をした中で、何とか４月１日の開園にはこぎつけたところ

でございます。ただ、係争の調停条件といたしまして、あそこには、段差をつくるな、囲い

をつくるなということが、調停条件にもなってございますので、あのままということでござ

います。 

  入り口の16号線との接続につきましても、これについては、静岡県庁が気をもんでいただ

きまして、場所柄、パリのシャンゼリゼのようなラウンドアバウトをつくれば、ちょうどい

い入り口になるのではないかということで、静岡県も鹿児島とのコンタクトを試みてくれま

した。それでもだめだったという状況がございますので、これまだ工事が１年分残っておる

状況の中で、今無碍なことをしましても、また何カ月かとまるという状態ですと、最終完成

がおくれてまいります。そういった中で、ただ、４月１日のグランドオープンに合わせては、

東京支所の元ジャングルパークでマネージャーをやっていた方、今は所長ではなくて次長さ

んか何かをやっておられるところなんですけれども、でも見に来ていただけませんかという

お話はしました。それも本社のほうの声でとまっていて結局来られませんでした。そういう

ことなものですから、ちょっとしばし時間をいただきたいと、そう思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 担当課長のあれもわかります。町長もご存知のとおり、現環境大臣

政務官は勝俣代議士です。当町へもたびたび来町され、町長も認識があり、コンタクトがと

れやすい方です。この難題について、何からの相談されたのか、どうなのか。ましてや、秘

書が元下田市議会議員の竹内氏です。こんなチャンスはありません。政務官在任中に担当課

長と同行されて、早々に陳情されることも最善の策ではないですか。やはり、何らかの先生

からのアドバイスがあると思います。相手方への解決への道は、いつまでもそのようである
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と開けません。早々にお会いする気持ちはあるんですか、町長。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  先ほども答弁しましたが、東京である会で、岩崎産業の社長が来られるというお話があり

ましたので、勝俣先生に会わせてくださいということで、南伊豆の町長が来るなら会わせよ

うというお話のもと期待して行ったんですけれども、会場に5,000人もいたがために、１人

を探し当てることができませんでしたので、勝俣先生も当日その5,000人の会の司会をして

いましたので、なかなか我々のところに来てということもできませんでしたので、そのとき

会うことができませんでした。勝俣先生にはいろいろ相談してはおります。そして、鹿児島

県の大隅半島の最先端に南大隅町というところがあるんですけれども、やはりその先端が岩

崎さんの所有物であり、南大隅町でも大変苦慮いたしたということを聞いております。 

  そしてそこが、長年の懸案であったのが、やはり無事解決して、先日政務官として、勝俣

政務官が公園のオープンの式典に行ってきたということを聞きました。ですから、やはり時

間をかけなければ解決しないのかなということもございますので、今私は、担当課の課長初

め言っているのが、社長に会えたら頭を床にこすりつけてでも解決するから、何とか段取り

してくれと言っているんですけれども、それがかなわないのが、自分の力不足なのか、なか

なか相手がつわものなのかはちょっとわかりませんが、そのような気概でいますので、今一

度ご理解のほうをお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 町長の言い分はわかります。これからも粘り強く取り扱ってもらえ

るように、交渉願いたいと思っております。ぜひ、来客並びに当町イメージアップのため、

これからの石廊崎オーシャンパークはすばらしい観光地であるよう、粘り強く早期に解決す

るために、町長の手腕に期待しております。 

  ２番目として、人口減少と空き家対策についてです。国難とも呼ばれる人口減少に歯どめ

がかからない状況に、各自治体はその政策に奔走しているのが現状ではないでしょうか。当

町の人口の推移を見ますと、平成21年度末は9,760人で、平成31年度末では8,268人と10年前

に比べて1,492名、約1,500人の減少という深刻な状況下にあります。主に、出生率の低下、
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地元就業先減少による若者の都会への流出、高齢者の増加による居住者の死去等による要因

が大きいのではと私は思っております。 

  空き家の増加は、人口減少との背景が深く、地方創生の指針である、まち・ひと・しごと

総合戦略に、移住定住の促進を図っている担当課の職員は、ご苦労なさっていることと私な

りに認識しております。 

  昨年議員によるある地区へ、空き家状況の視察に伺いましたが、地区登録数の３倍ぐらい

の空き家数に私は驚きました。一見居住者の使用がないように見えても、盆暮れの墓参りや、

周辺の維持管理に帰郷されるため、仏壇や家族の荷物は片づけられずに置いてあるといった、

空き家と所有者の多様なかかわりが続いており、空かない空き家として移住希望者のための

利用をされていないのが現状です。ＮＰＯ法人未来塾への事業委託による首都圏相談会や現

地セミナーの開催で、移住を希望する関心は予想以上に高いが、肝心の暮らしの拠点となる

住まいが少ないなど、さまざまな課題を聞きます。 

  昨年度の空き家バンクリフォーム補助金の実績は、約550万円の利用がありました。その

リフォーム件数は何件分なのか、これは家財処分も含まれているのか、その内訳を伺います。 

○議長（齋藤 要君） 地方創生室長。 

○地方創生室長（勝田智史君） お答えいたします。 

  昨年度の空き家バンクリフォーム補助金の実績でありますが、平成30年度による実績、11

件で577万2,000円でございます。これは家財処分も含めた数字となっております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） ありがとうございました。 

  当局は、新年度に空き家バンク登録件数を前年度比10％増の目標を掲げていますが、登録

への促進はどのような方策で臨んでいるのか。また、これまでの空き家バンクの登録総件数

は何件で、入居率はどのくらいか伺います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  本町では、南伊豆町空き家バンク設置要綱に基づき、町民と都市住民の交流拡大及び定住

促進による地域の活性化を図るため、平成23年度に空き家バンクを設置いたしました。当該
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制度運用から延べ99件の登録があり、昨年度の登録件数は19件となっております。数値目標

等については、特段の設定はしておらず、本年度の取り組みといたしまして、登録件数にお

いて、前年度比10％増を目標に掲げ、その達成に向けた取り組みを進めております。具体的

な方策としては、平成27年度に増加する空き家の有効活用を目的とし、運用を開始した空き

家バンクリフォーム補助金を前年度予算額600万円から100万円増額し、総額700万円とした

ことや、議員の皆様からご提案いただいた固定資産税納付通知書に空き家バンク登録をお願

いする旨の文章を同封するなど、手法を取り入れて、登録件数の増加に向けて取り組んでお

ります。空き家に関しては、防犯面、防災面、住環境等で多くの問題を誘発する要因になる

ことから、これまでの利活用にかかわる施策に加え、利活用不可能な物件への対応について

も検討する必要があると考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） わかりました。 

  私は空き家の総数から見れば、まだまだ低いのではと思いまして質問いたしました。 

  ある町民から、移住者の中には、住所変更なく居住している家族がいると聞きましたが、

これについては強制力はないと思いますが、移住定住を促進している行政側としては、住民

登録によるあらゆる税収が私は気になるところです。この点の指導等の確認は履行されてい

ますか、どうなんですか。 

○議長（齋藤 要君） 地方創生室長。 

○地方創生室長（勝田智史君） お答えいたします。 

  議員ご指摘のとおり、住所地を変更するというのは、特に強制力はございませんので、や

っておりません。ですが、２拠点居住とか、そういったことになりましても、ある一定の経

済効果というのは見込まれると考えておりますので、そういった処方についても今後進めて

きたいなと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） ひとつ努力して進めていただきたいと私は思っております。 

  昨年は、みなみいず暮らし現地セミナーに16名の参加や、首都圏相談会等が９回実施され、
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現地案内者数19組など事業目標に努力されています。しかし、ＮＰＯ法人未来塾の方たちに

伺いますと、空き家所有者への事情に精通されている方が少なく、地区の行政協力委員や、

親戚隣人からの情報は、とても詳しく、入居への相談に対し、対応がとても容易であると述

べられておりました。 

  新年度リフォーム補助金は、先ほど町長からもお伺いしましたけれども、７年前予算計上

されました。行政側はこの近隣に居住されている方々の協力を仰ぐことにより、推進はより

促しやすくなり、リフォーム補助金の活用で老朽化を防ぎ、防犯への安全性の効果が表れ、

所有者移住希望者双方にメリットが生まれると思いますが、その点いかがでしょう。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  私は、空き家が利活用されないから移住者が来ないというようなことはないと思います。

今現在、移住者自体が、もう移住したいという希望をされている方というのは、全国で数百

万人いるというふうに言われていますけれども、実際に移住してくるか、またその中で南伊

豆町を選択するかというのは、ごく一部であるのかなと感じております。今現在、南伊豆町

で空き家バンクも含めて、中古販売する住宅や、賃貸の住宅やいろんなものを合わせると、

多分年間来られる移住者は対応できるのかなと考えるんですけれども、なかなか、空き家が

多いがために空き家を利活用するというふうに考えがちなので、どうもそれを移住者に結び

つけているところがあるかなと思いますけれども、今後は、空き家は空き家でしっかりと対

応して、移住者は移住者で対応してというところですけれども、思ったより移住者が来ない。

先ほども、室長が答弁しましたけれども、２拠点でのデュアルライフという形で、これから

は人口はふえることはないと思います。ですから、うまく首都圏の方たちに伊豆に来て過ご

してもらうという、そういうところから、経済が回ったり、いろいろと人口の交流関係人口、

交流人口をふやすことによって、地域が少しでも衰退する速度を緩めるということも大事か

なと思いますので、人口減少、これは、南伊豆町だけではなくて全国的にそうですし、首都

圏、一番大きな自治体、360万都市の横浜市でさえも、人口減少に悩んでおりますので、こ

れはなかなか厳しい問題だと思いますので、また、各関係の皆さんと協議しながら進めたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 
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〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） わかりました。 

  いろいろとありますけれども、それなりの情報を収集しながら、これからも空き家につい

ての努力をしてもらいたいと思います。１組や２組の移住定住がふえることで、人口減少の

抑止には大変厳しいが、その一つ一つの推進が積み重ねとなり、まちづくりの活性化につな

がっていくことに、誰しもの願いであり、期待しております。私も、深刻な状況下にある我

が町の町民の一人として、皆さんと情報を共有化し、微力ですが人口減少空き家対策に協力

させていただきます。 

  ３つ目の質問を伺います。 

  旧共立湊病院の跡地の進捗状況についてです。その（1)として、当町の取得を計画してい

る共立湊病院跡地について、土地所有者の、一部事務組合下田メディカルセンターは、今年

２月に売却額を当初の３億2,800万円から、土壌汚染処理費用分等として9,200万円を上乗せ

し、４億2,000万円に修正したため、取得が進まず、さらに建物解体工事の工期を２年とす

る案を当町へ提示されたことは、余りにも強硬で一方的ではないでしょうか。今後の将来像

として、隣接する杉並区の所有地を含み、一体的に再開発する計画に沿い、国の地方創生事

業推進交付金助成が決定されたにも、計画期間５年のうち、既に２年以上が経過し、時間に

ほとんど余裕すらない状況ではと思います。 

  町長は、３月議会にて、双方にあらゆる面で合意に至らなければ規模の縮小や場所の変更

なども早急に検討すると発言され、その場合は別の地方創生事業を計画したいと述べ、事業

撤退の可能性には否定しませんでした。今後は、６市町にて、首町会議を継続的に進めてい

き、５月末までに何らかの方向性を見い出せるのではと答弁されました。しかし、先月27日

の全員協での報告は、先ほども申し上げましたが、この事業への国からの交付金の期限は５

年だが、既に２分の１を経過しており、用地取得費並びにＣＣＲＣ事業での箱物等の設備費

は、十数億円が考えられ、また、津波浸水域である要因などを考慮すると、将来の投資効果

のメリットは大変厳しく、財政負担を鑑みますと重くのしかかり、断念する方向にあるとの

発言でした。 

  地方創生推進事業として、当初の計画されているＣＣＲＣ事業は、これまで、練りに練っ

た末、この議案が議会でも慎重に進められ、ここに至ったのです。町長の発言は大変重く責

任があります。６市町の首長会議では、その方向性について理解していただくよう考えてい

ると思うが、どうなのか。 
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  また、湊区では残存している建物を、一刻も早く取り除いてほしいと望んでいる住民に対

し、何人かに非公式に話されたと聞くが、公の場で多くの区民に現状と今後の動向について

早急に説明するべきだと私は思っています。町長の考えをお聞かせください。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  共立湊病院跡地での拠点施設整備計画においては、所有者である一部事務組合下田メディ

カルセンターから、本年２月に売却価格約４億2,000万円が提示され、これまでの交渉価格

を１億円上回るものとなりました。また、病院施設解体工期も令和３年度に及ぶことからも、

地方創生推進交付金を活用した事業推進は、極めて困難な状況であると解します。本年３月

定例会での一般質問において、今後の進め方についての質問があり、一度原点に立ち戻り計

画の再検討、再構築を含めた調整を図りたいとお答えしたところでありますが、４月に入り、

同跡地の整備計画に関する政策会議を開き、各種法的規制や事業の実効性と費用対効果、財

政面での影響などについて検討を行いました。これらの結果を踏まえた中で、これまで同組

合と進めてきた土地取得交渉はここで打ち切るべきと判断いたしました。同組合会議８月定

例会も控えておりますので、今月中には管理者に面談し、その旨回答したいと考えておりま

す。今、議員の方でお話がありました湊区区民への説明ですけれども、基本的にこれは推進

協議会のほうで、もし土地を購入した場合にはどういうことをしようかということを、推進

協のほうで協議されていただけでありまして、区民に何かを投げかけたということは多分な

いかと思います。ですから、あえて区民に報告という形では、そのＣＣＲＣ事業を始める拠

点整備を、病院跡地から撤退するということを区民に説明するのが必要かどうかということ

は、余り必要ではないのかなと思いますので、このような事業スキーム、土地の購入は断念

し、令和３年度には解体し、更地にするというお約束をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 今の町長のこれからの決断というのはわかりました。でも、私は、

以前から、この問題について湊区とは関係ないようなことを言っていますけれども、やはり

湊区の住民は、やっぱりあそこに廃墟となった建物がすごく目ざわりで、いろんな面で防災

面とかそういうものが考えられるものですから、そして、私の耳にもかなり入ってきます。
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一度はそれなりの経過というのを、町長から説明するのは筋だと思うんです。やはり、町長、

あなたももう２年以上経過したんです。町長として就任されて。それなりにゆとりと自覚は

持っているわけです。町長は、私が一番目町民ファーストと宣言しましたよね。そのときに

各地区へ、住民との行政相談とか報告とかやっていきたいということを、私は耳にして聞い

ています。それを全然履行されていなく、役場に来て、聞きたいことは役場に来なさいと、

そういう町長のスタイルはおかしい。やはり、町長は町のトップです。そういうことに、や

っぱり町長はもう少し足を運ぶことです。ぜひ、これからも、そういうことを私は私なりに

思っています。皆さんも思っていると思います。 

  以前、一部事務組合の事務局長が新聞報道で、組合に解体の責任があると申され、南伊豆

町で買わない場合は借金してでも取り壊すと申され、時期は汚染状況の工程が不明瞭なため

明言は避けましたが、町長はその記憶はありますよね。その質問に対し、町長は一部組合で

取り壊しをしてくださるなら、それは願いたいことだと答弁されました。全く私もそのとお

りです。事務局長の公の場での発言は、管理者である下田市長が当然了承されてのことと私

は判断します。その後町長はこの件について、首長会議の席において協議されたのかどうな

のか。答弁願います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  まず初めに、私がやっている、町長と未来を語ろうという事業ですね、当初は役場に来て

いただいてというところがありましたけれども、今はもう既に、どこでもお伺いしますとい

うような形でやっております。やはり、もう予約も何件か入っているんですけれども、大瀬

に来てくださいとか、下小野に行ったこともございますし、各地区に回るようにやっと浸透

してきたのかなというところもございます。ですから、町民の意見を聞きながら、というと

ころは、２年たってもスタンスは、気持ちは変わっておりません。 

  それから、今おっしゃられた首長間においても、首長間では、２月の運営会議のときには、

そのような話も、１市５町、みんな一組の運営員全員が解体するなら一組で解体するという、

借金してまでも解体するというところは、皆さん同じ意見でございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 
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○２番（比野下文男君） 一部、その会合へのお話があると今、言っていますけれども、やは

り私思うには、新聞報道で、何月何日にここでやるとか、湊区でやるとか、手石区でやると

か、そういう報道をちゃんと記事にしていかなければ、下田市だとか河津町は、そういうふ

うにやっているわけですよ。やはり、自分が思っていても、一部の人が聞いているだけであ

って、これは、公の場でやっぱりそういうふうな報道に私はしてもらいたいと思います。そ

うすれば、やはり、町民の意見というのが、うんと考えがありますので、ましてや、今言い

ましたように、湊区は特にいろんな面で、私はざわざわとした、もうやらないだとか、今の

町長の決断はできないんだなとか、いい民意は私の耳には入ってきません。やはり町長はそ

ういうふうな誤解を招かれられないように、町長の意見を述べて、やっぱり１市５町でこう

いうふうだと、こういうふうに進めて、こういうふうになっていますということの報告はぜ

ひ、私は早急にやってもらいたいと思っています。 

  当時の事務局長の発言に二言はないと思います。が、財源不足の組合にあり、６市町で不

測の負担を補塡しなければならない状況になった場合、当然激しい議論が想定されます。町

のトップとしてどう決断すれば、５市町の首長に対し理解していただけるか、その真骨頂に

期待していますが、今の心境をお聞かせください。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  町政報告会のような形のことを言われたのかと思いますけれども、今現在では、各地区を

回って町政報告ということは考えておりません。町政報告会を初めとする意見交換というこ

とは考えておりません。やはり、もっと細かい小さなグループでの活発な意見交換というも

のを聞きたいというのが趣旨ですので、30人、50人集まった中で、意見を言いたい、２、３

人だけが言うよりは、もう５人、10人以下の、もう２人以上でやればいつでもどこでも行き

ますのでということでやっていますので、その中で皆さんの忌憚のないご意見を、笑いを入

れながらでも、皆さんと楽しく意見交換ができれば、それで、町政に少しでも反映できれば

と思いますので、そのようなことをご理解いただきたいと思います。 

  また、余り湊のほうで、町長に対して余りいい意見を聞かないということを、厳しい意見

をおっしゃってもらいましたけれども、私のところには、余り厳しい意見を言ってくださる

方がいらっしゃらないので、私のところには、余り厳しいことの意見が届いていないんです

けれども、ぜひ、もしそういう意見があれば、また言っていただければ、私も直せるところ



－64－ 

は直したいです。考えなきゃいけないところはたくさんあるかと思いますので、もしそうい

う意見があればまたご提案いただければと思います。 

  そして、首長間の理解ですけれども、これは基本的に、皆さんに誤解されると困るんです

けれども、１市５町の首長は、病院が南伊豆から下田に行った時点で、あの建物が解体され

なかったことを、南伊豆町の方々に申しわけないという気持ちを持っているんです。ですか

ら、南伊豆町が今回、解体をお願いしている令和３年度中にはしてくださいという話をして

いる中で、１市５町の首長は誰も首を横に振る人はいません。皆さんが、確かに今、議員が

おっしゃるとおり、財政、メディカルセンターも黒字にはなってきているんです。利益は上

がっているんですけれども、やはりなかなか解体の費用というのは捻出するのは大変です。

それを、やはり、除却債等を使って、何としても解体するということを担保されていますの

で、これはしっかりと、まだこれからいろいろと首長が変わったりいろんなことがあるかも

しれませんが、令和３年度中には解体するということをお約束いただいていますので、これ

はしっかりと担保していただいて、令和３年度中には、ですから湊の方には、令和４年度に

はあそこは更地になっているというふうに公言していいかと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君。 

〔２番 比野下文男君登壇〕 

○２番（比野下文男君） 今、私の説明はちょっと誤解を招いたと思いますけれども、行政報

告会ではなく、やはり湊区は特に、町民への説明会を私は望んでいるから、そういうことを

ぜひ、今がチャンスではないですか。チャンスというか時期ではないですか。この揺れてい

る状況であって。もう少し、町長、オープンにしてください。私はそう思っています。やは

り町長の耳に入ってこない。そうではなくて、町長がやっぱりオープンにして、やはり、時

間があるときには、どうですかとか、湊区に行ったりして。やはり町長がなじみやすくなる

ことが一番大事です。そういうことを私は言っているわけです。非常に重要な件で、当町は

この事業を進めるか否かに左右されると思いますが、当町にとっては最善の策になることに、

今後の町長の決断に期待しております。 

  以上で、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（齋藤 要君） 比野下文男君の質問を終わります。 

  ここで14時35分まで休憩といたします。 
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休憩 午後 ２時２２分 

 

再開 午後 ２時３５分 

 

○議長（齋藤 要君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 加 畑   毅 君 

○議長（齋藤 要君） ３番議員、加畑毅君の質問を許可いたします。 

  加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） ３番議員の加畑です。よろしくお願いします。 

  本日最後の質問者になります。朝から皆さんお疲れのようですけれども、最後の最後で面

倒くさいやつが出てきたと思わないで、建設的な答弁をお願いしたいと思います。 

  今日は３つの質問をさせていただきます。一番最初が観光型ＭＡＡＳを参考とする新たな

移動手段の構築。２つ目が森林環境譲与税を活用した山の整備、３番目がミズベリング伊豆

による河川の新たな利活用という内容にさせていただきます。 

  一番最初の観光型ＭＡＡＳ、先ほどの長田議員の質問の中でも似た内容が出たんですけれ

ども、まずは、ＭＡＡＳというところの内容の説明のところと、下田市の旧町内で４月１日

から実施されている現状、ここ担当課のほうで把握されているかと、具体的にどのように運

営されているかというところまでわかれば説明をいただきたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  先ほど来の答弁の中でもお話はさせていただいたところでございますけれども、これに関

しましては、４月１日から下田駅周辺でスタート、旧町内と言うことですが、現在は、スマ

ートフォンを使いましての有償デマンド実験ということでございます。運転手付で実施をし

ております。これが状況を見ながら、ということで、いつになるかなんですけれども、本年

中には無人運転に切りかえる時期が出てくるということでございますけれども、この事業に

つきましては、基本的には自治体が主導なのかもしれませんけれども、実施体につきまして
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は、ＪＲであったり、東急であったりという公共交通事業者が、駅の周りでどれだけ無人運

転を使った上で、さらに線路を伸ばせるかといったような、観光客のニーズに応えられるか

ということの実証実験として行うようでして、西伊豆町さんでも実施するということのよう

ですけれども、こちらにつきましても、やはり単独事業ではなく、交通事業者さんが連携し

た上でやっているということです。 

  以上でございます。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） まずもって、ＭＡＡＳというところの認識というか、イメージという

ところを共通の意識として持っていたいんですけれども、私が調べた中では、どうしても伊

豆半島というのは、マイカーでいらっしゃる方が多いという中で、今、課長が答えたように、

例えば下田で言ったら下田駅まで着いたお客さんが、その後バスで移動する、あるいはタク

シーで移動するというところを、縫い目なくというか、シームレスという表現をしていまし

たけれども、そのような形で観光地まで引っ張っていこうと、お客さんを。そういう形で始

まって、そこをタクシー会社、もしくは交通機関と組んで企画していくと。そんなような解

釈でよろしいわけですよね。 

  実際の観光地、例えば観光施設、海中水族館とか、今はやりの、田牛のバスの本数がふえ

た場所もありますよね。デスティネーションキャンペーンで、竜宮窟もあります。そういう

形のところに、実際もシームレスに行けるような形がとれているよという内容が、実例とか

というのが耳に入ってきておりますでしょうか。例えば本数がふえたよとかというところと

いうのは、ふえていますか。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） 申しわけございません。その本数等については、ちょっと掌握し

ございません。ただですね、実質的には、竜宮窟のほうお客さんがふえたよということは、

聞いてはおります。ただ、バスに何人乗っているか、また本数がふえたといったこと自体は、

申しわけございません、掌握しておりません。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 実は、下田だと観光施設まで行く手段というのは、今まであったと思
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うんですよ。ただ、利用者が少ないがために、公共機関側のほうで、採算の合わないところ

は本数を減らす、もしくは路線をなくしてしまうという形で減っていって、不便さが増して

いったのかなというところはあるんですけれども、それをもう一回復旧させようというよう

な動きに感じたんですね。これを我が町で使えないかなというところ、２番目の題として聞

いてみたかったんです。先ほど課長のほうからの答弁で、そもそも電車は下田駅まで、そこ

から先は線路がない地域、南伊豆町、松崎町、西伊豆町は線路がない地域に対して、この形

を導入して、観光客をふやすことができるか。それから、タクシー会社と組んで、バス会社

と組んで、運営ができるかもなというところを、うちの町でも出来たら、次の展開があるん

ではないかなと思うんですけれども、その辺の期待をしたいところなんですけれども、何か

可能と考えますか。これは課長と町長にも聞いてみたいです。お願いします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  本町においては、一昨年の国土交通省の無人運転試験事業に手を挙げた経緯がございます

が、安全を確保できる試験走路が確保できないとして、不採択となりました。事業導入に当

たっては、適切な道路環境が不可欠とされており、湾曲や狭隘箇所も多く、交通量が少ない

ことなどから、対向車がスピードを出しやすいといった地方ならではの諸事情なども不採択

の要因と捉えておりますが、このようなローカルハンデなどを乗り越える自動車運転技術の

躍進を見守りたいと考えております。 

  また、有人タクシーのオンデマンドについては、公共交通会議の委員となっておりますタ

クシー事業者からも、現状において運転手の確保のめどが立っておらず、当該事業者におい

ても、ＡＩや自動運転の普及に期待しているところとのことでありました。現状におけるな

のはな号の運行においても、スマートフォンによる申し込みは不可能で、担当職員が丁寧に

現金での申し込み機会を設けているのが実態であります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  もともと、以前は、タクシー事業者さんというのは、町の公共交通会議には入っておりま

せんでした。この公共交通会議と申しますのは、法定会議でございまして、陸運局の国家公

務員も委員のオブザーバーとして出席するような会議でございます。その中でのタクシー事
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業者さんからのお話としますと、やはり、どうしてもまず有人でやろうとすると、運転手の

確保ができない。ということで、先ほども町長が申しましたとおり、町でも無人の実証実験

に挑んでみようということで手を挙げたところなんですが、やはり駅前と違いまして、対向

車が相当なスピードでカーブを曲がり込んでくる。つまり、自分が事故を起こす、起こさな

いということプラス、向こうから突っ込んでくる車をどうするかという問題もクリアしない

とちょっと実証実験できませんよということで、そうなりますと、道路行政との抱き合わせ

といったことが不可欠になってこようかと。ただこれは道路がないので、じゃ、南伊豆はで

きませんねということでは、本当に公共交通なくなってしまう危険性もございますので、今

後については、そういったところを、両立といいますか、並行させて考えていきながら到達

点を見つけていかなければいけないと思っております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 今、話題のほうが、ＭＡＡＳでいうところのシームレスで観光地まで

いけることを南伊豆のほうで可能かどうかということよりも、自動運転のほうにいったんで

すけれども、話題をこちらにちょっと変えたいと思うんですけれども、私の認識のほうが違

っていればというところで、ちょっと確認したいんです。 

  それは、賀茂郡内の同世代の議員の中の会議がありまして、その中で県の担当者の方と話

したときに、自動運転の話が出たんです。どこが手を挙げますかという話になって、先ほど

の話が出たように西伊豆が挙げていました。それから、今回下田市もＭＡＡＳの話で、自動

運転とは違いますけれども、該当するわけです。その中でうちの町はなぜ手を挙げないのか

なと思ったんですけれども、話を聞いてみたら、断られた経緯があると。そしたら、僕らが

聞いた話の前段階の話ですので、以前断られたからというところの理由で、次の段階に進ん

でいないのではないかなというような危惧を僕はしているんですね。前に断られたから、も

う今さら言われてもというところで手を挙げなかったんだとしたら、それはもったいない話

だ。ではなくて、実際にそういう理由があって挙げても不採択だった。だから挙げたってだ

めなんだというんであれば、納得はするんですけれども、その時間差というのは、どちらが

正しいんでしょうか。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 
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  今回の下田市さん、西伊豆町さんが実証実験するタイミング、手挙げのときには、町のほ

うは手を挙げてございません。といいますのは、先ほども申し上げたとおり、まだほんの１

年ぐらいのことですけれども、やはり、これは静岡県のほうの交通関係の部局にも後押しを

してもらいながら、コースの選定、提案をしていったところなんですけれども、残念ながら

お断りをされたということで、その状態が終わったばかりの状態だったものですから、これ

県庁さんのほうにどう言うのかという部分もございまして、今のところしておりません。通

信衛星のなども、ＧＰＳ関係の衛星が、かなり精度が去年の後半の段階で上がったというこ

とで、メートル単位の精度がセンチ単位にはなってきているということでございますので、

そういったものがもっと成熟して来れば、現状の道でもできる、あとは現状の道を若干改修

すればできると思っておりますけれども、今回につきましては、余りにもちょっと間が短か

ったものですから、手は挙げませんでした。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） わかりました。 

  これはもう一回僕のほうで確認をとります。というのは、僕の聞いている情報の中では、

逆に南伊豆はやりやすいというような言い方をされたんです。混み合っていないし、人口も

少ないし。ということでやりやすいのに手を挙げなかったのは何でかなという話で聞いてい

る。ただ、その中の会議というのは、あくまでも我々の仲間の会議ですので、非公式なんで

す。だけれども、聞いたのは県の担当者なので、憶測ではないです。間違いなく本人から聞

いたんですけれども。ただ、その整合性が、ちょっとした時間差でもしかしたら食い違って

いるかも、もったいないと思って僕聞いたんですよね。というのは、光ファイバーのときそ

うだったではないですか。昔、光ファイバーをうちの町が断ったからと言って、もう今さら

手を挙げてもだめなんではないかと言うところから、実は断念したような経緯があって、62

局だけというところから、64、65、67というところまでつながった経緯があったわけで、そ

こは担当課長も、すごく尽力してもらいましたし、何よりも予算化していただいた町長、副

町長、本当にこれは、決断していただいたなと思っているんで、ちょっとした食い違いだけ

で達成しないことがあるとすれば、これはもったいないなと思うんで、ちょっとそこは確認

をしてみます。これは今、課長の答弁を否定しているとか何とかという話ではなくて、そう

いうことがあればもったいないと思うんで、そこは確認してみますというところで、ちょっ
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とここは一回ここで終わります。 

  ３番目、ここからの展開なんですけれども、先ほど長田議員が言われた、交通空白地域を

埋めるためのシステムにこれを転換できないかという話なんです。実際に南伊豆町というの

は、地域が密集しているエリア、それから、山のエリアのほうは、点在しています。そのと

きにやはり交通手段というのが、かなり不便になっていると。バス路線だと広い道路まで出

なければいけない。そうではなくて、小さい車で乗合タクシーの発想ができないかという話

で僕もしようとしたんです。ところがさっきの質問では、そういう形もできない、難しい。

課長の答弁の中で一つ気になったのが、最終的には近所の人に頼むから、それでいいやと。

逆に言えば近所の人に頼むからというところの発想に寄せることはできないかなと思うんで

すよ。そこから発だったら、みんな違和感ないわけですよね。でもそのためにはスマートフ

ォンとか使って、操作を覚えなければいけない。ただ覚えなきゃいけないとしても、それが

便利になるんであれば、覚えるんではないかなと思うんですね。どうですか。小さい車をグ

ルグル回してという発想は、確かに無駄が出てしまうんですけれども、必要なところへ必要

なときに行く形で何人か乗れるというシステムができれば、近所の人に頼むかのような形で

それができれば、足を確保することはできるんではないかと思うんですけれども、さっき答

弁して、また違う答弁できないところありますけれども、どうでしょう、可能性として、じ

ゃ町長お願いします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  これはですね、思いついた程度としか言いようがないんですけれども、実際これは大変難

しくて。事業としては面白いと思うんですけれども、なかなかこれは、実現できるまでには、

かなりの険しい道を進んでいかなければならないというところですけれども、ウーマンテク

ノロジーズという、アメリカの企業がございまして、それはタクシーなんですけれども、タ

クシーを使って、近所の人たちに連絡を取り合いながら乗っていくと。今議員がおっしゃら

れた、大体そんなような形なんですけれども、それを各地区のコミュニティでそういうこと

ができたら、高齢者がスマートフォン使えないかもしれないですけれども、電話してどこど

このお父さんが、大体家にいたり畑にいたりするから、明日どこ行くか乗せてもらいたいよ

という。間違ってしまうと、白タクの世界なんですけれども、町で出しているなのはな号で

すとか、病院行くバスとかございますけれども、やはり、なのはな号で週に１回、買い物行
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く人はそれを利用されていると思うんです。自分の親ですとか、近所の人を見ると、やはり

高齢者で運転する人というのは、例えば年金振り込まれたときに、年金を下ろしに行くに農

協へ行く、郵便局へ行く、銀行へ行くというときに、やはり、そういう公共の輸送手段がな

いということですね。それから、自宅から500メートル、600メートル離れたところの畑があ

って、そこへ苗を植えるから苗を運ぶとか、肥料を運ぶとかという、日常生活のあるべき、

今までやっていたことが、免許は返納してしまうとできないということで、そこまでが地域

の方で協力できるのか、ちょっとわからないですけれども、そういうシステムを、これから

考えて、国土交通省の方とも会って、こういう形でできないだろうかと。基本的には白タク

の世界だけれども、1,000円のところを3,000円とるわけではなくて、普通に実費で200円、3

00円払って、あと、かかる経費をまた行政を負担するのか。そういうことも踏まえた中で、

地域のコミュニティの中で、必要に応じて輸送するということからバスを、たぶん巡回バス

をふやしても、空気を運ぶばっかりになっちゃうんで、もっと現実的に、必要な人に対して

車を提供するという形ができればなということで、以前も、副町長とか、ミーティングで話

したんですけれども、なかなかこれは厳しいと思いますので、ただ、モデルケースとして、

国交省のほうにお願いして、南伊豆こういう形でやらせてくださいということで、もし国交

省のほうで、好意的にとってくだされば、試験的にできるのかなと。自動運転といっても、

先日の横浜の電車の事故でさえも、無人で事故を起こしている。歴史がある鉄道でさえ、事

故を起こしているわけですので、なかなか今の時点で南伊豆町が、無人運転とか自動運転に

着手するのがなかなか難しいかなと思いますので、もっとデジタルまでいかない、もっとア

ナログでいいんで、アナログの世界で住民サービスに対応できればと、そんなことを考えて

いる。本当に申しわけない、こういうただ案でこういうことができたらなというだけの話で

すけれども、答弁になっていないかもしれないですけれども、以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 今の答弁も十分答弁になっていると思います。要するに、発想は、今、

町長が言ったように、困っている人の足があればいいだけの話なんですよね。それが自動運

転かどうかという話ではないわけですよ。極論を言うと、この間新聞を見て、あじさい祭り

でトゥクトゥクを走らせたではないですか。これでもいいから、足として使えないかなと思

ったんですね。全く家から出るのに本当にいろんな人に頼まなきゃといけないとか、本当に

高いお金を払わないといけないとか、そういう人たちの不便さというのは、今の我々には多
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分わからないと思うんですよ。そこを改善していかないと、多分移住政策につながっていか

ないと思います。高齢化の対策にもつながっていかないと思います。だとすると、目的を達

成すればいいというところから逆算で考えて、別にきれいにとか、スマートにという形では

なくてもいいですから、その目的を達成するような方法を考えていただければと思います。

題材はそれ、観光のことから始まったんですけれども、僕が言いたかったのは、その部分な

んです。交通空白地帯というのが、余りにもこの町は不便なところが多過ぎるというのが、

やはりふだん回っていて、声が大きいんで、その点をちょっと当局側としては、常に頭に置

いといていただきたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 副町長。 

○副町長（橋本元治君） お答えさせていただきます。 

  このＭＡＡＳの関係については、自分は勉強不足で、議員からご質問をいただいて、若干

いろいろ調べたというところもあります。日経なんかで拝見をしますと、先ほど、町長、あ

るいは担当課長が申したように、東急電鉄と、ＪＲ東日本さんのアプリを使ったものという

ことでございますけれども、結局伊豆半島といいますか、伊豆は車での観光客が多いという

ことで、鉄道駅からの２次交通の利用者を増やしたいというようなことが狙いだということ

が大前提であろうかと思います。この中で地元のタクシー会社３社と組んで乗り合いで大型

タクシーに乗れる実証実験話を始めたというようなこともあります。これ、タクシーであれ

ば基本的にはルートについても、何ら別に制約を受けるものではないです。元々なのはな号

が公共交通の空白ということがありますけれども、それと全く別で、利用者がそのアプリを

利用して、ＡＩを利用した中で、ご紹介ですと、下田市内で16か所で乗降できるというよう

なことも書いてございます。これは、もう少し、ちょっと勉強をしたいなというふうに思い

ます。 

  議員のおっしゃるとおり、日常生活の中で、急に何かしたい、これもしたいというときに、

非常に使いやすいものなんではないかなというふうに思います。これは、もう少し、担当の

課の中でしっかりと研究をさせていただいて、導入が出来るのであれば、また、町長と相談

して、何とか対応していけるような方向で考えていきたいなと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） ありがとうございます。よろしくお願いします。 
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  ２番目の質問に入ります。森林環境譲与税を活用した山の整備に行きます。 

  今年度から、森林環境譲与税、これが、自治体との譲与が始まっているという形で情報を

得たんですけれども、本来は５年後から本課税という形になると思うんですけれども、前倒

しでいただけるというような内容になっていると思うんですけれども、実際にどのような目

的に使おうとしているか。実際にもう決まっていますというところがあれば、まずはその内

容から聞かせていただきたいと思います。お願いします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  ご指摘の森林環境譲与税については、パリ協定の枠組みのもとにおける我が国の温室効果

ガス排出削減の目標達成や自然環境の保全による災害防止など、森林整備等に必要な地方財

源を安定的に確保する観点から、令和６年度より施行される森林環境税等に創設され、令和

元年度から５年間、譲与税特別会計からの借入金により、都道府県及び市町村に譲与される

ものであります。譲与基準については、税の収入額に相当する額の９割分が市町村分とされ

ており、当該の10分の５私有林、人工林の面積、10分の２を林業就業者数、10分の３を人口

で按分して譲与するもので、税の10分の１は、都道府県に対し、市町村と同様の基準で按分

され、譲与されます。市町村は干ばつや人材育成、担い手の確保、木材の利用促進や普及啓

発等の森林整備及びその促進に関する費用に充てることとされ、都道府県は森林整備を実施

する市町村の支援等に関する費用に充てなければならないものとされております。このよう

なことから、本年度はマツクイムシ予防剤注入事業への財源として予算措置を予定しており

ます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 譲与税の内容については私も勉強したとおりで、町長のおっしゃると

おりなんですけれども、静岡県のほうでも、森づくりの県民税という形で、課税されている

ところがありまして、森林環境税が導入されたときは二重課税か何だという話があったんで

すけれども、今日のポイントはそこではなくて、譲与税、要するに、いただけるほうの税金

の話ですよね。この５年間、これが試運転の期間になるのかなと私は思うんですけれども、

その間に、準備しておかないといけないことがあると思うんですよ。要するに山林を整備す
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るに当たっての地権者の承諾とか、境界線がわからないよとか、そういう準備する期間を踏

まえて本課税してから、本気で出したほうがいいのかなということもあるんで、その点５年

間、どんなふうに進めていくかというところを聞きたいんですけれども。その点の答弁とい

うのは大丈夫でしょうか。 

○議長（齋藤 要君） 地域整備課長。 

○地域整備課長（飯田満寿雄君） お答えいたします。 

  当面は、うちのほうの湊の黒松が景観的にも観光的にも重要なものですから、そちらのほ

うの対策が講じられていないものですから、当面はそちらのほうの事業に振り分けると。そ

の後に、森林所有者の意向調査ですとか、あと、そういったものを踏まえた中で、今後森林

所有者が、みずからできない森林に対して、森林整備をしていくような形になろうかと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 今、課長の答弁にありましたように、所有者からの承諾というのが、

やっぱり一番難所になるのかなと思うんですよ。本人も手つかずでどうにもできないのに、

いざ承諾を得る段階になると、なかなかゴーサイン出してくれないというのが実情ではない

かなと思うんだけれども、山林整備については、以前この譲与税関連ではないときにも、私

も質問、何回かしたんですけれども。というのは、まず山を整備すれば、観光面で非常に見

栄えがよくなるというところと、鳥獣対策のためには、里山の部門をつくることができるか

ら、これも対策になる。 

  それから、津波の避難地として高台の整備ということにもつながるんで、最終的にはその

整備の部分までつなげていただきたいんです、税金を使って。それから、目的が違うとなる

と使えない部分というのがあると思いますから。そこは、何とか試行錯誤しなければいけな

と思うんですけれども、最終的に５年後から、そういう形で使うための準備として、今の部

分で十分なんですかね。それから、もう少しやらないといけないところがあるんではないと

思うんですけれども、例えばほかの地域、うちの町みたいに、過疎指定されているけれども、

山林がなかなか整備されていない、だけれども財源がないというところと、情報交換とかと

いうのは、している状況というのはあるんですか。それから、今後していこうというような

流れはあるんでしょうか。 
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○議長（齋藤 要君） 地域整備課長。 

○地域整備課長（飯田満寿雄君） お答えいたします。 

  賀茂地域で、そういった森林環境税の地域協議会というものを立ち上げた中で、賀茂郡地

域の情報共有というのはしてございます。それとあと、配分については、当初の平成31年か

ら33年は、大体500万程度なんですが、最終的な45年以降、平成45年になりますが、そちら

のほうになりますと、1,700万円くらいの譲与税が移ってくるようになりますので、そうな

ってこれば、森林の整備ですとか、あと、林道の整備、この辺ができてくるのではないかな

と考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 課長の答弁にありました1,700万円年間という形になってからは相当

期待できるのではないかなと思うんですけれども、賀茂地区での会議のときに、ぜひ言って

ほしいのが、先ほどの町長の説明の中に、ちょっと説明の中にありましたけれども、私有林、

人工林の面積が５割ですよね。林業の就業者が２割、人口が３割、９割振りで金額決まって

いるわけですよね。そこでやっぱり人口少ないというのは不利ですよね。でも、人口が少な

いところは山林が多いわけですよね。お金がないから整備できないわけですよね。まさにそ

このための税金なのに、人口が多い例えば横浜みたいなところは、そんなに山林ないと思う

のに多額のお金が落ちるわけですよね。その辺の不満を会議の中で訴えてもらって、全国的

に広めてもらいただきたいんですけれども、どうでしょう、できますか。 

○議長（齋藤 要君） 地域整備課長。 

○地域整備課長（飯田満寿雄君） お答えいたします。 

  その辺の森林環境譲与税の関係につきましては、例えば横浜の臨海に来られた学生が、こ

の山がこの環境譲与税に基づいて行われたんだよというような形で広めておけば、だんだん

とそういった形で、返りが逆にあるんではないかなと考えますので、いずれにしても、環境

譲与税で森林を整備していくということは、海の面からもよろしいのかなということで考え

ております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 
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○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  個人的な見解ではありますが、議員のご指摘のとおりだと考えます。また、森林環境譲与

税の譲与基準については、国の制度に基づき配分されるものでありますので、各市町で差異

が発生することがいたしかたないものと考えます。私有林、人工林、面積については、それ

ぞれの市町の林野率で、面積補正することとされ、私有林の中でも条件不利な森林を評価に

反映するとされておりますので、静岡県の試算によれば、賀茂農林事務所管内の他市町と比

較した場合、本町の贈与額は多めに配分されると伺っております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 今の町長の答弁で、非常に期待できると思うんですけれども、もう少

し欲張って、例えば横浜市の分、杉並区の分、お宅たちのためなんだからくれよと言って整

備なんてことはできないと、それが、横浜市のため、杉並区のためにもなると思うんです。

町長が得意な塩尻市は向こうで使うと思いますので。杉並と横浜は非常に友好関係を結んで

いるというと思うんですけれども、その点の交渉はできそうですか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  皆さんいただけるものはやっぱりなかなかよそには回さないのかなというところはありま

すけれども、どんな形にしても、交流自治体であります杉並区ですとか、これからどういう

ふうに発展していくかわからない横浜市と、南伊豆町にご縁のある自治体の皆さん、まして

都市部の皆さんとは、いろんな協議をしながら、少しでも小さな町に光をあてていただけれ

ば大変助かりますので、そのような機会があったら是非ともお願いはさせていただきたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） ありがとうございます。 

  山林整備の質問というのは、非常にしつこくやってきたつもりがありまして、この環境譲

与税の話があったときに、来た、やっと来たぞという思いがありまして、いろいろこれから
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形になっていくんではないかなという思いもありますんで、ぜひともここは力を入れていた

だきたいと思います。 

  続きまして３番目の質問に入ります。ミズベリング伊豆による河川の新たな利活用という

質問です。これも３回目の質問になるんですけれども、４月22日に下田総合庁舎で開催され

ました。これが３回目のミズベリング伊豆の会議です。この内容は、漆田議員も一緒に出ま

して、内容を聞いてもらったんですけれども、当局側のほうとしては、この３回目の内容と

いうのは把握しておられますでしょうか。そこからまず答弁願います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  賀茂圏域におけるミズベリングの広がりは大きな期待を寄せております。昨年11月に引き

続いて、本年４月22日に開催されたミズベリング伊豆においては、やりたいこと発表会とし

て、カヌーで下賀茂川下り、伊豆南部ラムの聖地化プロジェクト、七滝ナイトウオーク、竹

たのしみまくる下田、ドローン撮影会で伊豆半島に賑わいをなどが紹介されたと伺っており

ます。 

  また、本町からも、カヤック水上バイク、カヌー関係者も参加されていたと聞いておりま

すが、民間のそれぞれの団体の方々が、連携しながら地域の活性化につながる新たな取り組

みとなるよう期待しているところであります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 会議の内容を詳しく把握されているようでありがとうございます。 

  実際、３回の会議といいましても、こういうことができたらいいなとか、実際にやったと

いう資料を見せるというということが続いているわけです。実際今回は、下賀茂の中の川も

実際にカヌーで下っている動画を会場で流したわけです。実際はこういう形でやっています

よということまでは言ったんですけれども、実際そのときは事業者の方々も来ていただきま

した。こういう会議体でやっていますと。先ほど言ったように漆田議員も来まして、その関

係者の方も来まして、実際、河川の利活用というのが重要だということは十分認識が高まっ

ていったわけです。ここで、下田賀茂地区全体の案件にはなるんですけれども、やはり僕は

南伊豆がスタートするのが一番自然ではないかなという気持ちはずっと変わらないです。事
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業者もせっかく認識が高まってきたところなんで、ぜひこれ町のほうで、会議体をつくって

いただけないかなと。関係団体のほうで。そうすれば、河川の中に何かつくってくれという

話ではなくて、どういう可能性があるかとか、どういう形で進めていったらいいかとかとい

うところは、やはり関係者を一度集めて話をしていきたいんです。本来は事業者のほうから

の話で、上げてくれというようなのが筋だとは思います。それは了解しているんですけれど

も、そうはいっても、やはり、県土木のほうからの話というのもありますので、行政マンが

そこに入っていただいて会議を進めるというのが、スムーズにいくんではないかなと思うん

ですけれども、そのような流れをつくってはいただけないでしょうか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  ミズベリング伊豆については、下田土木事務所が主体となってご尽力をいただく中で、以

前には、本町産業団体への説明会を開催されており、民間ベースでの新たな事業展開にも大

きな期待が寄せられているものと認識しております。また、この取り組みは、河川管理面に

おける治水から親水へ、規制から利活用へとした発想の転換のもとに、県民の皆様が求める

声が反映されたものと解します。制度上においては、河川管理上での規制緩和となりますが、

本町における実態として、カヤックでの利用が多少みられるもの、まだまだ青野川のポテン

シャルを発揮できているとは言えない状況にあると思われます。ミズベリングでの取り組み

をもって各種にぎわいの創出や、河川の保全面などでも、新たな可能性が見込まれる施策で

あると認識しておりますので、下田土木事務所や、産業団体とも連携しながら、協議会のよ

うな組織の立ち上げなど検討してまいりたいと考えております。 

  議員におかれましては、ミズベリングに精通されておりますので、今後ともご指導をいた

だければとお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） 課長から答弁お願いしたいのですが、よろしいでしょうか。 

○議長（齋藤 要君） 地域整備課長。 

○地域整備課長（飯田満寿雄君） お答えいたします。 

  担当課としても、そういった会と折衝した中で、一度会議を開きたいと考えておりますの
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で、ぜひともよろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君。 

〔３番 加畑 毅君登壇〕 

○３番（加畑 毅君） ありがとうございます。 

  時間早いですけれども、十分な回答が得られましたので、僕の質問はこれで終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（齋藤 要君） 加畑毅君の質問を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会宣告 

○議長（齋藤 要君） 本日の議事件目が終わりましたので、会議を閉じます。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時１２分 



 

 

 

令和元年６月定例町議会 

 

（第２日 ６月５日） 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議宣告 

○議長（齋藤 要君） おはようございます。定刻になりました。 

  ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しております。 

  これより、令和元年６月南伊豆町議会定例会本会議第２日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程説明 

○議長（齋藤 要君） 本日の議事日程は、印刷配付をしたとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（齋藤 要君） 日程第１、会議録署名議員を指名いたします。 

  南伊豆町議会会議規則の定めるところにより、議長が指名をいたします。 

   １０番議員  渡 邉 嘉 郎 君 

   １１番議員  横 嶋 隆 二 君 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（齋藤 要君） 日程第２、これより一般質問を行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 横 嶋 隆 二 君 

○議長（齋藤 要君） 11番議員、横嶋隆二君の質問を許可いたします。 
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  横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） それでは、通告に従いまして、私は南伊豆住民と日本共産党を代表

して一般質問を行います。 

  まず、今回の質問は、今の状況の中で、今日的な状況に置かれている住民の皆さん、そし

て町の状況の中で、あるべき方向について施策の一部でありますが、第一に地方創生総合計

画の見直しで、町民・高齢者・若者支援をという点について質問を行います。 

  趣旨は、町民の生活の現状・要求から、ＣＣＲＣと銘打った南伊豆町版地方創生総合計画

の一部を見直すべきではないかということであります。 

  まず、今日的状況で言いますと、今年の１月に厚生労働省の勤労労働統計に不正が行われ

ていたと。2018年の実質賃金は、実際にはマイナスであったということが明らかになりまし

た。これは国会での話であります。今、町場を歩いていますと、景気の問題では、仕事も含

めて年金を減らされてきて、先行きの不安、日々の消費の範囲をどうするかということが、

私も週に３回以上はスーパーに買い物に行くわけですけれども、そういうところでご婦人の

方や買い物に来ている人の間で話題になります。 

  また、町中を見回ると、いわゆる地元で生業している中壮年層は、本当に仕事の問題で強

い要求を突きつけられます。観光業がかなり多いわけですが、お客さんの流入に関しても要

求が強い状態であります。 

  どうしてそうなのかということで考えれば、この間も議会のこの場で述べましたが、先ほ

ど述べた2018年度の勤労労働統計の調整がすりかえられたということでありましたけれども、

調べてみると、いわゆる2013年、アベノミクスが始まって以来、実質賃金は実にずっと低下

をしているわけであります。 

  毎年行われる賀詞交歓会でアベノミクスの効果について、この半島先端にはこれが及んで

いないということが言われてきました。毎回の挨拶でありました。しかし、及んでいないど

ころか、日本全国実質賃金がマイナスになっているということであります。購買力が落ちる、

遊びに行く状態もこれが抑えられているということであります。 

  一方で、比較のために出しますが、この間、非常に若干な、小さいですけれども、個人的

に国際交流を、体験をしました。いわゆる、その国の人口は2,000万人強でありますけれど

も、国民の一人当たりのＧＤＰに関すると、日本より低い、日本の９割方。ところが、労働

賃金は、同じ職種で約倍。年間の有給休暇の消化できる有給休暇は６週間。そういう話を聞
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きました。20代です。 

  いかに日本の状態がこの南伊豆町半島先端の厳しい状態にあるということだけではなくて、

日本の勤労者、労働者の状態、働く者の状態が置かれている客観的な状況が身に染みたとい

う感じがいたします。 

  そこで、改めて質問に戻ります。地方創生ということで、旧共立湊病院跡地ＣＣＲＣ計画

が、前町政の時代に計画をされました。しかし、この問題に関しては、この行政報告で報告

がありましたが、この問題で質問であります。 

  このＣＣＲＣ計画の中身、都会のリタイヤした高齢者を南伊豆に呼んで一つのコミュニテ

ィをつくる。そして、ここで事業を起こす。この間、その状態、町長は行政報告で報告をし

ましたが、いわゆるあの場所にオファーは、この間あったのか。町でＣＣＲＣを進めている

地方創生計画の審議会にも出ている増田寛也さんは、杉並区の顧問もやっているということ

でありますが、同時に彼は野村総研の顧問の関係もしております。また、このＣＣＲＣには、

三菱総研もかかわっているということがわかっておりますが、こうしたところで、その関連

から、この間この事業に対してオファーはあったどうか、まずお答えしていただけますか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  私が就任してからは、そのような事業者等のオファーはございません。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） 岡部町長が就任して２年余になるわけですが、オファーはないと。

この間というか、そのＣＣＲＣ計画を立てる前、いわゆる2011年東日本震災が起こりました。

悔しいかな、あの湊の弓ケ浜の地域が津波浸水域に指定をされました。共立湊病院の移転計

画が計画をされて、その移転先、南伊豆町議会は四度あの土地での存続決議を上げました。

議会で上げましたが、残念ながら結果として移転することになりましたけれども、その後、

いわゆる跡地利用で共立湊病院を受けた団体の関連からオファーがありましたけれども、い

わゆるその時点、まだ震災が起こる前の時点でしたけれども、非常に反対があったと。 

  結果としては、その後、震災があって、東日本震災の教訓から津波浸水域での問題が明ら

かになって、結果としてはよかったのかというふうに思いますが、同時にその当時あった、
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いわゆる杉並区の特別養護老人ホームのオファー、これは健康学園が、もうこれ以上存続で

きないということで、平成21年の秋に健康学園の存続の問題で10年来交流をして連携をして

きた杉並区の私どもの会派の議員と連絡を取っていたところ、そのいわゆる完全撤退ではな

くて、南伊豆町に何らかの貢献をしたいと。それが今エクレシアという形になっている特別

養護老人ホームの話の始まりでした。 

  東日本震災があって、その後、場所が津波の影響を受けないところに置くべきだというこ

とで現在地になって、今、運営をしている。非常に喜ばしいことだというふうに思います。

杉並区のお年寄りの方も40人来られて、地元賀茂のお年寄りも入られる。さらに、デイサー

ビスは、ほとんど地理的な環境から南伊豆町の住民です。恩恵を受けて、両方の問題が一部

では解決をするということであります。 

  長くなっておりますが、あの場所がどこもオファーがない、関連団体からもオファーがな

い。また、東日本震災が起きてから、浸水域だということが定着をしていると。もう一つの

質問ですが、こうしたところに事業を起こした場合、公的な補助があるのかどうか。私は、

その問題と同時にその次の問題で、いわゆるここでの土地の購入を、断念をして計画を地方

創生計画でも途中で見直しをして、本来の地方の創生、地元の住民が本当にお年寄りも若者

も今生活するのが大変な状態の中で、もっと別な力の発揮の仕方をしたらどうかというふう

に思いますが、その点、まず全体の方向性としてどのように考えますか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  昨日の一般質問でも答弁いたしましたとおり、共立湊病院跡地で計画しておりました「生

涯活躍のまち拠点施設整備事業」につきましては、中止することに決定いたしました。 

  一方で、これまで生涯活躍のまち推進協議会が検討してまいりました同跡地整備計画につ

いては、まちづくりの視点からも多様性があり、熟度の高いものとして国にも認められたも

のでありますので、同跡地での施設整備は中止いたしますが、その概念については継承し、

議員からご指摘ありました地域住民や高齢者が安心して暮らせる町内環境の整備など、本年

度で策定予定の総合計画及び総合戦略の中で活かせるよう新たに検討してまいりたいと考え

ております。そのため、公的補助等のことに関しては、その件に関しては、担当のほうから

説明をさせます。 

  以上です。 
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○議長（齋藤 要君） 地方創生室長。 

○地方創生室長（勝田智史君） お答えいたします。 

  津波浸水区域で行う行為に対して公的補助があるかということでございますが、地方創生

交付金については、これまで地域再生計画をあの土地でやるということで申請して、それに

は交付金をするという判断でしております。 

  以上でございます。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） 町長が見直しをするという方向を出しましたが、改めて私はこの間、

いわゆる町が、どうあるべきかということで今回もまた私もこの間、石廊崎オーシャンパー

クの問題で質問してまいりました。いわゆる事業系のこと、民間がやっている事業と役所、

いわゆる地方公共団体がやるべきこと、それと財政、財源の問題についての基本的な考え、

これは地方自治法の第１条２、この自治法の改正で若干書き方や記述が変わりましたが、

「地方公共団体は、住民の福祉を図ることを基本として、地域における共生を自主的かつ総

合的に実施する役割を広く担うものとする」ということであります。 

  私がこのことを改めて話をするのは、いわゆる石廊崎オーシャンパークの経緯、ここに

2007年にこの問題を報じた「南伊豆民報」がありますが、この問題は、町が、当時のトップ

がいわゆる営業している石廊崎オーシャンパーク、ジャングルパークにこれを買いに入ると。

その後、結果として、町に３億4,000万円の賠償請求がされると。町議会は、平成17年３月

の定例会で相手方を呼んで説明会を行いました。事の経緯を、全てこれを聞き取りをしまし

た。これが発端であります。 

  町政が変わって提訴されて裁判になって、それがかかって今まできたと。経緯として、最

終的に落ち着くまで、あそこの山林、雑種地も含めて、今記憶にあるのが、平米一万数千円

の高値の交渉から粘り強い交渉を経て、いわゆる税金に負担をかけない、町民に負担をかけ

ない。落ち着いたのが平米2,500円。それが昨日も行政報告で出されましたが、起債、過疎

債も含めた土地の買収も含めて十数億の土地、それと担当者も多く、これに係る税金が投入

されてきたわけであります。 

  なぜこれを言うかというと、行政がやるべき第一のこと、半島先端でいわゆる地域経済が

大変、若者の定着が大変、そういう中で、担当部署が必死にやっている。しかし、財政・財

源の流れがこういうところに多額なものがいっていたということがあります。昨年、エクレ
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シアの手前に健康福祉センターが誕生しました。賀茂郡下では、全て整備されておりました。

これは10分の10、100％介護保険を準備するために国が整備するお金を出したものでありま

す。南伊豆町は、そのときに、ジャングルパークの買収や厚生労働省の買収にかかっていた。

それがつい昨年、起債を起こして健康福祉センターが完成したと。私は、過去の否定という

ことではなくて、歩いてきたところを振り返って、やはり、このハンディがある地域で、こ

の地域の住民の皆さんを本当に励ましながら、同時に支えていく営業や就労や子育て支援、

そのために、もっとこうしたところの精査をしてくる、あるいは今後行くべきときには、こ

こを教訓にすべきであるということを思いました。 

  当時の菊池町政の後の岩田町政では、起債の平均額は６年間１年平均で５億4,000万。続

く鈴木町政では２億9,000万、続く 本町政では４億6,000万。起債をすれば当然、次の世代

に借金返済がかかってくるわけであります。それが、町民が供するものであればいいけど、

そうでない場合は、ほかの予算を削らなければなりません。 

  伊豆新聞で賀茂郡下の自治体の報道がされていました。バラ公園を抱えるところでは、

4,500万の税金が公社に丸々これが赤字補塡に出されています。もう一方の桜葉が有名なと

ころでは、3,800万の予算が公社にそのまま行っているんです。毎年毎年です。こうした町

政のもとで、やはり、税金を捻出して大事に住民生活をバックアップしようと日々考えてい

る現場の職員の皆さんのことを思っても、非常に胸が傷むというか、やるせない思いになる

わけであります。 

  ですから、いろいろな過去の問題を教訓として、我々が将来にわたっては、こうした今の

ＣＣＲＣ、景気がよくて、あそこが、状態がよくて、人が誰もいっぱい来てというんであれ

ばいいけれども、いわゆる三菱総研、優秀なシンクタンクが野村総研と集まってやっていて

も、顧問がついているところですらオファーがない。 

  杉並区は、1,300億円ぐらいの予算を持っているところです。そうしたところが、じゃあ

やるかというとそうでもない。やはり、少ない税金を本当に頑張って住民の生活向上のため

に活かすのであれば、思い切った見直しをすべきである。私は、あそこで出した温泉大学構

想。南伊豆には銀の湯という立派な温泉があります。建ててしばらくたちますけれども、ほ

ぼとんとんで運営されているということでありますけれども、ここを温泉大学構想であれば、

温泉の海層水の問題もあります。温泉保全の問題もあります。そうした点を含めても、いわ

ゆる銀の湯を中心にしたあの周辺を、充実をすべきではないかと。 

  ここでの一つの提案ですが、住民の皆さん、いわゆる健康の問題で言うと、南伊豆町高齢
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者が多いところでは、いわゆる整形の罹患者、患者さんが非常に多いです。中でもご婦人が

多いと。いろいろ考えれば、やはり毎日のほせりをしているのは、今でも男性も頑張ってや

っているとはいえ、ほせり、食事の支度をするのは女性です。いわゆる温度が低いところで

立って、長時間立ち労働をしていれば、当然ひざにもくる。しかし、毎日のメニューを考え

るから、任地で動ける婦人は少ない。足腰罹患者の中では、比較的女性が多い。そして、そ

れを思うと、かつて下賀茂にあった温泉施設の運動入浴のところでは、ご婦人が結構おりま

した。 

  私は、そうしたことも含めて、かつて銀の湯を造るときには、温泉運動入浴も提案したん

です。ただ、民間がやろうとしているんで、これについては提案を途中でよしました。しか

し、民間が立ちいかなくなった。私は、これは、じゃ営業的なものなのかどうかということ

でありますけれども、元気な高齢者を増やしていくということ。同時に、あそこの場所が町

の一番大きなスーパーも、あるいは直売所も近くにあるということで、送迎も加えれば、あ

そこでシステムをつくれば、買い物を含めた対応もできる、コミュニケーションの場ともな

るということで、健康増進の住民も観光客も若者もこれに恩恵があるということで、こうし

た構想を進めることを、提案をしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  リハビリ的施設の整備につきましては、これまで町民の方々から歩行用温泉プール整備に

関する要望なども寄せられており、「ミナミイズ温泉大学構想」でも同様な施設整備が可能

か検討されたこともあります。 

  先ほど申し上げたとおり、同施設での施設整備は断念いたしましたが、町民の健康づくり

は継続して取り組むべき事項と認識しておりますので、本年度策定に取り組む次期総合戦略

の中で町民ニーズに対応する健康づくりに資するための施設整備のあり方など検討を進めて

まいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） ぜひ、住民の皆さんの様々な部署の声を受けて、こうしたこと、か

つて健康福祉センターが一時平成16年に議会に提案されたときは、ちょうど場所的にはこの
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建物の南側駐車場になっているところに、若衆の温泉浴場が２階に設置された計画でありま

した。温泉を使って、運動入浴もできる、静止浴もできる、さらにプラスアルファの買い物

とワンストップでこの広い山村形態の町内であちこちにものをつくるのは、効率的によくあ

りません。ワンストップでできて、さらに送迎もできる体制で町民の利便性を上げるという

ことは、非常に有効ではないかということであります。それをぜひ町民の皆さん、各団体に

投げかけて検討していったら、この地方創生計画の旧湊病院の跡地では断念でありますが、

いわゆる有効に資するのではないかというふうに思います。 

  もう一つ、では、昨日の報告で、旧湊病院の跡地は土壌改良を行って、その後建物の解体

を病院組合、下田メディカル組合が行うということがご報告をされました。その後のことに

関して、１つ現時点で提案できることは、２月17日に湊地区で津波防災のワークショップが

ありました。下田メディカル組合の土地ではありますが、更地にした後の計画がつくられる

前の段階でありますけれども、私は、津波避難の保留地、保全を含めた保留地的な提案を町

長会でしたらどうかというふうに思います。 

  そのワークショップの中では、いわゆる湊病院あるいは杉並の場所を通って逢ヶ浜の峠か

ら清掃センターに抜ける代替道路をつくったらどうかという提案も出されました。いつ来る

かわからないけれども、七、八十％、30年以内に予測されている津波に関して、もし来たら

どうするかということで県道は封鎖される時間が長い、一時的な避難場所として南伊豆東中

学校が指定されておりますが、やはり、そこだけでも不十分だと思います。 

  こうしたときに、旧共立湊病院の跡地の場所を、やはり有効に考えていったらどうかとい

うことであります。当面は公園的な要素にして、誰もが入れるところに提案をしていただき

たいというふうに思います。 

  あえてつけ加えて言えば、あそこが旧共立湊病院、その前の海軍病院。海軍が大正12年に

海軍病院が発足をしましたが、その発足の前は、いわゆる湊の松林周辺に住んでいる住民の

皆さんは修福寺の下、いわゆる旧共立湊病院のところに住んでいて、軍が病院をつくるとい

うことで海岸のほうに出ていかざるを得なかったという状況があります。 

  そうした点を考えても、あそこが津波浸水域であるということを勘案しても、いわゆる避

難の保留地として検討、あるいは町長会の中で意見を具申したらどうかというふうに思いま

すが、その点、もしお考えがあったらご答弁いただけますか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 



－94－ 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

   まず、議員も今おっしゃられたとおり、まだ一部事務組合下田メディカルセンターの所

有地ということですので、コメント等はできないですけれども、何らかの形で今後施設整備

は行わないということを決めましたけれども、今後、何らか地元の方のためになるように利

活用ができればと考えておりますので、その避難保留地も含めた中でいろいろと検討はさせ

ていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） 地方創生総合計画は、私は全て否定するものだというふうには思っ

ておりませんが、いわゆる東京一極集中を解消するという大前提の目的はあるということは

ありますが、どうもその目標達成は難しいということで、また延長されるということであり

ます。 

  こうした中で、町でも定住促進を進めてまいりました。あるいは事業体の誘致ということ

でサテライトオフィス等々の事業をやられてきましたが、実際、現場のところでサテライト

オフィスやあるいは移住・定住でその後の定住の状況、これについてはどのような実情か、

あるいは特徴的なことがあればご答弁していただけますか。 

○議長（齋藤 要君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重広君） お答えいたします。 

  サテライトオフィスにつきましては、平成29年度に総務省のモデル事業ということで、南

伊豆町でやらせていただきました。その後というか、そこに参加していただいた事業者の中

の一事業者ですけれども、こちらのほうに、町内に事務所を構えて活動というか、をしてい

ただいている状況にございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） それはあわえさん、とは別ですよね。そのほか移住後の定住就労で

幾つぐらいの数か、ざっくりで。 

○議長（齋藤 要君） 地方創生室長。 

○地方創生室長（勝田智史君） 移住・定住事業につきましては、これまで社会増減を見てい
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ただければわかるように、ある程度近隣市町に比較しまして社会増減が大きなプラスはない

んですが、大きなマイナスもないということで一定の効果を上げているかなと思っておりま

す。 

  就業の点については、細かいデータが手元にございませんので、ご勘弁願いたいなと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） いわゆる社会増があるということは、以前にも報告をされました。

私、やっていること自体が、本当に現場は苦労されていると思います。というのも、いわゆ

る先ほど言った、この地方創生の大元になる東京一極集中是正会議、これがいわゆる地方と

の関係でじゃどうなのかと。地方が本当に創生する計画になるのかどうかという点では、Ｃ

ＣＲＣと銘打った事業の問題で明らかだというふうに思うんですが、私は、それをもっと明

らかというのは、いわゆる都会の高齢者、オファーもない、来るということも少ない。事業

主体も少ない。ただ、移住の受け皿と相談をすることで移住者は増えていると。ただ、実情

を見ると、やはり、ここで仕事をする、あるいは起業をする。言葉で起業をすると言っても

非常に大変であります。 

  こうした点を考えても、いわゆる従来からあるここでの課題、この地域での課題。仕事を

つくる、企業をつくる、雇用を創生する、ここは至難の業であって、本来であれば、政府や

トップの関係者もそういうことに心を寄せてほしいというふうに思いますが、実際にはそれ

は住んでいないと無理だと。これは２月28日に介護保険制度審議会の座長である大森彌先生

に講演をしていただきました。湯けむりホールで講演していただきましたが、いわゆる消滅

自治体というのは言葉だけで、自治体を消滅させられるのは皆さんだけだと。住民あるいは

その代表である議会が議決を上げない限り、自分でつぶす以外は、自治体はつぶれないと。 

  南伊豆町は、そういう中で、先ほど様々な流れを若干言いましたが、合併の問題で平成15

年から21年に終わるまで足かけ６年余、多大な労力を使ってまちづくりなんていうそんなこ

とはもうすっ飛んで、町を残すためにどうするかという財政分析もしながら議会はやってき

ました。当時、菊池町政が４期目終わったのが1998年、平成10年。将来財政負担額比率は

84.6％、約85％。それがその次の岩田町政で、先ほど言った毎年平均５億の起債を起こした

結果、将来財政負担額比率は100％の危険ラインを通り越して150.4％。この財政分析を行っ
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て議会は急ブレーキをかけました。16年に住民投票をやって、結果はご存知のとおりなんで

すが、その後、鈴木町政が受けたのは145.8％で受けて、平成24年度には91.2％。その間、

この庁舎と全ての保育園、小学校、幼稚園の耐震・建て替えが完了させたと。でも、起債の

平均額は２億9,000万と。住民にとってどういうところが本当によかったのか。住民がこの

地で生活する将来展望を見出せるかどうか。ここを、やはり希望をしっかりと模索していく。

職員の皆さんも日々様々な分野では底辺を支えている。そこをしっかりと、やはりかじ取り

をしていただきたいと。 

  町議会は、平成16年１月厳冬期に島根県の中山間地域研究センターを訪れて、これはイノ

シシ、野生獣対策の問題です。当時と比べて、前の年の平成15年の選挙では、何よりもさて

おいてイノシシ対策をやってくれというのが大きな声でした。それでいわゆる過疎地域の島

のシンクタンク、日本で一番過疎である島根県の、またその山奥の中山間地域研究センター

を訪れたわけであります。 

  今、政府も総務省も、いわゆる過疎地のモデルにしているのは島根県です。海士町等々を

初めとして島根大学も含めてシンクタンクの中にあります。これは、つい最近、30年６月の

若者世代に選ばれる中山間地域のつくり方ということで、当時、私たちが行ったときに、藤

山浩さんというそこの研究員がおられました。これはイノシシ対策の専門家ではありません

けれども、過疎地の地域づくり、今、島根県益田か浜田におられて、持続可能な社会研究所

を立ち上げて、現場で生活も非常に苦労されていると思いますけれども、仕事をしておりま

す。 

  この「「循環型経済」をつくる」という、これは図書館から借りてきて読んでいる本です

が、過疎地の地域でどう自分と向かい合って地域をつくるのか。こういうことをやられてお

ります。まさに一部というか、現場でやられている地方創生の計画の一部は、こういうとこ

ろに根差したものもあるし、ぜひ私も微々たる力ながら頑張ってやっていきたいということ

を思いますが、先ほどサテライトとかという話を出したのは、いわゆるサテライトオフィス

をコーディネーターですかね、美波町の株式会社あわえの社長さん、担当の課長さん、美波

町と南伊豆町が、若干関係があるのは御存じでしょうか。 

○議長（齋藤 要君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重広君） 申しわけございません。ちょっとわかりません。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 
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○１１番（横嶋隆二君） ごめんなさいね、サプライズで変なことを言うつもりはないんです

が、美波町は合併する前に日和佐町という町で、日和佐はウミガメが上がる町で非常に大事

な取り組みをしているところで、平成９年に我が町議会がそこを視察に行って、今あるウミ

ガメ保護条例は、そこを参考にしているんです。四国八十八カ所霊場の薬王寺がある町なん

ですが、いろいろな繋がりも含めて中山間地域、過疎地との連携というのをする一つになれ

ばというふうに思いますが、そこでそれは置いておいて、１の③の定住促進で苦労している

わけですが、空き家対策の問題も出ました。大事に代々続いている家をそう簡単にというこ

ともあります。ただ、この町に来て頑張りたいという方もおります。 

  上賀茂に町営住宅をつくって以来久しくありませんが、やはり、かつて議会でも質問をし

ました。長野県の子育て支援、子供が増えているところで町営住宅を造っている下條村です

か、長野県のね。あるいは岡山県の奈義町なんかの話も出しましたが、定住促進のためと地

域経済の創設の上で、多世代混合の町営住宅の建設を地元業者との協力で推進できないかと。

こうしたことで見守り支援や事業創出ができないかということを思いますが、もしご見解が

あればご答弁していただきたいというふうに思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  定住促進のための多世代向け住宅については、病院跡地の旧看護師寮のリノベーションに

よる再整備を検討した経緯もあり、その必要性は感じているところであり、これに高齢者見

守り支援の機能を追加し、人々が互いに支え合うコミュニティを創出することは、拡大する

高齢化社会に対応するために重要であると認識しております。 

  一方で、高齢者の見守り機能を持たせた多世代向け住宅となりますと、ある程度の規模感

での整備が必要であると考えており、多額の事業費が必要となることが想定されます。 

  町営住宅の公的施設とする整備手法に限らず、民間事業者の参入の可能性も含めて慎重に

検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） 事業のやり方、100％町持ちということではなくて、様々なオファ

ーを受けながら、同時に、いわゆるそういう算入できるオファーを受けてやるという形も展
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開できるんではないかというふうに思います。私も民家のリフォーム等々は好きですが、そ

うばかりも、放棄された家をやればいいですけれども、そうではない。そこを様々な形、若

干自治体が後押しをする、そういうことを含めたことをぜひご検討いただければありがたい

なというふうに思います。 

  次に入ります。２番目の消防団の定数についてであります。 

  南伊豆町の消防団の定数は、定数条例３条で310人というふうに定められております。質

問した背景は、町中歩いても、あちこちでやはり声を受けます。なかなか何て言うんですか

ね、先ほど定住だ、何だの話をしましたが、経済状態が非常に厳しい中にあります。消防団

は、一応というか、条例でもうたってありますが、非常勤特別職で一定の報酬が支払われる

ということにはなっております。ただ、場所によって小さい集落などの場合で、南伊豆町そ

のものも大きい集落といってもそれほどでもない。そこでの若者の数から言っても非常に組

織が大変だし、業務も特に夜警などの負担は非常に大変だという声が上がって、悲鳴に近い

状態が聞こえてきます。 

  これは、別に消防団の組織を批判するとかそういうことは全くありません。日々の活動に

敬意を表しております。本当に大変な仕事を担われているというふうに思います。私がこの

町に移住したのが86年の12月ですが、その後、弓ケ浜や竹麻地区で大きな火災が何件もあり

ました。飛び出て行っては据えつけの放水機を使ったこともありましたけれども、当時は若

い人も多かったので、なかなかそこまで入って手助けするまでは間に合っているという状態

がありました。 

  しかし、平成29年版の消防白書でも、消防団の現状で消防団員数の減少が赤裸々に述べら

れております。都市部でもそうでありますから、地方、小さい自治体ではなおさらで、その

小規模のところに大きな負担がかかっているということは否めないというふうに思います。

私は、有事のときも含めて通常の団活動も含めて様々な活動をしている若者を本当に支える

声を聞いてあげながら改善をしていくことをぜひ、もちろん団の役職についている方もそう

したことを歴代受け継ぎながら今の団を守ってきていることでありますので、こうした点の

改善を進める時期にきているのではないかというふうに思います。この点、どのような認識

であるのかご答弁をいただければありがたい。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 
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  消防団の定数は310名であります。今年度に入り10名の欠員が生じており、現状では300名

の編成となるなど、ここ数年では欠員が常態化している状況にあります。 

  ご指摘のとおり、消防団の担い手である男性の20歳から49歳までの人口比率は、消防団員

定数を削減した平成17年と比較すると、22.7％減少しており、定数確保に向けて各地区消防

団の皆さんに負担が生じているのではないかと危惧しております。 

  一方で、近年、全国的に発生している豪雨災害や近い将来発生することが想定される南海

トラフ地震に備えるため、消防団組織は欠かせない存在であります。 

  地域防災の要であることは言うまでもありませんが、消防団ＯＢなどを活用した機能別消

防団員などの導入も念頭に、消防団本部と十分に協議しながら、分団・分隊の配置及び団員

規模の適正化に向けて検討を進めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） まさに今答弁を受けましたが、現状は、やはり深刻というふうに受

けとめたほうがいいと思います。 

  同時に、先ほどの質問の中でもベースの話をしましたが、いわゆるこれは５月22日の朝日

新聞に「若者や地元で企業を起こす道へ」ということで、増田寛也さんが出て、なかなかい

ろいろ苦労をされている話が出ております。でも、都市部での若者の消防団活動と、この小

さいけれどもいわゆる中山間地域で求められている団員活動の比重というのは、はかり知れ

ないものがあります。日常の人との繋がりも含めた中で。 

  私たちは、先ほど何でＣＣＲＣを見直して都会の高齢者とか都会から呼んでくる、それを、

リセットをしろという質問に書いてありますが、これまで子育て支援等々も言ってきました。

高齢者支援に関しては、もう議会に出てからずっと介護・福祉の分野もベースをつくる質問

してきましたけれども、やはり地域を担っている若者が今の時勢の中で低賃金、長時間労働

をしていると。さらに地域を担う団活動、大義名分はあっても、そこに強いられる。ここを、

やはり考えなければいけないというふうに思います。 

  いわゆる地方創生との絡みで考えると、東京一極集中是正と言いますが、国家政策として

は、これは失敗であります。私がこんなことを言うのも大それておりますが、しかし、国家

を担う閣僚経験者の方々が移住・定住で今いる人口を地方と東京で分けて移住するだけとい

うのは、今の少子化の問題を解決する力には何にもならないのではないかということでこれ
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が失敗ではないかと。やはり、冒頭に述べました日本の一人当たりＧＤＰが少ないところの

若年労働者が日本の同業種の労働者の倍の賃金をしっかりもらって、そして年次有給休暇も

６週間があるというのが世界の現実です。 

  私たちは、知らされなさすぎているのではないかと。情報化社会、ＳＮＳという状態の中

でも知らされていないのではないかというふうに思います。８時間働いて当たり前。そして、

男女平等とは言っても今言葉では、働き方改革とか言われますけれども、男子が育児休暇を

使ったら、やはり一般の企業では、これが配置転換させられる、社会全体に根づいているか

と言えば、そうかと言えない。いわゆる公務労働ではそれができても、民間のところでは、

そこまでいく力がない。そうすれば、消防庁の出している消防白書の中でも、被雇用者、い

わゆる会社員等々の従業員の消防団組織とは言っても、会社にそういう余力が、この地方の

零細企業には、そういう余力はないというふうに見ていいと思います。まさに善意のボラン

ティアをやられている。そこをしっかりと見て、同時に今のそういう社会的な待遇を変えて

いくことも念頭に置いて消防団員を激励しながら、小手先の中の改善だけでは間に合わない

ことがありますので、そうしたことを進めるべきではないかというふうに思いますが、町長、

お考えありましたら。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  地方創生は、議員がおっしゃるとおり、東京一極集中の是正、これから始まっていること

は御存じのとおりかと思います。 

  しかしながら、今、議員がおっしゃられたように、この国家政策は失敗だと言われました

けれども、これが失敗なのかどうかというのは、ちょっと今の時点で私は、判断はつきませ

んが、この一極集中それから人口減少、この大きな問題に立ち向かうために、今だからこそ、

この国家政策の中で働き方改革、それから地方創生という事業が国家として行われているの

かなというふうに前向きに私は取らせていただきたいと思います。 

  そのために地方創生推進交付金というのが大きな額、２分の１ではありますけれども大き

な額が交付されるということもありますので、ただ間違った方向に向かない、それぞれの自

治体にあった、身の丈にあった地方創生を推進していかなくてはいけないというふうに思い

ますので、この政策的に成功か失敗かということはちょっと私にはよくわかりませんが、そ

の中、さまざまを踏まえた中で私は進めていきたいなと考えております。 
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  消防団に関しましては、確かに今若者が少ないがために、大変団員が苦労していることは、

私も存じております。先日も今週日曜日ですね、９日に行われます消防団のポンプ操法大会

がありますけれども、訓練の査察に行ってきましたけれども、大変頑張っているなというふ

うに思いました。 

  しかしながら、消防団員は大変貴重な存在であります。そして、20歳の若者と40歳の青年

といいますか、団員が交流するというのは、なかなか一般の社会ではありません。それが南

伊豆町を初め消防団組織という団体組織の中において、同じことを進めていく中で、やはり

地域のコミュニティがそこで成り立つのかなということも考えられます。 

  そして、なおかつ地域では、お祭りを初め様々な事業をやっていますので、やはり人的交

流ということも大変大きな意味もあると思いますので、今の時点で定数の削減ということは

考えてはおりませんが、今後、やはり削減を含めて様々な集約もしなくてはいけないのかな

というところが考えられますので、またそれは担当を初め消防団本部といろいろ検討させて

いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君。 

〔１１番 横嶋隆二君登壇〕 

○１１番（横嶋隆二君） 担当部署で、いわゆる消防団の活動改善等々、単純に定数削減とい

うだけではなくて、何か思いがありましたらお答えください。 

○議長（齋藤 要君） 総務課長。 

○総務課長（渡邊雅之君） お答えをいたします。 

  消防団の関係でございますけれども、今、定数10名ほど割っているという状況の中ではあ

りますが、この賀茂圏域を見てみますと、うちの町としてはまだいいほうかなと、10名程度

ですと。昨年、その前の年は二、三人でありましたので、ちょっと今年は多かったのかなと

思います。 

  で、どこの地区が定数割れをしているのかと言えば、やはり三浜地区が定数割れ、そして

意外に第１分断南中地区が定数割れているというようなところで、意外とこういうところが、

なぜなのかなというところを今分析はしているところであります。 

  例えば、いろいろなところを見てみますと、定年がないところがありましたり、うちの町

は50歳までですけれども、定年なしでやっているところもあります。消防団活動、私も以前

入っておりまして活動しておりましたが、そんなに悪いものでもなくて、みんなでわいわい
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やったりというところもまたいいところであります。また、うちの息子も当然入っています

けれども、消防へ行ってくると言いながら元気に出て行きますので、嫌がらずに行ってると

いうことは楽しいんだろうなというふうには感じております。 

  以上でございます。 

○１１番（横嶋隆二君） ありがとうございました。これで私の一般質問を終わりにいたしま

す。ありがとうございました。 

○議長（齋藤 要君） 横嶋隆二君の質問を終わります。 

  ここで10時40分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３１分 

 

再開 午前１０時４０分 

 

○議長（齋藤 要君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 稲 葉 勝 男 君 

○議長（齋藤 要君） ６番議員、稲葉勝男君の質問を許可いたします。 

  稲葉勝男君。 

〔６番  稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） 昨日、議長のほうから挨拶の中でもありましたけれども、私たちは今

年の８月23日までが任期ということであります。最後の６月定例会というか、一般質問の定

例会でございますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、通告に従って質問をさせていただきます。 

  町長は、町民ファーストを公約に、就任２年、この中で町長の政治姿勢を問うということ

で質問させていただきます。 

  最初に、町長が掲げております「町長と未来を語ろう」の状況、この２年間で回数はどの

ぐらいいったかとその内容、どういう団体の方とこういう俗に言うミニ集会ですか、それを

やられたかをお聞きします。 
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  所信表明で、「町民ファーストのまちづくりを進めてまいります。そして明るく活気のあ

るまちづくりを進めるには、何と言っても町民の皆様のご意見が必要となります。そのため

には町内各所において、町民の皆様の声を伺いに参りたいと思います。少人数でもお声をか

けていただければ、休日・夜間も関係なく伺わせていただきます。そして、その意見を聞く

だけでなく、担当課や関係者などと協議し、町民の声を生かしていかなければと思います。」

また、同時にその時期に同僚議員が質問された答弁では、「前町長のように休日や夜間も関

係なく、要望があればそこに行って皆さんの意見を聞き、その内容を議員の皆様とか担当の

職員やいろいろな関係者と協議して、その内容を町民に知ってもらいたい。」と答弁してお

りますが、間違いないですね、これは。 

  そこで、町長と未来を語ろう、２年間、先ほども申し上げましたが何回ぐらい実施してど

ういう方と、どういう内容でやられたのか、その辺をお聞きしたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  平成29年11月から「町長と未来を語ろう」と銘打ち、ご希望いただいた方々との面談を開

始いたしました。町内にお住まいで、原則２名以上のグループの方々を対象としたもので、

まちづくりに資するための提言・提案などをお受けしながら、忌憚のない意見交換の場とす

るものであります。 

  当初は、役場開庁日の午前９時から午後８時までとした中で、皆様からの申し込みを受け

させていただいておりましたが、本年４月からは、地域に出向きながら開催させていただい

ております。平成30年度には、３団体と日程調整が取れましたので、農業振興に関する事案

として具体的には地域振興に有益とされる農作物の推奨、移住された方々の就農に関するこ

と、青野川の土砂堆積と水害の危険性除去、災害ボランティアの活用など、大変有意義なお

話し合いができたと自負しております。 

  また、本年度に入り５月に申し込みがあり、高齢者の公共交通の確保、オーシャンパーク

運営の課題や公共道路の環境美化・整備促進などについてもご進言をいただきました。 

  なお、協議中での懸案事項などについては、後日、担当所管と協議検討した中で回答書を

送らせていただいております。 

  以上です。 
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○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君。 

〔６番  稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） 町長から今伺ったところですと、回数が多いからいいとかということ

ではないんでしょうけれども、余り町長との懇談会が実施されている、そういうふうに受け

取ることができませんでしたが、その町長、議員、職員、関係者と協議する、そういう内容

のものは全然提出されなかったということで理解してよろしいですか。わかりました。 

  それですね、前町長は、そこのミニ集会を三十何回か40回近くやられたということも聞い

ておりますが、そのミニ集会の結果を前町長は全て広報「みなみいず」の中で開示して、町

民の皆さんに情報を提供していたと、こういう経過もございます。 

  町長、今言われた内容の濃いものもありますけれども、そういうものをぜひ開示して、こ

ういうふうにやっていますと、こういう形で、ミニ集会で意見が出ましたよとかいうものを、

やはりこれ町民の皆さんにも開示していただきたいとこのように私は思うんですけれども、

どうですか、町長。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  今、議員がおっしゃられるとおり、回数が思ったより多くないということで、皆さんの目

に届いていないかもしれないですけれども、広報紙には、ちゃんと「広報みなみいず」には

載っていますので、また見ていただければと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君。 

〔６番  稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） いや、それは失礼しました。では、回数が少ないから、余り見ていて

も目につかなかったかもわかりませんけれども、わかりました、それは失礼しました。あり

がとうございます。 

  次に、町政懇談会あるいは町政報告会開催についての考えをお伺いいたします。 

  平成から令和へと年号が変わって、一つのこれは節目ですね。これに関して、伊豆の国市

の小野市長だとか、河津の岸町長は、新年度事業や予算説明等を行い、住民の皆さんからの

意見を伺うため懇談会を開催しているとこういう新聞紙上に掲載されておりました。 

  私は、30年９月の定例会でも同様の質問をいたしました。そのときの答弁は、ミニ集会を
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先ほどの件ですね、ミニ集会を開催しており、政策の転換期や重大な判断等で町民へ説明す

る必要性にないと考え、現行の形、これはミニ集会ですね、最適と実感していると。もっと

も私が思うのは、町も少子高齢化だとかいろいろ問題が山積しております。これらについて、

やはりミニ集会だけではなくて、各地区に出向いて行く、町長が。そして、皆さんの忌憚の

ないご意見、これはミニ集会のときはある程度皆さん仲間内というか、そういう方が多いと

思いますが、懇談会ではなくて懇親会に近いような状況ではないかと思うんですよ。ですけ

れども、各地域に昔の６村があります。それを回れば、やはり、いろいろな考えを持った方

たち、その方たち出席していろいろと協議することもできますし、また町長の町政に対する

考えも皆さんにお知らせすること、これができると思います。 

  これについては、話題になっておりますけれども、議会でも。５月27日の全員協議会の席

でＣＣＲＣ事業が結果的には中止だということにはなったんですけれども、これも町長は昨

日の答弁の中で伺ったところ、湊地区だけの事業ではないと私は思っているんです。町全体

の事業。町長は昨日の答弁のときは、これは推進協議会が説明する。町は説明しませんと。

私は、事業主体は町だと思います、これ。このＣＣＲＣ事業は。それで、町の今言った政策

的に大きな変化があるとか、そういうときは、町長は出向くというか、町政懇談会とかそれ

を開催するということも言っておりますけれども、この辺の考えをもうちょっと、町長あれ

ですね、町民ファースト、皆さんにいろいろな意味でお知らせしなきゃならない。湊地区だ

けの問題じゃないと思うんです、ＣＣＲＣは。だから、町全体の皆さんでそれをどういうふ

うにするか、みている方もおられると思うんです。 

  そういう意味で、町政懇談会というか、それだけじゃないですけれども、町長の政治的な

これからの手法だとかそういうものも皆さんに知ってもらうためにも、ぜひ２年たった今日

ですから、これはやっていただきたい、このように思いますが、町長の考えをお聞きいたし

ます。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  地区の方々を集めるというような町政懇談会の形態は、町政において、先ほど議員もおっ

しゃられたとおり、また前回も答弁をさせていただいたとおり、大きな政策の転換期や、町

民の皆様のご判断を仰ごうとする極めて重要ことがらにおいて必要なものと認識しておりま

す。 
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  町民の皆様から町政や日々の暮らしの中で忌憚のないご意見や提案を聞かせていただくに

は、現行の「町長と未来を語ろう」の手法が町民ファーストに相応しいあり方ではないかと

実感しております。 

  繰り返しになりますが、今後も皆様の声をたくさん聞かせていただくことを優先し、これ

ら貴重なご意見を町政運営に反映することで、よりよいまちづくりとなるよう真摯に取り組

んでまいりたいと考えております。 

  やはり、皆さんから声をかけていただきたいと常に言っているんですけれども、なかなか

声がかからないということですけれども、実際に寿大学ですとか、この２年間で２回ほど講

演をやらせてもらったり、下田のほうでも下田ライオンズクラブでも、やはり２回ほどこの

２年間で、年に１回は必ずライオンズクラブのほうでということで一応させてもらっている

んですけれども、そのように声をかけていただければ、町内・町外を問わず、そういう関係

するところに行って、いろいろと政策的な話ですとかさせていただいております。 

  また、推進協のほうで説明すると言ったのではなくて、これは推進協議会のほうで土地を

買えたら、あの土地をもし買えたらどういうふうにするかということを推進協議会で協議を

してきたと。計画を立てたということですので、土地が買えなかったから推進協議会として

も湊の区民に対しては、それ説明の必要はないではないかというふうな判断でございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君。 

〔６番  稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） 私と町長の考えの差がここではっきりわかったんですけれども、私は、

このＣＣＲＣ、これは町の要するに地方創生の事業として、町が取り組む大きな事業、一大

事業だというふうに私は感じております。 

  それを撤退というか、やめる、方向転換する、これに関しては、やはり、大きな転換だと

いう認識を私はしておりますから、町民の皆さんにそれも説明し、また町長の言われるよう

に、出向いて行くということよりは来てもらいたいと。だけどね、町長。町長のところへ、

岡部克仁だったら割と皆さん行きやすいですよ。町長という為政者の形の中で、町長のとこ

ろへ、いろいろがあって、これは町民の皆さんにしたって、お年寄りはもっと行きにくいで

すよ。 

  それをね、こっちへ来てくれればというそういう考えでは、町民ファーストじゃないでし

ょう。ですから、町長みずから行って、それでお年寄りの話も聞く、皆さんの話を聞く、何
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でもいいじゃないですか。猫が死んだでも何でもいい。そういう話を聞けるそういう場所を

つくることが２年間の町長の町民ファーストの一つのあれですよ。どうですか、その辺は。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  議員のおっしゃられることもわかりますけれども、やはり、じゃ何もしていないのかとい

うと何もしていないわけではなくて、やはり、そういういろいろな高齢者の団体であるとか、

いろいろなところに参加して意見交換したり、先日も花の会のほうへ行って一緒に作業をし

たりとか、多分今までの町長が誰もやらなかったようなことは、やっていると私は自負して

おります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君。 

〔６番  稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） 町長、ちょっと極端過ぎる。何もしてないってことじゃないんですよ。

そういうスタンスを持って町民と接すること、これが為政者として、町のトップとしての私

はなすべきことだというふうに、今、それを話、論じても、これは町長と平行線ですから、

まあいいです。 

  次に、３月の定例会で私たち議員に提出されました施政方針、予算編成方針の中の内容が、

４月の広報「みなみいず」に掲載された内容と一部削除してあったところがあります。これ

はどういう意味か。ちょっとその文面を私、披露させてもらいます。読まさせてもらいます。 

  これは施政方針の７ページ。これは下水道処理場の後ろ側にこどもの広場、遊具を設置す

るということです。「同広場の整備に向けては、安全性と利便性を確保しながら、楽しく集

える環境づくりを目指す中で、新たな遊具増設も予定されております。」と非常にいいこと

だと思います。「これらの遊具類は、大瀬地区で太陽光発電プラント事業者による寄贈の申

し入れを受けたもので、同事業者からの心温まるご支援に対し、この場をお借りして厚く御

礼申し上げます。」このとき、私、ちょっと一般質問には通告していなかったから議長にも

注意されたんですけれども、これ利害関係の絡む、こういうものはどうですかということを

言って、その場で終わったんです。 

  そして、広報「みなみいず」４月号。ここでは、今言ったところが全部、これらの遊具に

ついてと書いてあるこれらについては、全部削除してあります。これはどういう意味で削除
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されたか。私は、町民の皆さんに議会で報告したものと同じものを広報ですから、これ正確

に町民の皆さんに、これはお届けして、こういうふうだということを知ってもらう。それが

施政方針から広報「みなみいず」にそっくり。今までの町長というか、歴代の町長の中では、

そういうことをやった方は、私が覚えている限りいません。これは正確に皆さんに提示する

ものだと。私は思いますけど、町長の考えはどうですか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  広報「みなみいず」への施政方針、予算編成方針、行政報告の掲載については、限られた

編集枠の制約を受けた中で、「要旨」と注釈を入れて発行させていただいております。当然

のことではありますが、これら施政方針、予算編成方針、行政報告は、議会傍聴者にも広く

配布され、同定例会議事録でも公開されるものであり、一部町内のテレビでも放送されてい

るものであります。また、広報紙の発行に際しては、広報担当課や総務課長、副町長も校正

に加わり、掲載内容の趣旨は損なわれていないと判断したものであります。 

  これまでも、定例会における施政方針及び予算編成方針や行政報告など、要旨として発行

されており、時によりその全てが掲載されない場合も多々あると担当部署からも報告を受け

ております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君。 

〔６番  稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） 町長、ただね、報告じゃないですよ、施政方針。施政方針の重要性っ

て町長知っていますか。町長が今年度にこういう方向で町政をやっていきますよと。その一

つのこれは基本なんですよ。これをたった１カ月の間に削除するというか、今までほんと私

もずっと広報「みなみいず」、すべてもってこられたらいいんでしょうけど、これだけあり

ますよ。鈴木史鶴哉町長のときから、そういうのを見ますとね、ほとんど全部毎年毎年やっ

てあるわけじゃないですけれども、全部施政方針は、こういうふうにね。私は意図的にやっ

たんじゃないかというふうに思っております。これは、そうでなかったら申しわけないです

けれども、やるってこと自体ね。 

  これは町民を、要するに議会の我々も町民を代表として来ている。それをね、言い方は悪

いけれども、愚弄しているというふうに私は思いますよ。これはもっと町民にね、町民の皆
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さんにね、大瀬地区太陽光発電プラント事業者からの寄附があったということを皆さんに、

別にあれでなかったら知らせたっていいじゃない。これ副町長、それから総務課長、これは

どういうふうなあれです、校正をやったって言ったって。その辺を聞きたいですけれども。 

○議長（齋藤 要君） 副町長。 

○副町長（橋本元治君） お答えをいたします。 

  先ほど、町長のほうの答弁にもございましたように、当然これは紙面の関係もございます

し、いろいろな意味で校正部分については、当然、全部を全部というのは出せないというと

ころもあります。これは、議員は今まで全部出ているというふうに言いましたが、私は、役

所の長い経験の中でかなり割愛する部分もあると自分は思っております。 

  意図的にそこをなぜ削らなきゃいけないのかというところは、これはお考えもいろいろあ

ろうかと思います。議員のお考えもある。私どものほうの中としては、要旨については何ら

変更があるものではない。基本的にあそこの青野川の調整池は、もともと調整池という現状

がありますので、危険の削除のために違うところに、要は下水の処理施設が、増設がなくな

りましたので、安全なところに移設をするというところが第一の目的。その中で、寄贈の大

瀬の発電事業者のほうからいただいたと。寄贈の申し出があったので、それをお受けしたと

いうようなことの中でお示しをした中で、通常の施政方針ですから、そちらのほうには記載

をさせていただきました。 

  考え方は、確かに議員のおっしゃるように何かあるのかというようなことであれば、これ

は基本的に犯罪でございますので、そんなことは全くありません。そういう意図もありませ

ん。はっきり申し上げますと、議会だよりにつきましても、これは議会が発行しております。

これも当然、皆さんがいろいろな一般質問をたくさんされておりますが、ほぼほぼ要旨でま

とめられているというところがありますので、ぜひその辺のところはご理解をいただきたい

というふうに思います。 

○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君。 

〔６番  稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） 副町長が言われるその議会報、議会報は我々が自分で何百字以内とい

うことで書いて、そして自分がこれを載せてもらいたいということで書くわけです。ですか

ら、言ったとおり私が一行一句ここで言ったことは全部議会報に載っていくかといったら、

それは誰が考えたってないですよ。 

  ただね、施政方針というのは、私に言わせれば、町長がその１年間をどういう形でやって
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いくかというものだから、これは全て町民に知らせる必要があると思う。それを削除したと

いうことは、今までに、副町長は今まで私が言ったことはそんなことなかったと言うけれど

も、私もそれは調べていますけれども、なかったらなかったで、いいんですけれども、やは

りね、この施政方針というものは、必ず町長が１年間をこういう形でやっていきます。その

中には、こういうあれですということをこれは提示しているというか、これはね、私は非常

に残念ですね、正直言って。 

  これは、今後、あれですよ、行政は公正公平というのを、不信感を持つ、これは一つのあ

れになる可能性はあると思いますよ。町がやるのは。じゃ、これはもう隠ぺいしているのか

とか、言い方悪いですが。そういうふうな結果を招かないように行政は、やはり公平公正で

あるということを認めて、ちゃんとあれですよ、こういうものは載せるべきと私は思います

けれども、これは幾らあれしても副町長も町長も今のお考えを変えることはないということ

で私は認識します。 

  それから、次が、済みません、石廊崎のオーシャンパーク開園と周辺及びアクセス道路整

備の考えはということでお聞きいたします。 

  石廊崎のオーシャンパークの件につきましては、同僚議員も質問しております。その中で、

石廊崎オーシャンパーク、私も４月では行けなかったものですから、この10日間の大型連休

のときに２日の日でしたか、現地へ行きました。そのときは、バスが四、五台、それから普

通車の駐車場が、約６割ぐらい、午前中11時ごろでしたか、になっているようなそんな状況

でした。 

  そして、この新聞ですと、大型連休10日間が１万6,206人で、見込みの1.5倍、年間ベース

20万人、これはジャングルパークのときは75万人でしたけれども、不確定要素が多い中でも、

まずまずじゃないかなというふうに私も考えております。 

  この中で、先ほどもというか、同僚議員も話がありましたが、石廊崎のジャングルパーク

入口の右側にある旧売店、大きい売店の廃墟、それから中へ入って行きますと、岩崎産業が

賃貸でやっていた土産物というか、それの売店の残骸というか鉄骨ですね。それから、公衆

便所、昔の、が残っている。これが非常に景観を損ねているという意見が地元の方も、それ

から観光客からもあります。これらについて、企画課長が言われるように、岩崎産業とコン

タクトを取っているが、今まで係争の関係にあったから、うまくそこはいっていないという

わけですよ。確かに、岩崎産業という会社につきましては、私も内容的にというか、その会

社の方針というか、それは十分知っております。私たちが当時、土地の鑑定価格を掲げて購
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入するのに、谷議員と２人で鹿児島まで行って門前払いをくったという、そういう結果もあ

ります。 

  そういう中で事情はわかりますが、ここは国立公園第一種地域。これは町も固定資産税は

たしか、非課税になっているよね。そういう意味でも、向こうは凄くいい意味での恩恵は被

っている。それで今言った第一種地域、これでもう何も建物とかそういうものは利用できな

いような状況の中で、ぜひこれをどうするかということになると、町長も言われていた勝俣

衆議院議員が環境政務官。勝俣議員も現場を前に見られて非常にびっくりしていたというこ

とも聞いておりますし、だからそういう静岡県出身でもあるし、ぜひ環境省のほうから行政

指導とか、そういう形のもので岩崎産業のほうに何かやってもらえないのか。 

  それと、もう一つは、空き家特措法でも景観だとか衛生面、いろいろな面で、これはどう

しようもないよというものは、町が特定空き家に指定すれば町が強制代執行も出来ると、そ

ういうあれもあります。そこなんかは該当するのか、それを地域整備課長に聞きたいですけ

れども、何かそういう形のものを我々はぜひ考えて、あのままにしておかないで済むような

策をお願いしたいと思いますけれども、いかがですか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  ご指摘の廃墟物件につきましては、元、係争相手の所有地内に存在しております。長い調

停期間を経て平成25年度に用地取得が完了し、平成28年度から再開発事業に着手する中、進

入路工事に係る隣地協議のほか、景観の確保に向けた各種交渉を試みてまいりましたが、こ

れまでの強固な姿勢は変わらず、事態の解決には至っておりません。 

  その後においても、進入路の完成時あるいはオーシャンパークグランドオープンに際し現

地確認を求めるものの状況に変化はありません。 

  今後、石廊崎オーシャンパーク整備においては、継続事業も多々残されており、廃墟物件

の撤去依頼といった交渉から関係が悪化した場合、事業計画が全て停止することも考えられ

ます。 

  本町を代表する景勝地として、早期に解決したい重要な課題でありますが、慎重に事を進

め、適切な環境整備に努めてまいります。 

  そのほか空き家特措法等の質問に対しては、担当のほうから答弁させます。 

  以上です。 
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○議長（齋藤 要君） 地域整備課長。 

○地域整備課長（飯田満寿雄君） お答えいたします。 

  まず、国立公園のほうからいきますと、園地事業でございますので、園地を廃止した場合

には現状回復命令ということがございますが、まだその辺が事業を廃止していないというこ

とになりますと、その辺の指導ができないということになります。 

  また、特措法に関しましては、14条のほうに規定がございまして強制代執行というのはで

きるよということはうたってございます。ただし、その費用については、所有者さんのほう

からいただくような形になりますが、なかなかその辺がいただけないということがございま

して、近隣市町というか、全国的にも少ない状況になってございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君。 

〔６番 稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） わかりました。 

  強制代執行で、例えば町が費用は出します、もうこれは背に腹は代えられないという感じ

でもあるし、いずれにしても勝俣環境政務官も言いますし、そういう面でも、これは精査と

か検討をするべきだと思いますので、ぜひやらせてください。 

  それから、もう一つは、アクセス道路としての主要地方道下田石廊松崎線及び国道136号

の整備についてということで、これはオーシャンパークはこういう形で開園して、それで私

も先ほど５月２日と５日に行って、そのとき大型バスがどこへ行くかちょっと見ていたんで

す。そうしたら、大型バスが下田へ戻らないで、ほとんどのバスが中木方向へ向かいました。

中木に私の知り合いもいるけれども、この観光バスが凄く通るよという話も聞いています。

ですけれども、今の主要地方道は中木までの間も大分狭隘のところがあって狭い。それから、

今度は136号ですと妻良坂、そして松崎までの間、雲見をカーブ改良とか線形改良をやって

いますけれども、そういう意味で、このアクセス道路が非常に今悪いです。伊豆縦貫ができ

た、これで西の土肥を越えて松崎まではすばらしい道路で来られると、しかし、そのから先

こっちへ引き込むには、今言った道路が狭隘で大型化したバスが非常に走行に困難だという

話も聞いております。 

  それで、私たち自民党県連のほうに８月には、必ず政調会長会というのがありまして、そ

のとき、そういう箇所についての要望は毎年提出しております。それで、その提出はしてい

るんですけれども、なかなかそれがいい方向に行っていません。それで、過日、西の議員さ
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ん、それから松崎の議員さん、そして南伊豆の議員さんでちょっと懇談会をやったときに、

ぜひこの間については期成同盟会か何かをつくって早急に手をつけてもらうような、そうい

う方向でやるしかないんじゃないかという話までは出ております。 

  そこで、町長の考えを聞きたいのは、この１市５町なり、先ほど言った西、松崎、南伊豆

の町長でもいいですが、期成同盟会か何かを発足するような、そういうことをこれからやる

のがいいんじゃないかなと思いますが、町長の考えをお聞きいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  主要地方道下田石廊松崎線、県道16号では、石廊崎のトンネルから仲木までの間が狭隘な

状態のままとなっております。 

  下田土木事務所との協議は常に行っており、平成28年度中には石廊崎オーシャンパークと

の取り付け道路の整備に合わせて事業実施のお話もいただき、部分的ではありますが、測

量・設計も行われました。 

  また、石廊崎区への住民説明会も実施されております。 

  このような中で、来年には東京オリンピック・パラリンピックが開催され、自転車競技の

会場となる中伊豆エリアでも狭隘部分が存在しているとのことでありまして、その解消が優

先されるため事業再開はオリンピック後となりそうです。 

  国道136号の狭隘箇所や支障木等の問題についても、早期に対応していただくよう、下田

土木事務所関係機関に対し粘り強く要望を続けてまいりたいと考えております。 

  先日、下田土木事務所、農林事務所の幹部、所長をはじめ、幹部の皆さんと森県議の計ら

いで意見交換会をいたしました。かねてから要望してあった下田石廊松崎線を含む道路に係

る支障木について、なかなか県のほうでも予算がつかないというのが現状であります。しか

しながら、予算がつかない中でも、できるだけ捻出して対応しますというお答えをいただい

ていますので、まずは道路の拡幅まではいかないですけれども、支障木等については、県土

木のほうでしっかりと対応していただけるというお答えをいただいております。 

  また、期成同盟会については、これは、やはり観光バス、運転手さん、旅行バス会社さん

のほうからお話を伺う中で、やはりその松﨑の三浦地区も大変走りにくいということを伺っ

ておりますので、その辺、松崎町、それから南伊豆町、それからほかの１市５町の中で、ど

のように対応していくかは、これはまた町長会、広域連携などで、また皆さんと協議をして
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いきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君。 

〔６番 稲葉勝男君登壇〕 

○６番（稲葉勝男君） 今、町長、美しい伊豆創造センターで出した伊豆半島道路ネットワー

ク、これにも下田石廊松﨑と、それからこの136号については、30年に完成するやら、30年

から39年、30年代にというのが載っています。これがもっと早くなるような、町長の力でみ

なさんの場であれしていただきたいと、このように思っております。 

  それから、ＣＣＲＣ事業につきましても、先ほどから同僚議員とか皆さんが質問されてい

るので、この中止ということにはなったのはわかるんですけれども、町長、これは先ほども

ちょっと私が申し上げました、要するに町の事業だということでいいんですかね。わかりま

した。 

  それで、ＣＣＲＣ事業を機に私は湊地区の活性化、それから、もう一つは、これも先送り

というかやめたんですけれども、地熱発電の関係で温泉の集中管理、そういうものからして、

湊地区が、今温泉が非常に危険な状態に陥っているということがありますので、ぜひここら

湊地区は南伊豆の観光の拠点でもありますし、地域の活性化、それから大型宿泊施設もござ

います。そういう関係で、ぜひ弓ヶ浜温泉がなくなったら、もう弓ヶ浜だけじゃネームバリ

ューからにしても、さらに寂しくなるものですから、ぜひ地域を入れた協議会、観光協会い

ろいろ民宿組合ですとかの皆さんとまた協議して、１年、２年でできる問題じゃないですけ

れども、やっぱり先駆けをつくっていく。民間がやっている民間の事業だから行政がタッチ

できませんじゃなくて、ぜひそれはやってもらいたいというふうに最後にお願いしますと同

時に、町長の今日の答弁を聞いて、酷なようですけれども、町民ファーストじゃなくて自分

ファーストだというふうに私は感じたので、この後の在任期間２年間で、ぜひ町民ファース

トになるように頑張っていただきたい、このように思います。これで私の質問を終わります。 

○議長（齋藤 要君） 稲葉勝男君の質問を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 渡 邉   哲 君 

○議長（齋藤 要君） 次に、１番議員、渡邉哲君の質問を許可いたします。 
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  渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） １番、渡邉哲でございます。通告書に従いまして一般質問を行います。 

  最初に、町長の施政方針及び予算編成方針ということで質問をいたします。 

  町長は前政権の事業もここで一段落をいたしまして、そして、これからは、また岡部政権

として新しい事業に取り組むことだと思っております。そして町長、今ここにある困ったこ

ととか、それは当然やらなくてはいけないと思います。しかしながら、あなたはまだ若い。

そして、ある面では長期政権も考えられるわけですよ。そういった中で、やっぱり、この南

伊豆をこう引っ張っていくんだという百年の計とよく言いますが、そういった意味での一つ

のスジといいますか、岡部町長のスジ、これを打ち出して、将来南伊豆町民が希望を持てる

まちづくりに励んでいただきたいと思いますが、その点、いかがでしょうか。お聞かせくだ

さい。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  今まさに地球的な規模でＩＯＴやイノベーションが加速し、10年後の世界も私たちに想像

できない時代がやってきております。 

  あんな小さなスマートフォンがパソコンの役割を果たし、情報、金融、物流、教育や医

療・福祉など、生活の基盤をなすものとなっております。 

  このため、現状において課題とされているような事柄は、難なくクリアされている時代に

なるのかもしれませんが、これらイノベーションに乗り遅れることのないよう対応していか

なければならないと思います。 

  100年後の町を担っていくのは、私たちではなく次の世代でありますので、彼らのために、

今、何が必要なのかを慎重に考えていきたいと思います。 

  現時点で思うことは、長いスパンで考えていかなければならないものとして、防災力の強

化があり、安心・安全な社会インフラの整備は将来への投資として重要であろうと考えます。 

  また、地域社会を支えるものは人でありますので、子育て支援にも力を注ぎたいと思いま

す。 

  冒頭にも触れましたが、町の100年後を想像することは極めて難しいと考えますが、観光

地として自然景観の保護と伝承、加えて安全で持続可能なエネルギー政策なども重要ではな



－116－ 

いかと考えられます。 

  100年後もこの美しい自然と環境のもとで、より多くの町民が健やかに生活し続けられる

南伊豆町であることを願っております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） 今いろいろとお聞きしました。 

  岡部町長は、やっぱり日本全国に先駆けたエアコンの設置、それがもう、とても評価でき

る事業であったと思いますが、やっぱり町民の希望としては、これからどうなるんだと、も

う税収ではとても賄っていけない我が南伊豆町、そして、少子高齢化の中で税収の増加もま

ず見込められない。そういった中では簡単に言えば、これは外貨をいかにして呼び込むかと

いうこと、そういう誰が考えても施策だと思うんですよ。ということですから、教育長、幹

部の皆さんが岡部町長を助けて、このよりよい南伊豆ができますようにお願いを申し上げま

す。 

  それから、もう一つ、先ほどの稲葉議員もおっしゃっておりました件なんですけれども、

これは例えば、議員であれば誰でも気づくことなんですよ。町の幹部にしてもそうだと思う

んですよ。これは気づかないほうがおかしいですね。そうでしょう、総務課長。 

  それで、我々もやっぱりここの立場で、ここでしゃべるときに、言いたくないことも言わ

なきゃならないこともあります。勇気を出して言っているんです、我々は。嫌われるような

ことは言いたくない、なるべく。それを、身を奮い立たせてしゃべっているということも皆

さんご理解ください。 

  ですから、私は稲葉議員の言ったことに対して賛成をいたします。そしてなるべく、今後

そういうことのないように、町長、していただきたい。そう思いますが、いいですね、それ

で。何かあったら、どうぞ。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  まず、これからの南伊豆町ということですけれども、やはり、これから５Ｇですとか、こ

れから、まだ時代が進めば６Ｇとか、そういう時代になってくると思います。遠隔で医療が、

お医者さんがいなくても遠隔操作で手術ができるとか、そういう今想像もつかない時代にな
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ってくると思います。 

  昨日も質問もありましたけれども、自動運転等ですね、そういうことも遠隔で運転手さん

が乗っていないけれども、遠隔操作で車が動くという、そういう時代がまさに近くなってき

ているのかなと思います。ただの自動運転でなくて、本当に遠隔操作ということ、５Ｇを使

ってそういうことが起こり得る時代になってくるなと。ただの自動運転は、南伊豆町はなか

なか道路の整備が進んでいないがために、かえって事故が起こりやすいのかなというふうに

思いますので、遠隔操作ということが大変期待されるところであります。ですから、そんな

100年というのは、やはりちょっと壮大過ぎるので、その都度、その都度、時代に合わせて

進めていきたいと思います。 

  先ほどの広報紙の関係ですが、やはり、広報「みなみいず」において、施政方針・予算編

成方針・行政報告の掲載については、限られた紙面の中で編集しておりますので、その要旨

と注釈を標記しておりますので、ご理解をいただきたいと思います。その内容の主だったと

ころについては、あれは、メインは公園を整備するということでありますので、それがどう

いう形でというところを省かせていただいたという経緯がございますので、ご理解いただき

たいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） 理解をしますけれども、なるべくそういうことのないように再度お願

いをいたします。 

  次に移ります。 

  里山整備とその対応ということで、施政方針にも載っておりました南上地区におけるバイ

オマスガス発電の、これの進捗状況といいますか、進行状況をお知らせいただけますか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  南伊豆町再生可能エネルギー農山村活性化協議会は、町の面積の約８割を占める山林の

木々を活用した木質バイオマス発電により、中山間地域の森林整備及び有効活用に努めると

ともに、農林業の活性化や雇用の創出、再生可能エネルギー発電の促進と農林業の持続的な

発展を目指す中で、４回ほど開催されております。 
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  本年度に入り、第１回目となる会議が６月中に予定されており、発電所の場所や発電量規

模などを記した農山村再生可能エネルギー法に基づく基本計画書がおおむね確定するとのこ

とであります。 

  同計画書の確定後は、発電事業者がその計画に則って具体的な設備整備計画を策定し、経

済産業省等への許認可申請を行う段階へと入ってまいりますが、これらの審査には半年程度

を要するようでありまして、認定後にガス化ユニット等を正式発注しながら農地転用等の手

続に入ります。 

  また、発電所の試験運転ができるのが令和２年の夏ごろ、売電開始を９月か10月以降と見

込んでおります。 

  本事業は、基本的には独立採算制を目指しており、静岡県の「森づくり県民税」を原資と

する想定はしておりませんが、森づくり県民税を活用した里山整備等については、従来どお

り賀茂農林事務所と協議をしてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） その南上地区の発電所の件ですが、ちょっと悪い噂も聞いているんで

すよ。予定した土地にできないとか、規模を縮小するとか、そういったことはございません

ね。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  現在、法律にのっとって計画作成中でございますけれども、これにつきましては、場所の

選定、そして規模については、計画書に載せることになっております。 

  その中で、候補地については、地権者さんにも打診をした中で内諾を取ったことになって

おりますが、そこにつきましては、やはり地権者の考えもいろいろございますので、場所が

変わっていくということはございます。 

  この場所についての決定については、６月に予定されている協議会の中で、でございまし

て、協議会の中でもまだ協議でございますので、そこで計画場所が確定するかどうかは定か

ではございません。また、規模につきましても同様でございまして、６月の協議会で話し合

いがなされることとなっておりますので、現在は流動的な期間であるということであります。 

  以上です。 
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○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） やっぱり山がきれいになる、どちらかというと、発電よりも南伊豆町

の山がきれいになる、町民の皆さんは、割とこっちのほうの期待感が多いんじゃないかと私

は思うんですよ。ですから、これは止めないでくださいよ。ぜひ続けてもらいたい。そして、

この里山整備にもちろん繋がることですから、これは一生懸命頑張って、第二のエアコンの

ような気分でやってください。 

  すみません。もう一つ、この里山整備に関して県の俗にいう森林税、あれはどうなんです

か。まだ当然続いていますよね。その中で、その使い方、やってほしいなという個人の方が

大分おられますよね、とにかく無料でできるということで。だから担当課の方でいいですか

ら、どうしたらできるのか、ちょっと教えていただけますか。 

○議長（齋藤 要君） 地域整備課長。 

○地域整備課長（飯田満寿雄君） お答えします。 

  それにつきましては、森づくり県民税もございますが、今年度から森林環境税というのが

ございます。そちらのほうは、所有者の意見を聞いた中で、もしできないものであれば町が

かわってやりますよという制度になりましたので、そちらのほうをご活用いただければとい

うふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） じゃ、そういう希望があったら課長のところへと出向けばいいんです

ね。はい、わかりました。 

  次に移ります。 

  このインクルーシブ教育と非認知能力教育について。これはなかなか難しいことなので、

私がとやかく言うよりも、町長にお願いしてよろしいですか。この教育に対する南伊豆の対

応をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  インクルーシブ教育とは、障害のある者と障害のない者がともに学ぶ仕組みであり、障害
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のある者が教育制度一般から排除されないこと、自己の生活する地域において初等中等教育

の機会が与えられること、個人に必要な「合理的配慮」が提供されることなどが求められて

おります。 

  小・中学校の対応については、こども園保育士と小学校教諭、賀茂地区指導主事をメンバ

ーとした、こども園・小学校連携会議のほか、児童委員、学校医、児童相談所長等の関係諸

機関の代表も加えた、小・中学校就学支援委員会も定期的に開催されており、障害のある方

の就学に際しても情報共有しながら適格な対応を協議できる体制を整えております。 

  また、南中小学校及び南伊豆中学校には、それぞれ情緒・知的の特別支援学級も開設され

ており、個人に必要な「合理的配慮」の提供も行われております。 

  一方、非認知教育は非認知能力とも呼ばれ、感情や心の働きに関連する能力で、「忍耐

力・社会性・感情のコントロール」を中心とした様々な要素があり、３歳ぐらいまでに、ベ

ースとなるこのような能力を高めることで社会的な成功や健全な生活に繋がるというもので

あります。 

  非認知能力を伸ばす方法は、「子供の好奇心を尊重し、やりたがることをやらせよう」と

いう探索活動を見守ってあげるなどの方法があると報告されております。 

  認定こども園では、一人一人の乳幼児が友達との生活の中で、のびのびと「みんな違って、

みんないい、その子らしさを発揮し、心豊かに育ってほしい」という基本的な考え方のもと、

日常の保育に努めているところであります。 

  各家庭によっては、教育や保育に対する考え方の違いはあるかもしれませんが、子供たち

の健やかな成長を願うことは同じであります。 

  今後とも、小・中学校、こども園においては、それぞれの基本的な考え方のもと、教育と

保育の充実に努めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） ある程度のことはわかりましたけれども、実際、じゃもう少し具体的

に、教育長、教育長の立場でお答えができたら、この件について。 

○議長（齋藤 要君） 教育長。 

○教育長（佐野 薫君） お答えいたします。 

  現在、文科省のまとめでは、通常学級40人の学級において特別な配慮を必要とする子供た
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ちというのは、大体出現率6.5％くらいなんです。本町の場合は１学級が25から30人ですの

で、この割合から考えると１学級に１人ないし２人の配慮を必要とする子供がおります。こ

の子たちに必要なものというのは何かとニーズをしっかりと見極めて、必要なものをしっか

りと与えることということです。場合によっては通常学級にいるわけですから、いろいろな

ことがほかの子と同じようにはできないかもしれません。それを可能な限りできるように近

づけていくというのが、合理的配慮でございます。 

  これは、この子たちを特別扱いしようというのではなくて、その保護者の方、本人が望む

ところでしっかり学ばせたいという基本的な思いがございますので、そのためには、どんな

ことができるのかというのは、今は幼小がしっかりと連携をしておりますので、園児のとき

から、先ほど非認知教育は３歳児が土台だという話が町長からありましたけれども、これは

そのとおりで、このあたりからやっていかないと、小学校、中学校に繋がっていかないんで

すね。やがてこういうお子さんも町に帰ってこられるわけですよ。学齢期は障害の程度によ

っては外で学ぶこともあります。特別支援学校が相当のお子さんもいますし、ただ、将来的

にこのお子さんは、学校に入ったままではないものですから、社会に出るということも想定

しなければいけません。そのときに、今、県のほうで力を入れているのが、自分の地元へ戻

して、地元の学校の子と交流させる。交流籍の教育、こういったものをやっております。 

  私たちのところの南伊豆町では、幼・小・中・高まで含めた連携をしっかりやって、その

根底には一人一人の子を大事にする。特に特別の配慮を要する子供については、一人一人計

画が違うんです。特別支援教育計画、あるいは特別指導計画、こういったものを一人一人に

用意します。そういった面では充実しているんではないかなと思います。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） ありがとうございます。 

  教育長のお話から町長の話を聞いて安心しましたから、これでやめます。 

  次に、世帯分離での世帯分離制度というのがありまして、これに対する当町の対応。これ

は聞いたり読んだりするところによりますと、自治体によってそもそも温度差があるという

ことなものですから、当町の対応はいかがされているのかお聞かせください。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 
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  住民基本台帳法は居住関係の公証を第一の目的としており、住民基本台帳は実態を正しく

反映すべきものであります。 

  同法による「世帯」とは、住居と生計をともにする社会生活上の単位をいい、世帯を構成

する者のうちで、「その世帯を主催する者」が世帯主となります。「その世帯を主催する者」

とは、主として世帯の生計を維持する者であって、その世帯を代表する者として社会通念上

妥当と認められる者です。 

  このことから、世帯という概念は居住と生計維持関係との両面から考察されなければなら

ないものであると考えます。 

  介護保険制度においては、本人を含む世帯員の所得状況により保険料や負担限度額認定な

どの自己負担額は低く抑えられる場合がありますが、世帯を分離するかどうかは、生活の実

態として世帯が別なのかどうかにより判断されるもので、制度上の有利、不利だけで決める

べきものではなく、あくまでも対応策の一つと考え、家族の暮らし方などをもとに総合的に

判断されることであると考えます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） なんでも世帯分離を行うと、大概が介護保険の負担が軽まると、こう

いうことになっているらしいんですけれども、そのとおりですか、担当課長。 

○議長（齋藤 要君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（髙橋健一君） お答えします。 

  世帯によって、世帯の所得があるなしによって軽減される場合もあります。 

  ただ、介護保険にかかわらず、いろいろな制度がございます。その中には、例えば児童扶

養手当等については、お子さん、そのお母さんが、世帯があると、その親の世帯と別にある

という場合においても、生計上、逆にみなしとして、その親の世代を含めた所得という考え

方もございます。各種制度によって若干そういうところで異なる場合がありますが、基本的

な考えというのは、この世帯、生計をともにしているというのが住民基本台帳上の世帯のあ

り方だと考えています。 

  ですから、制度が有利か不利かとかそういうことではなくて、一つの生計を立てる、生活

をする上での世帯という考え方で私どものほうは捉えたいと、こういうふうに考えておりま

す。 
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  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君。 

〔１番 渡邉 哲君登壇〕 

○１番（渡邉 哲君） 日本人というのは、困らなければ頼らないのが日本人の魂でございま

すから、課長、そういう人がもしあなたのところへ行かれましたら事細かに相談に乗ってい

ただいて、とにかく困った人がもしいるとしたら、これは、やっぱり、行政の立場で助けて

ほしいですね。お願いして終わります。 

  これにて一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（齋藤 要君） 渡邉哲君の質問を終わります。 

  ここで昼食のため午後１時まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４７分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（齋藤 要君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 水 清 一 君 

○議長（齋藤 要君） ７番議員、清水清一君の質問を許可します。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） 清水清一でございます。これで私の任期を含めて、来月選挙があると

いう形の中で最後の質問になるかもしれませんけれども、よろしくお願いいたします。 

  まず最初に、産業振興の取り組みについてという形でお伺いいたします。 

  町としては、産業振興の育成のために数多くの事業等を行ってきてはおりますけれども、

町として主にどのようなものをこれまでやってきて、これからやっていく予定なのかを、ま

ずそれを最初にお伺いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 
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○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  本町における産業育成のための取り組みとしては、本年度に策定する「南伊豆町産業振興

計画」の事前準備として、昨年９月から商工会並びに観光協会に町内事業所を対象とした基

礎調査業務を委託し、事業者アンケート、個別の意見徴収、課題の洗い出し等に取り組んで

まいりました。 

  今後は、これら集約したデータを活用し、地域産業の特性を踏まえた効果的な計画を策定

してまいります。 

  創業に向けた相談業務においては、具体的に動き出す段階にある事業者の掘り起こしや情

報提供を実施するなど、商工会、地域金融機関、産業団体との連携をもって、創業前から開

業後のフォローアップに至る伴走型支援を実施しております。 

  また、南伊豆ブランド認定品が45品目、「ふるさと寄附事業」については172品目を登録

するなど、本町の特産品を全国的に広くＰＲしておりますが、本年４月に新たに着任した地

域おこし協力隊員との南伊豆郷土料理の伝承活動や新規メニューづくりを通して、地域食材

の付加価値を高め、食を通した地域プロモーション活動や販売事業の強化にも取り組んでお

ります。 

  本年度末までには町内全域に光ファイバー網が整備される予定でありますので、サテライ

ト企業の誘致やＩＯＴを活用した新たな起業家の誕生などに大きな期待を寄せるところであ

ります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） ありがとうございます。 

  これまでも予算審議でもあったように、いろいろ事をやっているんだという話は聞きまし

たけれども、やっぱり南伊豆町もしかりで、日本国中余り景気のよくないという話の中で、

どうしても景気をよくしていかなければ、南伊豆町だけもっと景気が悪くなってこようかと

思いますので、なるべく産業振興を行っていくという形で考えておいていただきたいなと思

います。 

  そのために、町内企業の育成、支援の取り組みなどの形がありますけれども、先ほど町長

の答弁の中でありましたけれども、それについて創業に向けたものとかやっているという答

弁もございましたけれども、それについての内容等、推進はどのようにやっていくのか、そ
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れについてお伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  事業者支援の取り組みは、「小口資金」や「短期経営改善資金」の借り入れに対する利子

補給のほか、商工会との連携による事業者育成に努めているところであります。 

  また、商工会が実施する「販路拡大事業」や「ブランド特産品開発事業」、「商店街等空

き店舗対策事業」などに対し、補助金等による財政支援を実施しております。観光分野にお

ける「みなみの桜と菜の花まつり」などの各種イベントに対しても適切に対処しております。 

  今後も、商工会並びに観光協会など関係する諸団体と共に連携を図りながら、地域産業の

育成・支援に向けて積極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） 小口資金とか空き店舗とか、そういうものをやっていただけるという

形の中で、この間も新聞報道がございましたけれども、町内ではなくて、下田市のほうで空

き店舗を事業ではじめた店舗で、南伊豆町で店舗を開かなかったけれども、南伊豆の町民が

下田市で開業したという話がございましたけれども、これについては町長、あるいは担当課

のほうについては、町民が起業したという形の中で、いい話だと思うんですけれども、これ

についての感想等がありましたらお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  もともと起業されて出店された方は、河津の桜まつりなどで出店はされていまして、それ

で南伊豆町の空き店舗対策事業のチャレンジショップという形で出店をしました。本人いわ

く、南伊豆町はこんなに売れないものだと思ったと。桜まつりでは、通るお客様が１つとか

２つとか買っていくのが、南伊豆町ですと５個、10個単位で買っていくということで、大変

逆に南伊豆で忙しかったというお話を聞いております。結果的には、南伊豆でお店を出すこ

とに対して自信をつけたというか、やっていく気概を持てたという、自信がついたというこ

とで残念ながら町内でなく、やはり人口がちょっと南伊豆よりも多い下田市のほうで、知り
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合いのお店を借りてやることになったというふうに聞いていますので、大変それはよかった

かなと思います。まずお店を出したのは下田市ですけれども、南伊豆の住民の方が頑張って

いるということは、またお店のほうを通ったら購入したり、協力をしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） 町民が、町内ではないんだけれども起業したという形の中では、大分

この空き店舗対策の事業によって町民が起業できたというのは、大変よかったなと私も思い

ます。また、そういうものがいっぱい出てくれば、逆にまた町内でも起業する方が出てくる

のではないかなと考えますので、この空き店舗対策事業についても、これからまたずっと町

としてもやっていっていただきたいなと思いますので、お願いいたします。 

  次に、３番目に移ります。 

  観光資源の有効活用、整備の取り組み、推進はという形で質問がございます。これらにつ

いて、観光資源の有効活用ということで、町はこれから将来どのように考えていくのかであ

りますけれども、それについてどう考えておられるのか、それをお伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  本町においては、海、山、花、温泉、食と、誘客の柱となる観光資源が豊富にそろってお

ります。 

  これらの資源を組み合わせることで、新たな魅力を持った観光商品が生まれ、情報発信す

ることで誘客に繋がっていくものと思慮いたします。 

  現在、静岡県及び県内市町、観光事業者及びＪＲ６社が協働して、日本最大規模の観光キ

ャンペーン「静岡デスティネーションキャンペーン」が展開されており、このＤＣを契機と

した商品企画の効果検証、評価改善、商品開発、販売促進などで、いわゆるＰＤＣＡサイク

ルを確立することにより、アフターＤＣや年間を通じた商品づくりに向けた取り組みを強化

し、ＤＣ期間終了後の誘客促進の仕組みづくりに取り組んでまいります。 

  加えて、観光協会はもとより、美しい伊豆創造センターを初め、伊豆半島ジオパーク推進

協議会、伊豆西南海岸観光推進協議会など、周辺市町と連携した誘客活動にも積極的に取り

組んでまいります。 
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  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） わかりました。 

  その中で、これまで先ほどもございましたが、先ほどは別の話でしたけれども、各定例会

で行政報告がございますけれども、それで各町内の各観光施設の入り込み状況とか、人がこ

れくらい来たという形の話が、前の議会でたしか一覧表で、どこどこの施設はどのくらい入

り込みがあったという形の表があったような気がするんですけれども、一覧表が添付してあ

ったような気がするんですけれども、今回はなくて、言葉でオーシャンパーク１万6,200人

とか、あるいは、また別のところですね、そういう形が１万6,200人とか、あるいは銀の湯

会館5,072人という、その数字しかないんですけれども、これまでの入り込み状況は、今回

の３月、４月、あるいは、ゴールデンウイークの各観光施設の入り込み状況はどんなふうに

なったのか、それをお伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重広君） お答えいたします。 

  今回の定例会につきましては、一覧表というのは付けてありません。３月の定例会におい

て、１年間という形の中で、前回は前年の部分を報告させていただいているのであります。

最近といいますか年度がありまして、今、４月、５月分は集計で依頼はしてあるんですけれ

ども、４月の状況を見ますと、やはりＤＣの関係があると思うんですが、旅館等もそうです

けれども、ほぼ前年よりは増えている施設のほうが多いと見受けられております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） じゃ、この１年間は、３月議会で、昨年分の１月から12月までの分を

まとめて発表しているという形がありますけれども、では、その中で各施設の入り込み状況

の施設名は、要するに町として統計をとっている施設の数は何件ぐらいあるのか。また、わ

かれば、その名称等をお伺いしたいんですけれども、入り込み状況のデータをとっている施

設というのはどのくらいあるのか、それをお伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重広君） お答えいたします。 
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  観光施設につきましては７件です。それで、町営温泉施設としては、銀の湯会館とみなと

湯です。それで、民宿につきましては、観光協会からの報告になります。旅館につきまして

は各施設ですから、８施設の個々で出していただいたものを集計しているということでござ

います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） お風呂については銀の湯会館、民宿は観光協会、それで旅館について

は８個あるから、それぞれからの報告が出ていると。私の聞きたいのは、観光施設のほうの

今課長の言われた７カ所がありますけれども、それじゃ７カ所は、どのような施設があるの

か、それをまず７カ所お教え願います。 

○議長（齋藤 要君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重広君） お答えいたします。 

  石廊崎の遊覧船が一つですね。それと伊豆下田カントリークラブ、それから波勝崎苑、あ

とは一条竹の子村、それからジオパークのビジターセンターが今までで、今回、オーシャン

パークが入ります。それと、もう一つは、季節営業になりますが、天神原植物園となります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） 今のは、６カ所だったと思うんですけれども、もう一カ所。 

○議長（齋藤 要君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重広君） お答えいたします。 

  すみません。大瀬の花狩園です。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） わかりました。 

  ７カ所あるわけですけれども、この施設についてですね、町として、この７カ所について、

それなりに何かしらの支援とか、そういうものはこれまで行ってきているのか。あるいは、

昨年度、あるいは今年度に行う予定があるのか、それをお伺いいたします。 
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○議長（齋藤 要君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重広君） お答えいたします。 

  支援というのがどこまでの話なのかだと思うんですけれども、町のほうで観光客の受け入

れ環境整備事業という話の中で、Ｗｉ－Ｆｉ整備とか、トイレの洋式化とか、外国表示の看

板とか、そういうものに使える補助金対象になっておりますので、事業者として、そういう

改善をしたいということになれば、町で補助しているということでございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） トイレとか、あるいはＷｉ－Ｆｉというのは、どの施設、あるいは観

光客、あるいはスーパーでも結局使えるという形のものだろうと思うんですけれども、それ

以外として、そういうデータをしっかりとっている施設ですから、町としても、やっぱりそ

れだけのものを何か各施設に応援してあげるようなことがあってもいいのかなと私は考える

んですけれども、一応そんなんで、町のデータとして使っている施設なんですから、だから

何もしなかったという形になってくると、またおかしいものですから、何かやってあげたら

いいのかなと思いますが、それについて、そういうものをもう１回聞きますけれども、何か

考えられておられるのかどうか、お願いします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  特段、それぞれの観光施設に対して直接何かということは、今の時点では考えておりませ

ん。しかしながら、やはりお客さんが来てなんぼの世界というところがあると思いますので、

お客さんが、いかに南伊豆町に訪れてくれるかというところを、町全体、相対的にお客様を

誘致するという策をいろいろ考えておりまして、その中の一環でも、やっぱり南伊豆町の知

名度を上げるためにも、今回も観光アンバサダーの永藤さんという若い方を起用いたしまし

たので、そういう形でも、今まで南伊豆を知らない若い世代の人たちが知ってもらえるとい

うことで、様々な観光、誘客に努めているところでございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 
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○７番（清水清一君） わかりました。 

  そういう形でうまく観光資源を有効活用する形の中でやっていただけたらば、南伊豆も大

変よくなってくるのではないかなと考えます。 

  その中で、農林水産業の育成、有効活用という形がございます。こういうのが、もう１次

産業を活性化しないと、産業振興の取り組みになってこないのではないかなと。まして南伊

豆町は、海もあるわけですから、ましてや山もある、そして畑もある、田んぼもあるという

形の中で、この１次産業に関してしっかりやっていかないと、毎回私も言うんですけれども、

田んぼが汚いところには観光客が来ない、あるいは草を刈っていないところには観光客も来

ないと、幾ら観光、観光といっても、草ぼうぼう、あるいは先ほどの答弁にもございました

けれども、道路に木が茂って陰っていて、車が当るようなところには、やっぱり観光客は来

ないという形を考えると、そのもととなる、やっぱり農業、あるいは林業、あるいは水産業

をしっかり活性化していかなければならないと考えますが、それについて町としては、どの

ように考えておられるのか、お伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  今日の農林水産業を取り巻く環境は、少子高齢化、人口減少のほか、後継者不足なども相

まって、生産量、販売額ともに減少傾向にあります。 

  このような中で、本町においては、安全・安心な食材の確保、さらには行政及び関係団体

の支援による新規就業者が徐々にではありますが定着しつつあります。 

  農業については、農業振興会の地道な活動や農林水産物直売所「湯の花」への出店などか

ら、生産、販売及び消費における地産地消が確立されつつあり、さらに発展する兆しが伺え

るところであります。 

  また、林業においては、近年森林の価値が見直される中、二つの事業体が美しい森林づく

り基盤整備事業などを活用した事業を展開しており、森林環境保全並びに若者の雇用確保に

おいても、一定の効果が見られる状況にあります。 

  水産業では、アワビ・イセエビ・マダイなどの稚魚・稚貝などの放流事業を継続すること

により、安定した水揚げを維持し、地元産として付加価値の高い商品づくりが確立されつつ

あります。 

  また、若手漁業者による市場には出回らない地魚を販売する取り組みなども行われており、
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販路拡大につながるものと期待しております。 

  今後も、各種関係団体との連携を図り、後継者対策など新規就業者の受け入れや人材育成

を支援するとともに、生産者を後押しする６次産業化支援補助金制度の奨励や活用といった

財政的支援をもって１次産業の振興に取り組んでまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） わかりました。 

  どの業種も大変ですけれども、精いっぱい頑張っていただきたいという話だろうと思いま

す。 

  また、６次産業化という形で、また新たな産業を興していただきたいというのを希望して

いるという話だろうと思うんですけれども、なかなか、やっていただくのは難しいところが

あるんですから、なかなか出てこないところはありますけれども、町としてもこうやって支

援をしていただければ増えていこうかと思いますので、これからも支援をよろしくお願いい

たします。 

  この１次産業が活性化すれば、各集落も大分よくなってくるのではないかなと考えます。

田んぼをつくらずに、草ぼうぼうのところに畑が少しあっても、水田があったほうが、その

集落が大分きれいに見えるのかなと考えるわけです。南上のほうを見ると、水田を二、三軒

つくっているところがあるんだけれども、大分きれいなところだなと思うんですけれども、

耕作放棄地になっているところは、もう一町歩近くあると、その辺はちょっと住むのも大変

なのかなというふうな雰囲気が出ますけれども、こういう草刈り、あるいは農業で水田をつ

くらなくなったところもいっぱいあるんですけれども、そういうものについて、農業の要す

る地域に対する効果というものは、町長はどのように考えておられますか。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  なかなか耕作放棄地を再利用するというのは、大変難しいことがあるかなと考えます。そ

の中でも、今、若手の農業者が新たに稲作、米づくりをしていくということで、かなり力を

入れてやっている方々もおります。その中で、やはり、できれば町民の皆さんに町内産の米

を食べてもらうということが、大変大きい成果があらわれるのかなと、やはりお米をつくっ
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ても販路が見出せないというのは一番困ることですので、ぜひとも、これから農業者、１次

産業を盛り上げる意味でも、町内産の米を食べていただくというのが大変ありがたいことか

と思いますので、やはり畑や田んぼの整備をすることも大事ですけれども、消費というとこ

ろを町内で確立できればと思いますので、また皆さんにはそのようにご協力を願いたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） 町内産お米というと、私も米をつくっているからあれなんですけれど

も、お米は静岡県の今お米で推奨品種というのは４種類あるわけですけれども、その中で、

今南伊豆町で一番多いのは「きぬむすめ」という、静岡県では特Ａ米ではないんですけれど

も、岡山県では特Ａ米ということで、そういう品種を南伊豆町でつくっていると。特Ａ米と

いうのは、新潟県の「こしひかり」が大変おいしいという話がありますけれども、それもや

っぱり特Ａ米ですから、そういう形で考えたときに、静岡県の「きぬむすめ」という品種も、

皆さんが南伊豆でつくっているその品種も、特Ａ米に近い形のお米だということを覚えてお

いていただければ、地元のお米を食べていただけるなと思いますので、ぜひとも、また地元

のお米も食べてみてください。それだけで終わりにします。 

  続きまして、電子自治体の推進という形で質問させていただきます。 

  電子自治体、いろいろなところがございまして、議会においては、タブレットを各議員に

配付したとかという議会がございますけれども、南伊豆はそこまでできるとは考えておりま

せんけれども、そういう形を考えたときに、電子自治体という形の中で、町の公式ホームペ

ージを積極的に活用していくのが大事ではないかなと考えます。 

  今後、町民に対して、このホームページを町民がたくさん閲覧してもらえるような努力を、

これからもしていく必要があろうかと考えますけれども、これからどのように努力していく

のか、そこからお伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  町の情報発信ツールとして、広報誌やホームページなどは非常に重要であると認識してお

ります。 
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  中でもホームページにおいては、町からのお知らせはもちろんのこと、最新の南伊豆の近

況を、数多くの方々に知っていただくため、トップページにフォトニュースコーナーなどを

設けるなど、全職員体制で情報発信に努めております。 

  また、ホームページの更新サイクルについては、30分単位で更新されるよう設定しており

ますので、迅速な情報発信が可能となっております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） わかりました。 

  フォトニュースを毎日１つ載っける、また、30分単位で更新されているというふうに言い

ますけれども、データを書き込まなければ、もう一回新たに30分前のやつがそのまままた載

るという形だろうと思うんですけれども、そういう形の中で更新するためには、情報あるい

は資料等を更新しない限りは更新されてこないわけです。だから、この更新したものを積極

的に開示、あるいは町民が、いいものだからまた見なくちゃという形になってこないと、ホ

ームページが活用されてこないわけですけれども、そこの考えで、ただ更新しているだけで

はなくて、新たなデータ、あるいは資料等を入れる努力等はどんなふうになされてきている

のか、お伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  町のホームページにおいては、広報「みなみいず」、議会議事録のほか、入札結果や公募

結果、各種募集やお知らせに至るまで、皆様が必要とされている電子情報については、積極

的に公開されているものと認識しております。 

  このような中、近年のＩＣＴ技術の進歩は著しく、利用者が使用する機器も、パソコンか

らスマートフォン、タブレット端末へと移行してきており、ホームページという掲示手法か

らＳＮＳなどに変化してきていると感じております。 

  現状においては、町でもツイッターやユーチューブなど、ＳＮＳによる情報発信は実施し

ておりますが、今後も複数のツールによる情報発信や資料の開示に努めていきたいと考えて

おります。 

  本年２月には、観光協会・県内テレビ局との連携により、私も審査員に加わり、「町の公
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認アンバサダー」を任命いたしましたが、アンバサダーの主な役目としては、南伊豆町とい

うキーワードをＳＮＳ上でより多く発信するところにあります。 

  現在、ほぼ毎日という頻度で、ＳＮＳの「Ｓｈｏｗ Ｒｏｏｍ」という動画配信コンテン

ツ上でピアノ演奏の生放送が行われ、折に触れて南伊豆町を紹介していただいておりますが、

アンバサダーの選考オーディション自体も１次審査はＳＮＳ上で行われました。 

  これらのツールは、今のところ若い世代向けなのかもしれませんが、今後は全世代を対象

に情報発信基盤をＳＮＳ上に築くことが当たり前の時代になってくるのではないかと実感し

ております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） これからは若い世代だけでなくて、町長が全世代に向けてやっていく

という話がございましたけれども、まあ、全世代に向けてやっていくわけですけれども、そ

んな中で、一生懸命全世代に活きるようにしていただきたいわけですけれども、次の電子の

防災への活用と取り組み。 

  いろいろ災害が出たときに、防災のための、これを、活用をするためのもの、どのように

考えて、どのように活用していこうとしているのか、今やっているのか、それについてお伺

いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） お答えいたします。 

  昨年度、総務省の情報流通行政局から募集のあった地域ＩＯＴ実装推進事業・情報通信技

術利活用補助金を活用し、災害が発生した場合、自治体が行う災害対応業務をプロセス化し、

クラウドで災害対応工程を管理するＢＯＳＳシステムを導入したほか、あわせて、災害対策

本部開設時に、町内の被災状況を３Ｄ地図上に表示するシステムも導入いたしました。 

  これらのシステム導入により、災害対応業務の明確化を初め、迅速な情報処理が図られる

体制が構築されており、平成23年度導入の防災行政無線の放送内容をメール配信する「町民

メール配信サービス」は、現在780人にご利用をいただいております。 

  そのほか、消防庁より配信された国民保護情報及び緊急地震速報・地震情報や気象情報、

火山情報等を同報無線各子局へ配信する全国瞬時警報システム・Ｊアラートのほか、災害発
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生時において地方公共団体、ライフライン事業者等が、放送局・アプリ事業者等の多様なメ

ディアを通じて住民に対して必要な情報を迅速かつ効率的に伝達する災害情報共有システ

ム・Ｌアラートも稼働しております。 

  情報通信技術を初め、ＩＯＴやＡＩなどについては、飛躍的な技術革新も期待されるとこ

ろでありますので、安心・安全なまちづくりに向けて活用できるものは、積極的に取り入れ

てまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） わかりました。 

  防災への取り組み、メールだと600人だか、800人だか忘れましたけれども、それも登録し

てあるという形の中で、そういうものをもっと増やしていただけたら、大変よろしいのかな

と思います。 

  それで、電子自治体になるための基盤整備の取り組みという形でございますけれども、行

政報告でもございましたけれども、町内全体に光ファイバーが使えるように今年度予算でや

っていくという形がございましたけれども、この64局、65局、67局について、光ファイバー

に加入して、この地区の方々を順番にやっていくわけなんですけれども、光ファイバーが一

番早い人で今年の何月、あるいは来年なのか、説明会が１月、２月という話がございました

けれども、今年度中がスタートということは、一番最初に申し込んだ方が来年の今ごろ、６

月ごろまで工事がかかるのではないかなと考えるんですけれども、実際のところはどのよう

になってくるのか、そこをお伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  今回、町の補助金を使いまして、光ファイバーを整備する事業者の決定までが、現段階で

決まりました。 

  事業者さんとの打ち合わせの中では、工事に入り始めるのは７月ぐらいからということで、

これにつきましては、どの局からということではなく、基本的には全面的に約２月を目標に

整備をしていくということであります。で、２月から３月にかけて、62のときにそうでござ

いましたけれども、加入説明会等をまた実施させていただいた上で、その後につきましては、

各プロバイダー等との契約の順番で順次引き込み工事が、各家庭ごとに始まっていくという
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ことなものですから、そこについてはちょっと申込者が何人出るかと状況の中で、62のとき

にも、さすがに４月１日に全部終わるということができませんでしたので、少し４、５、６

というぐらいにはなっていこうかと思います。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） 今年度中に光ファイバーが引けるよということはわかるんですけれど

も、各家庭まで行くとなると、申し込みの順番等もあるわけですけれども、結局は今年度中

ではなくて、半分近くのものは来年度の４月以降になろうかというふうに、この62局のとき

のことを考えますと、なろうかと考えますが、一応私も町民に対して説明するときに、なか

なかそれができるなんて言えないし、そういう62局のときはこうだったという話を言わざる

を得ないものですから、年内に申し込めば半分くらいは年内にできて、残りの半分くらいは

４月以降になるよという話で、私は説明してもいいのかなと考えますけれども、そういう解

釈でよろしいでしょうか。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） 申しわけございません。お答えいたします。 

  これに関しましては、基本的には町事業としては、補助金を事業者さんにお出しすると。

で、事業者さんのほうは、企業努力で広い面積について、この半年を使って工事をしていく

ということでございまして、これについては、その後、施工した後でプロバイダー契約とい

う、また別の契約と申しましょうか、利用契約もありまして、そこが通信事業者、光を引い

た事業者が直ということではございませんので、そこにつきましては、あくまでも２月末ぐ

らいまでに町内全域に光が引かれて、その後、簡易説明会等が開かれて申し込みをされた方

は、企業さんと契約の上、いつごろ引き込み工事が来ますよというのを待ってくださいとい

う状況になります。ですので、一番早いところは７月と８月に届いて、そこから契約行為が

始まるということではないものですから、皆さんが年度末以降ということになります。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） わかりました。 

  ＮＴＴ西日本さんがやるという話なものですから、それで一生懸命やっていただいて、海
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岸線の地区の方々に光を早く堪能していただけたらなと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

  その中で、もう一つは、携帯のアンテナ局が山の上のほうに行くと使えないということが

ありますけれども、今話題の中国のほうの電子の会社があって、４Ｇとか５Ｇとかという、

いろいろな話がございますけれども、それについて町としての対応というのはどのように考

えておられるのか、お伺いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  現状、携帯電話の接続につきましても、各企業さんが、それぞれアンテナを立てた上で実

施をしている状況でございまして、町がアンテナを立てるということはございません。 

  その中で、各会社さんが空白地帯のカバーの努力はしていただいているところなんですけ

れども、やはり利用者の利用率の問題等がありますので、どうしてもお家が少ない、または

ないところについては、あえて電波が届いてない場所もあろうかと思います。そこについて

は、ちょっと町のほうではあらためて町の面積全面に電波が届くというようなことは、ちょ

っとできかねますので、これも企業さんにお願いをしていく、または、いったんのところは、

ある程度全域で使う場所が、頻度が高い場所が使える場所としては落ち着いたと。あとは、

光化、高速化等、また第五世代等になって、さらに大容量のものがさくっと送れるようにな

る時期を待っていただくという状況になります。ご了承ください。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） これからいろいろな時代が変わってこようかということで、３Ｇから

４Ｇになって５Ｇだという形がこれから出てくるという話でございますけれども、それにつ

いても通信会社のほうがやって来なければ、町としても話ができないわけですから、これか

らだろうとは思うんですけれども、それに対してもですね、南伊豆のほうを先にやっていた

だけるように各通信業者さんのほうに、５Ｇがもし始まったときには南伊豆にもぜひお願い

しますという形を、各通信会社に言っておいていただくようお願いしたいと思いますが、そ

れについては努力するのが当たり前だと思うんですけれども、これについていかがでしょう

か。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 
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○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  その件につきましては、テレビのデジタル化から始まりまして、いろいろ行政のほうでも、

何とか地域のほうにもというのを、お願いという形でやっています。 

  今回につきましては、言いわけにはなりますが、やっと光ケーブルが入るということで、

今までなかなか、例えばスマートフォンを２台動かすともうとまってしまうような部分につ

いても、何とかこれで普通になってまいります。そこからどれだけ詳細画質をスマホ上で求

めるかということにもなってこようかと思いますけれども、随時５Ｇになってくる、またそ

の次も来るということで、その状況については各通信事業者さんとご相談して、情報収集し

ながら進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君。 

〔７番 清水清一君登壇〕 

○７番（清水清一君） わかりました。 

  そういう形で、南伊豆をよい町をつくっていこうという形の中で一生懸命やっていただき

たいなと思います。 

  以上で清水清一の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（齋藤 要君） 清水清一君の質問を終わります。 

  ここで13時55分まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時４３分 

 

再開 午後 １時５５分 

 

○議長（齋藤 要君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諮第２号及び諮第３号の一括上程、朗読、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） これより議案審議に入ります。 

  諮第２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて及び諮第３
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号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて、を一括議題といたします。 

  朗読を求めます。 

  事務局。 

〔事務局朗読〕 

○議長（齋藤 要君） 朗読を終わります。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 諮第２号、第３号の提案理由を申し上げます。 

  現在、南伊豆町内において、法務大臣から委嘱されている人権擁護委員は５名ですが、う

ち２名が令和元年９月30日をもって任期満了となります。 

  候補者の推薦については、人権擁護委員法第６条第３項で「市町村議会の議員の選挙権を

有する住民で、人格識見高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護に理解のある者で、議会の

意見を聞いて候補者を推薦しなければならない」と規定されております。 

  今回、任期満了となる谷半時氏は、これらの諸要件を兼ね備えた方でありますので、引き

続き選任いただくことをご提案いたします。 

  また、諮第３号で推薦する木下千春氏においても同様でありますので、ご審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

  なお、両委員の任期は令和元年10月１日から３年間でございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑がある方は議案番号を明示し、質疑してください。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 
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  まず、諮第２号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議案の賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、諮第３号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議案の賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） ほかに討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決をします。 

  諮第２号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、諮第２号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

  採決します。 

  諮第３号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、諮第３号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第３４号～議第４４号の一括上程、朗読、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第34号 南伊豆町農業委員会委員の選任について、議第35号 南伊

豆町農業委員会委員の選任について、議第36号 南伊豆町農業委員会委員の選任について、

議第37号 南伊豆町農業委員会委員の選任について、議第38号 南伊豆町農業委員会委員の

選任について、議第39号 南伊豆町農業委員会委員の選任について、議第40号 南伊豆町農

業委員会委員の選任について、議第41号 南伊豆町農業委員会委員の選任について、議第42

号 南伊豆町農業委員会委員の選任について、議第43号 南伊豆町農業委員会委員の選任に

ついて及び議第44号 南伊豆町農業委員会委員の選任について、を一括議題とします。 
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  朗読を求めます。 

  事務局。 

〔事務局朗読〕 

○議長（齋藤 要君） 朗読を終わります。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第34号から議第44号議案までは、南伊豆町農業委員の任期が令和元

年７月30日で満了することに伴う11名の委員の選任議案でありますので、提案理由を一括で

申し上げます。 

  農業委員の選任においては、「農業委員会等に関する法律第９条第１項」の規定に基づき、

委員の候補者を求め、委員を決定することになります。 

  つきましては、南伊豆町農業委員会委員の候補者として推薦、応募のあった者のうち、上

小野649番地、石川憲一、蝶ケ野132番地、金子勲、加納944番地、髙野多喜雄、伊浜829番地、

齋藤國治、二條418番地、鈴木欽也、一條627番地、鈴木盛行、手石672番地、関本宗一、伊

浜309番地、土田光夫、入間702番地、外岡精治郎、下流74番地、平山林藏、大瀬336番地の

３、山本道男を農業委員として選任したいため、農業委員会等に関する法律第８条第１項の

規定により同意をいただきたく、提案申し上げます。 

  なお、履歴につきましては別紙をごらんください。 

  ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑がある方は議案番号を明示し、質疑をしてください。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより、討論に入ります。 
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  まず、議第34号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第35号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第36号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第37号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第38号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第39号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第40号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第41号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第42号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第43号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、議第44号議案の原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者がありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第34号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第34号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

  採決します。 

  議第35号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第35号議案は原案のとおり同意することに決定しました。 

  採決します。 

  議第36号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第36号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 
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  採決します。 

  議第37号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第37号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

  採決をします。 

  議第38号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第38号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

  採決します。 

  議第39号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第39号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

  採決します。 

  議第40号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第40号議案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  採決します。 

  議第41号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第41号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

  採決します。 

  議第42号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第42号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 
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  採決をします。 

  議第43号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第43号議案は原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

  採決をします。 

  議第44号議案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第44号議案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第４５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第45号 南伊豆町自家用有償旅客運送条例の一部を改正する条例制

定について、を議題といたしまします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第45号の提案理由を申し上げます。 

  上賀茂地区内の松本石油から一條方面区域については、路線バスの運行がなく、公共交通

空白地となっております。 

  対象区域が、自家用有償旅客運送「なのはな号」の一條線運行ルート上のため、上賀茂の

一部を対象区とすること。 

  また、利用者からの聞き取りに基づき、祝日を運休にすることについて、南伊豆町自家用

有償旅客運送条例の一部を改正する条例を上程いたしましたので、ご審議のほど、よろしく

お願い申し上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第45号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第45号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第４６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第46号 南伊豆町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例制定について、を議題といたします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第46号の提案理由を申し上げます。 

  本議案は、特別職の職員で非常勤の者の報酬について定める委員に総合計画等審議会委員

を追加するものであります。 

  総合計画等審議会委員は、本定例会で上程する南伊豆町総合計画の策定等に関する条例第

７条に規定されているもので、基本構想及び基本計画に関する事項等について審議する機関
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として設置するものです。 

  なお、報酬額は日額4,500円、半日額（３時間未満）3,000円としております。 

  ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第46号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第46号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第４７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第47号 南伊豆町介護保険条例の一部を改正する条例制定について、

を議題といたします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 
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〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第47号について提案理由を申し上げます。 

  本議案は介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定に関する政令の一部を改正す

る政令等の施行に伴い、改正するもので、低所得者の保険料軽減策の充実強化を図るもので

あります。 

  詳細については福祉介護課長より説明させますので、ご審議のほどよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  福祉介護課長。 

〔福祉介護課長 髙橋健一君登壇〕 

○福祉介護課長（髙橋健一君） 議第47号について、詳細説明を申し上げます。 

  資料ナンバーの３、新旧対照表をご覧ください。 

  この保険料軽減策の拡大につきましては、社会保障と税の一体改革の一環であり、低所得

者の保険料について負担の軽減を図るものでございます。 

  第２条２項で定める第１段階の保険料につきましては、従前の基準額の0.45％であり、４

万1,400円である0.375％の３万1,050円に、また、新たに第３項並びに４項を追加しまして、

第２段階の保険料を基準額の0.75％、６万2,100円から0.625％の５万1,750円に、第３段階

の保険料を基準額の0.75％、６万2,100円から0.725％の６万30円としたいものです。 

  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  谷正君。 

○４番（谷  正君） これ47号の審議なんですが、48号も同じような感じだと思うものです

から、この47号の中で、お答えをお願いしたいんですけれども、これは具体的には不利益処

分の遡及適用という平成31年４月１日で、現在６月５日なものですから、この条例改正をす

るのは当然６月５日ということになるんですが、前は総務課長が担当のときにも、答弁をい

ただいているんですが、この遡及適用は原則的には不利益処分の場合は無効だよと、違反だ

よという原則がその法令の中にあるんですが、この辺の関係は現在も反対とか賛成とかとい

うのではなく、大丈夫なのかという関係なんですが、47号と48号は同じような感じなもので
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すから、そこの答弁をお願いします。 

○議長（齋藤 要君） 総務課長。 

○総務課長（渡邊雅之君） お答えします。 

  従前、私担当しておりましたので、重々、谷議員からの質問覚えております。 

  今回の例えば、この介護保険条例の改正、そして、国保の分、軽減安定所得の改正につき

ましては、あくまでも軽減を受ける方を拡大するというところの部分が国保の部分になりま

して、なお、介護保険の部分は今までの保険料を、より安くするという改正でありますので、

ここの、今回の議案については全く不利益にはならないということでございます。 

  そして、不利益処分の関係なんですが、国保につきましても、介護保険につきましても、

本算定というものが存在しておりまして、４月１日を超えてから国保でいえば、７月１日が

本算定をして、介護保険も同様でございます。 

  それを考えますと、そこまでは住民税の確定はされないものですから、算定基礎となる住

民税がわからないということが、制度上担保されちゃっているものですので、以前、地裁で

多少は起こりまして、これは、判決は確定しているんですけれども、制度上いたし方がない

という裁判所の判断が出ておりますので、いろいろ考え方はあろうかと思うんですけれども、

それ以降裁判にはなっていませんので、その辺で地裁ですけれども、判例が出ているという

ことでございます。 

  以上です。 

○議長（齋藤 要君） ほかに質疑ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を認めます。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決をします。 

  議第47号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第47号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第４８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第48号 南伊豆町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に

ついて、を議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第48号の提案理由を申し上げます。 

  本議案は、地方税法の改正に伴い、国民健康保険税に係る軽減判定所得の見直しを行うも

のであります。 

  詳細については、町民課長から説明させますので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  町民課長。 

〔町民課長 髙野喜久美君登壇〕 

○町民課長（髙野喜久美君） 議第48号について、ご説明申し上げます。 

  今回の町国民健康保険税条例の一部改正につきましては、上位法令であります地方税法等

の一部を改正する法律等の施行に伴うものでございます。 

  また、本条例の一部改正に当たりましては、本年２月に南伊豆町国民健康保険運営協議会

におきまして、「平成31年度南伊豆町国民健康保険事業計画」の中で、ご承認いただいてい

るものでございます。 
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  お手元の資料ナンバー４、南伊豆町国民健康保険税条例新旧対照表により、ご説明申し上

げますので、ごらんください。 

  新旧対照表については、左側が改正後、右側が改正前の条文で、アンダーラインを引いて

ある部分が改正箇所となっております。 

  第23条は、国民健康保険税の減額について定めたものでものでございます。 

  国民健康保険税は、応能割として所得割額、応益割として被保険者均等割額及び世帯別平

等割額の合計額によって課税されておりますが、保険税の負担能力が特に不足している被保

険者を救済するため、世帯の所得が一定額以下の場合には、応益割の部分の保険税について、

７割、５割、２割軽減を行っております。 

  低所得者に係る軽減措置の拡充は、平成30年度税制改正においても行われたところですが、

今回も同様に、５割軽減、２割軽減基準の軽減判定所得について改正するもので、具体的に

は、国民健康保険税の軽減の対象となる所得の基準について、第２号に規定する５割軽減の

対象となる世帯の軽減判定所得の算定においては、被保険者の数に乗ずべき金額を27万

5,000円から28万円に、第３号に規定する２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定

においては、被保険者の数に乗ずべき金額を50万円から51万円に、それぞれ引き上げ、低所

得者層の負担軽減を図るものです。 

  新旧対照表による説明は以上でございますが、議案に付してございます一部改正条例の附

則をご覧ください。 

  第１項の施行期日については、この条例は公布の日から施行し、平成31年４月１日から適

用します。 

  第２項の適用区分では、改正後の国民健康保険税条例の規定については、平成31年度以後

の年度分より適用されるもので、平成30年度分までの国民健康保険税は従前の例によるもの

でございます。 

  以上で内容説明を終わります。 

  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第48号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第48号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第４９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第49号 南伊豆町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正す

る条例制定について、を議題といたします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第49号の提案理由を申し上げます。 

  本議案は、「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の

整備に関する法律による災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正」に伴う条例の一部改

正であります。 

  詳細については、福祉介護課長から説明させますので、ご審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 
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  内容説明を求めます。 

  福祉介護課長。 

〔福祉介護課長 髙橋健一君登壇〕 

○福祉介護課長（髙橋健一君） 議第49号について、ご説明申し上げます。 

  本議案は、「地域の自主性及び自立性を高めるための、改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律による災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正」に伴い、同条例を

改正するものでございます。 

  災害援護資金について、平成30年地方分権改革に関する提案募集において、月賦払いの提

案に加え、東日本大震災時の特例により、保証人がいない場合にあっても、貸し付けが認め

られたことを受け、保証人の部分について所要の改正がありました。 

  資料ナンバー５をご覧ください。 

  この改正につきましては、国では債権管理の観点から各市町の裁量によることとされてお

ります。当町においては、保証人については従来どおりとするため、項を追加するほか、償

還に関しては、月賦償還を追加するなど条文の整理を行うものであります。 

  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 
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  議第49号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第49号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第５０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第50号 南伊豆町ホームヘルプサービス手数料徴収条例を廃止する

条例制定について、を議題といたします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第50号の提案理由を申し上げます。 

  本条例は、身体障害者福祉法等に基づき、昭和58年に制定されものでありますが、平成24

年に「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」、いわゆる「障害者

総合支援法」に改題されました。 

  本町では、この法律に基づく各種事業要綱を整備し、事業を実施しているため、本条例を

廃止するものであります。 

  ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第50号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第50号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第５１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第51号 南伊豆町総合計画の策定等に関する条例制定について、を

議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第51号の提案理由を申し上げます。 

  本議案は、平成23年度の地方自治法改正により地方公共団体の総合計画の策定を義務づけ

ていた規定が廃止され、総合計画の策定の要否についても、各自治体の判断とすることとな

っていることから、まちづくりの指針となる総合計画を公共計画として策定し、同計画に基

づき、町民の皆様との協働による行政運営を推進するため、新たに「南伊豆町総合計画の策

定等に関する条例」を策定し、総合計画の策定及び推進に関する重要な事項を定めるもので

あります。 

  詳細については、地方創生室長から説明させますので、ご審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  地方創生室長。 
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〔地方創生室長 勝田智史君登壇〕 

○地方創生室長（勝田智史君） それでは、議第51号の内容説明を申し上げます。 

  ただいま提案理由でも申し上げましたが、地方公共団体における総合計画の策定につきま

しては、平成23年の地方自治法改正によりその義務づけ規定が廃止され、その要否について

は各自治体の判断に委ねられております。 

  本町では、第５次総合計画が最終年度を迎えたことに伴い、次期総合計画策定のための業

務委託料を当初予算に計上させていただいており、策定業務の着手に当たり、計画策定及び

推進に関する事項を本条例で定めるものでありまして、全９条の構成となっております。 

  第１条では、総合計画の位置づけ等の趣旨を規定し、第２条では基本構想、基本計画及び

実施計画の定義を規定するものです。 

  第３条では、総合計画の策定を規定し、第４条では、審議会への諮問、第５条では、基本

構想及び基本計画を策定し、または変更するときは、議会の議決を経なければならないこと

を規定しております。 

  第６条では、個別行政分野の計画を策定し、または変更する場合は、総合計画との整合を

図ることを規定し、第７条では、町長の諮問機関である審議会の設置及び構成等を定め、第

８条で進捗状況の評価及び公表について規定するものです。 

  第９条は、委任事項でありまして、条例に定めのない事項については、別に定めることを

規定いたしました。 

  以上で内容説明を終わります。 

  ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齋藤 要君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第51号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第51号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第５２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第52号 備品購入契約について（令和元年度職員事務処理用パソコ

ン購入）、を議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第52号の提案理由を申し上げます。 

  本議案は、令和元年５月23日に執行した指名競争入札により購入金額493万4,088円（うち

取引に係る消費税及び地方消費税の額36万5,488円）をもって、株式会社下田オー・エー・

システムと締結した仮契約について、予定価格が978万4,800円であることから、地方自治法

第96条第１項及び議会の議決に付すべき契約及び財産、又は処分に関する条例第３条の規定

により議会の議決を求めるものであります。 

  ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第52号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第52号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第５３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第53号 備品購入契約について（令和元年度地震・津波対策等減災

交付金可搬ポンプ付積載車購入）、を議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第53号の提案理由を申し上げます。 

  本議案は令和元年５月23日に執行した指名競争入札により、購入金額1,188万円（うち取

引に係る消費税及び地方消費税の額108万円）をもって、株式会社畠山ポンプ製作所と締結

した仮契約について、地方自治法第96条第１項及び議会の議決に付すべき契約及び財産、又

は処分に関する条例第３条の規定により議会の議決を求めるものであります。 

  当該事業は、南伊豆町消防団第３分団第３分隊伊浜地区配備の消防車で、配備後20年が経

過した車両の経年劣化に伴い、新たに消防車両の更新を行うものであります。 
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  ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第53号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第53号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第５４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第54号 令和元年度南伊豆町一般会計補正予算（第１号）、を議題

とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第54号の提案理由を申し上げます。 
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  本議案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億8,566万6,000円を増額し、歳入歳

出予算の総額を、それぞれ51億6,566万6,000円とするものであります。 

  歳出の主なものは、総務費の総務管理費に5,627万3,000円、民生費の児童福祉費に630万

6,000円、衛生費の保健衛生費に643万8,000円、商工費に6,875万6,000円などをそれぞれ追

加するものであります。 

  また、これら歳出に対応する財源として、国庫補助金4,987万1,000円、雑入4,800万円、

町債１億3,070万円などを追加するものであります。 

  詳細については、総務課長から説明させますので、ご審議のほどよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  総務課長。 

〔総務課長 渡邊雅之君登壇〕 

○総務課長（渡邊雅之君） それでは、議第54号の内容説明を申し上げます。 

  補正予算書の１ページをご覧ください。 

  第１条に記載のとおり、歳入歳出予算の総額に１億8,566万6,000円を追加し、予算の総額

を51億6,566万6,000円としたいものでございます。 

  それでは、まず初めに、歳出に係ります主な補正項目からご説明をさせていただきます。 

  予算書の16ページ、17ページをお開きください。 

  ２款総務費の１項８目企画費では、ジオパーク推進事業に638万9,000円を増額いたしまし

た。これは、総務省の過疎地域等自立活性化推進交付金を活用し、ジオ見学に訪れる観光客

の思考やニーズ調査の実施、ジオガイドの専門研修受講による知識や技術の更なる向上、ガ

イドツアーの多様化を図り、若年グループや特定関心層の誘客に繋げていくこと等を目指し

ていくものでございます。 

  また、同項12目地域づくり推進費では、石廊崎オーシャンパーク整備工事に4,000万円を

増額いたしました。これは、平成30年度12月定例会においてご承認をいただいた石廊崎オー

シャンパーク施設整備設計委託が３月に完成したことを受けまして、駐車場脇の未整備部分

6,000平方メートルの緑化を行うものでございます。 

  18、19ページをご覧ください。 

  ３款民生費の２項１目児童福祉総務費では、630万6,000円を増額いたしました。これは、
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本年５月に子ども・子育て支援法改正案が成立をし、同年10月からの実施が決定した幼児教

育無償化に伴う子ども・子育て支援システムの改修及び関連事務経費を計上したものであり

ます。 

  続きまして、４款衛生費の１項２目予防費では、感染症予防事務に608万6,000円を増額い

たしました。これは、風疹に対する抗体保有率が低い現在39歳から56歳の男性を予防接種法

に基づく定期接種の対象としたことに伴い、各種委託料などの経費を計上したものでござい

ます。 

  20ページ、21ページをご覧ください。 

  ６款商工費の１項には、７目プレミアムつき商品券事業費を新設し、6,834万円を計上い

たしました。これは、本年10月に引き上げが予定されている消費税が、低所得者、子育て世

帯の消費に与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起、下支えするため、プ

レミアムつき商品券を発行するための経費でございまして、本町では、事務の一部を除き、

商工会等への委託方式を採用せず、直営で事務を実施いたします。 

  続きまして、歳入の主な項目について、ご説明を申し上げます。 

  戻っていただきまして、12ページ、15ページをお願いいたします。 

  本補正予算の歳出に係ります財源といたしましては、15款２項国庫補助金に4,987万1,000

円を見込みました。このうち、過疎地域等自立活性化推進交付金657万4,000円はジオパーク

推進事業、子ども子育て支援事業費補助金635万円は幼児教育無償化事業、プレミアム付商

品券事務費補助金及び事業費補助金を合わせた2,034万円はプレミアム付商品券発行経費に

係る財源でありまして、事業費に対しまして10割交付をされています。 

  また、21款４項２目の雑入には、プレミアム付商品券売上金として4,800万円を計上いた

しました。 

  このほか、石廊崎オーシャンパークの緑化事業の本補正予算計上や、南中小学校屋外グラ

ウンド整備事業の財源として見込んでおりました公立学校施設整備費交付金が不採択となっ

たことを受け、22款１項８目の過疎対策事業債を１億3,070万円増額させていただきました。 

  以上で内容説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤 要君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  稲葉勝男君。 

○６番（稲葉勝男君） 16ページの業務管理費の地域づくり推進費に関連して、実は町民の方
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が父親の遺産であるツバキが相当あるものですから、このツバキをできればオーシャンパー

クの周辺に、利害関係が生じないから、寄附しますから使ってもらえないだろうかという意

見が私のところにありました。今、ここで即答じゃなくて、その方の話というか、それを聞

いてくれることはできるのかどうか。そうすれば、本人にこちらに来てもらって、当局に来

てもらって、それで、寄附というようなことができるものですから、その辺を１点お聞きし

ようかなと思っていますけれども、いかがですか。 

○議長（齋藤 要君） 企画課長。 

○企画課長（菰田一郎君） お答えいたします。 

  ほかの皆様からの寄附行為に関しましては、特に公園の中の樹木につきましては、長年育

てているという責任等が果たせない危険性がございますので、現在、恐らくほかの方からの、

今のお話と違うところからもお話があったところなんでございますけれども、別にお断りし

ている次第でございまして、契約を結びますことになりますが、建設会社の監督さんのやり

方、また木の持ってくる時期等の問題もございますので、本数的にはそんなに多くを考えて

おりません。ほぼ野芝、もしくはそういった低層木を考えておりますので、現在いただいて

いないところでございます。申しわけございませんけれども、お断りしていただくというこ

とでご了承ください。 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第54号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 
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○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第54号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議第５５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（齋藤 要君） 議第55号 令和元年度南伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）、を議題とします。 

  提案説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 岡部克仁君登壇〕 

○町長（岡部克仁君） 議第55号の提案理由を申し上げます。 

  本議案は、制度改正に伴うシステム改修のほか、前年度保険給付費等交付金の精算による

償還額の調整が主なものとなっております。 

  歳出の主なものは、一般管理費を32万4,000円、特定健康診査等事業費を29万2,000円及び

保険給付費等交付金償還金を27万3,000円増額するものであります。 

  また、歳入については、繰越金を61万6,000円及び諸収入を27万3,000円増額するもので、

歳入歳出予算の総額にそれぞれ88万9,000円を増額し、歳入歳出予算の総額を14億6,537万

6,000円とするものです。 

  詳細については、健康増進課長から説明させますので、ご審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（齋藤 要君） 提案説明を終わります。 

  内容説明を求めます。 

  健康増進課長。 

〔健康増進課長 山田日好君登壇〕 

○健康増進課長（山田日好君） 議第55号の内容説明を申し上げます。 

  お手元の予算書12、13ページをご覧ください。 

  歳出の主なものから説明申し上げます。 

  １款総務費の１項総務管理費については、厚生労働省の通知を受け、旧被扶養者の保険料

軽減措置の減免期間については、後期高齢者医療制度に準じ、国保資格所得日に属する月以
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後２年を経過するまでとしたことから、７月の国民保険税の本算定までにシステム改修が必

要なため、１目の一般管理費を32万4,000円増額したものでございます。 

  ６款保健事業費の１項特定健康診査等事業費については、賀茂広域での糖尿病等重症化予

防を実施する中で、特定健診会場での初回面接の実施、結果説明会、保健指導を充実させる

ための臨時保健師の賃金、尿たんぱく区分の判定基準変更に伴う特定健診結果表の様式変更

のシステム改修等が必要なことから、特定健康診査等事業費を28万2,000円増額したいもの

であります。 

  また、７款の諸支出金の１項償還金及び還付加算金については、平成30年度の保険給付費

等交付金の普通交付金が確定したことから、保険給付費等交付金償還金として1,025万7,583

円が発生したため、１目保険給付費等交付金等交付金償還金を27万3,000円増額したいもの

であります。 

  続きまして、歳入の説明をいたします。 

  10、11ページをご覧ください。 

  ９款の繰越金については、２目その他繰越金を61万6,000円増額し、10款の諸収入では、

保険給付費等交付金償還金と同額のものが静岡県国民健康保険連合会から当町に償還金の財

源として納付されるため、27万3,000円を増額したいものであります。 

  続きまして、８ページ、９ページにお戻りください。 

  歳出合計でございますが、補正前の額14億6,448万7,000円に補正額88万9,000円を加え、

14億6,537万6,000円としたいものでございます。 

  また、補正額の財源内訳では、その他特定財源27万3,000円及び一般財源61万6,000円とな

っております。 

  以上で内容説明を終わります。 

  ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤 要君） 内容説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 質疑もありませんので、質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 
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  よって、質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（齋藤 要君） 討論する者もありませんので、討論を終わります。 

  採決します。 

  議第55号議案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（齋藤 要君） 全員賛成です。 

  よって、議第55号議案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎各委員会の閉会中の継続調査申出書 

○議長（齋藤 要君） 日程第27 閉会中の継続調査申出書、を議題とします。 

  議会運営委員会委員長はじめ、各常任委員長及び特別委員会委員長より会議規則第75条の

規定によりお手元に配付をいたしました「所管事務調査、本会議の会期日程等、議会の運営

及び議長の諮問に関する事項」についてなど、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

  お諮りをします。 

  各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定をいたしま

した。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議員派遣の件 
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○議長（齋藤 要君） 日程第28 議員派遣の件、を議題とします。 

  お諮りします。 

  議員派遣の件については、お手元に配付をしたとおり派遣することにしたいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（齋藤 要君） 異議ないものと認めます。 

  よって、議員派遣の件はお手元に印刷配付しましたとおり、派遣することに決定いたしま

した。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉議及び閉会宣告 

○議長（齋藤 要君） 本日の議事件目は終了いたしましたので、会議を閉じます。 

  ６月定例会の全部の議事の議事件目は終了しました。 

  よって、令和元年６月南伊豆町議会定例会は本日をもって閉会といたします。 

  ご苦労さまでございました。 

 

閉会 午後 ３時００分 
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